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【
論
文
】

近
世
の
小
咄
に
描
か
れ
た
相
撲 

　
　
　
　
　
　
～
『
噺
本
大
系
』
を
素
材
と
し
て
～

	

土
屋
　
喜
敬

は
じ
め
に

近
世
に
は
洒
落
本･

黄
表
紙
・
人
情
本
な
ど
様
々
な
戯
作
文
学
が
広
く
親
し
ま
れ

た
が
、
そ
の
な
か
に
短
い
笑
話
、
所
謂
小
咄（

1
（

を
収
録
し
た
噺
本
と
呼
ば
れ
る
一
群
が

あ
る
。
噺
本
の
出
版
数
は
、
写
本
類
を
あ
わ
せ
る
と
千
二
、三
百
種
、
そ
こ
に
収
録

さ
れ
た
小
咄
の
数
は
五
、六
万
話
に
も
お
よ
ぶ
と
い
う（

（
（

。
現
在
も
演
じ
ら
れ
て
い
る

古
典
落
語
は
、
近
世
の
小
咄
を
も
と
に
成
立
し
た
も
の
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
小
咄
か

ら
は
笑
い
は
も
ち
ろ
ん
、
庶
民
の
日
常
生
活
の
一
端
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

創
作
で
あ
る
点
は
差
し
引
い
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
小
咄
は
庶
民
生
活
の

様
相
に
迫
る
手
が
か
り
と
な
り
得
る
で
あ
ろ
う
。

筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
相
撲
を
見
る
側
の
視
点
か
ら
近
世
の
相
撲
興
行
の
様
相
を
明

ら
か
に
し
て
き
た（

（
（

。
本
稿
で
も
見
る
側
の
視
点
に
立
ち
、
小
咄
に
描
か
れ
た
相
撲
の

様
相
を
探
り
た
い
。
し
か
し
全
て
の
小
咄
を
網
羅
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
、『
噺

本
大
系（

（
（

』
に
収
録
さ
れ
た
噺
本
を
素
材
に
、
庶
民
の
笑
い
の
な
か
で
、
相
撲
が
ど
の

よ
う
に
描
か
れ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
本
稿
が
近
世
文
化
史
に
寄

与
す
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

一
　
相
撲
の
小
咄

本
章
で
は
『
噺
本
大
系
』
か
ら
相
撲
の
小
咄
が
収
録
さ
れ
た
噺
本
を
示
し
、
そ
の

特
徴
を
概
観
す
る
。
表
一
は
『
噺
本
大
系
』
に
見
ら
れ
る
相
撲
の
小
咄
が
収
録
さ
れ

た
噺
本
を
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る（

（
（

。
噺
本
の
題
名
、
刊
行
年
（
ま
た
は
序
や
跋
の

年
代
（、
作
者
や
絵
師
な
ど
、
出
版
地
、
相
撲
の
小
咄
の
題
名
、『
噺
本
大
系
』
の
収

録
巻
を
記
し
た
。
出
版
地
は
刊
記
に
よ
る
。
小
咄
の
題
名
の
内
、
相
撲
の
記
述
が
あ

る
が
、
筆
者
が
噺
の
本
筋
で
は
な
い
と
判
断
し
た
も
の
は
丸
括
弧
を
記
し
て
区
別
し

た
。
ま
た
噺
に
題
名
の
記
載
が
な
い
場
合
は
、
筆
者
が
便
宜
的
な
題
名
を
つ
け
、
角

括
弧
を
付
し
た
。
97
『
一
口
ば
な
し
』（
以
下
、
噺
本
の
前
に
記
し
た
数
字
は
表
一

に
対
応
す
る
（・
101
『
縁
取
ば
な
し
』・
103
『
一
口
ば
な
し
』
は
、
ご
く
短
い
噺
で
あ

る
一
口
噺
集
、
102
『
春
色
三
題
噺
（
初
編
（』
は
、
観
客
か
ら
出
さ
れ
た
任
意
の
三

つ
の
題
を
即
興
で
ひ
と
つ
の
噺
に
ま
と
め
る
三
題
噺
を
収
録
し
た
噺
本
で
あ
る
。

『
噺
本
大
系
』
に
は
計
三
三
九
の
噺
本
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
、
相
撲
の

小
咄
が
見
ら
れ
る
噺
本
は
一
〇
四
で
あ
っ
た
。
全
体
の
約
三
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
噺
本

に
、
な
ん
ら
か
の
形
で
相
撲
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
一
〇
四
の
噺

本
に
は
、
相
撲
の
小
咄
が
一
三
九
見
ら
れ
る
。
一
三
九
の
内
訳
は
、
相
撲
が
噺
の
本

筋
と
な
っ
て
い
る
小
咄
は
一
一
五
、
本
筋
で
は
な
い
も
の
の
相
撲
の
記
述
が
見
ら
れ

る
小
咄
は
二
四
で
あ
っ
た
。
相
撲
の
小
咄
を
複
数
収
録
し
た
噺
本
も
多
い
。
１
『
醒

睡
笑
』・
13
『
軽
口
あ
ら
れ
酒
』・
14
『
軽
口
星
鉄
炮
』・
26
『
口
合
恵
袋
』・
34
『
坐

笑
産
』・
57
『
福
茶
釜
』・
77
『
馬
鹿
大
林
』
97
『
一
口
ば
な
し
』
に
は
、
相
撲
の

小
咄
が
三
作
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
年
代
や
出
版
地
を
問
わ
な
い
。
例
え
ば
『
軽
口

あ
ら
れ
酒
』
は
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
（
に
京
都
、『
馬
鹿
大
林
』
は
寛
政
一
三
年

（
一
八
〇
一
（
に
江
戸
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
近
世
を
通
じ
て
相
撲
は
庶
民
の
身
近

に
あ
り
、
小
咄
の
題
材
と
し
て
親
し
み
や
す
か
っ
た
の
だ
。

次
に
年
代
で
あ
る
が
、
前
期
は
上
方
、
後
期
は
江
戸
で
出
版
さ
れ
た
も
の
が
多
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２５

軽
口
福
徳
利

宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
刊

故
応
斎
玉
花
（
序
）

江
戸
・
大
坂

＊
子
ゆ
へ
の
や
ミ

８
巻

２６

口
合
恵
宝
袋

宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
刊

春
松
子
（
作
・
序
）

江
戸
・
京
都

＊
仏
の
力
ば
な
し

＊
す
も
ふ
の
飛
入
　
─	
Ｃ

＊
す
も
ふ
の
花
　
─	

Ｄ

８
巻

２７

軽
口
は
る
の
山

明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
刊

小
幡
宗
左
衛
門
（
作
）

京
都

＊
相
撲
ず
き

８
巻

２８

絵
本
軽
口
福
笑

明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
刊

義
笑
（
作
）　
臥
仙
（
序
）

江
戸
・
尾
張
・
京
都

＊［
大
坂
よ
り
京
都
へ
］

１７
巻

２９

鹿
の
子
餅

明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
刊

木
室
卯
雲
（
作
）　
勝
川
春
章
（
画
）

江
戸

＊
角
力
場
　
─	

Ｆ

＊
唐
相
撲
　
─	

Ｇ

９
巻

３０

楽
牽
頭

明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
序

稲
穂
（
序
）

江
戸

＊
御
寵
愛

９
巻

３１

出
頬
題

安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
序

夢
楽
庵
（
序
）　
亀
長
（
画
）

＊
釈
迦
嶽

９
巻

３２

口
拍
子

安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
跋

軽
口
耳
秡
（
著
）　
鈴
木
春
重
（
司
馬
江
漢
、
画
）

江
戸

＊
角
力
取

９
巻

３３

今
歳
咄
（
口
拍
子
二
編
）
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
序

書
苑
武
子
（
編
）

江
戸

＊
立
あ
ひ

９
巻

３４

坐
笑
産

安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
序

稲
穂
（
序
）

江
戸

＊
馬
鹿
　
─	

Ｈ

＊
釈
迦
　
─	

Ｉ

＊
釈
迦

９
巻

３５

近
目
貫
（
三
編
）

安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
序

稲
穂
（
序
）

江
戸

＊
拾
文
銭

９
巻

３６

都
鄙
談
語
（
三
編
）

安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
刊

亀
文
子
（
作
）
常
室
（
画
）

江
戸

＊
相
撲

９
巻

３７

芳
野
山

安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
序

古
喬
子
（
作
）

［
江
戸
］

＊
角
力
場
　
─	

Ｆ

９
巻

３８

仕
形
噺

安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
刊

書
苑
武
子
（
編
）

［
江
戸
］

＊
す
ま
ふ
と
り

＊
口

９
巻

３９

軽
口
五
色
帋

安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
刊

百
尺
亭
竿
頭
（
序
）

江
戸
・
大
坂
・
京
都

＊
蒟
蒻
屋
の
角
力
　
─	

Ｂ

＊
大
男
の
評
判

１０
巻

４０

新
口
花
笑
顔

安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
刊

龍
耳
斎
聞
取
（
序
）　
磯
田
湖
龍
斎
（
画
）

江
戸

＊
福
遊
び
　
─	

Ｅ

１０
巻

４１

今
様
咄

安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
頃
刊

鳥
居
清
経
（
画
）

江
戸

＊［
唐
人
と
日
本
人
の
相
撲
］　
─	

Ｇ

＊［
釈
迦
ケ
嶽
］　
─	

Ｉ

１７
巻

４２

鳥
の
町

安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
序

来
風
山
人
（
序
）

江
戸

＊
講
釈

１０
巻

４３

立
春
噺
大
集

安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
刊

常
笋
亭
君
竹
・
後
素
軒
蘭
庭
（
共
撰
）

大
坂

＊（
力
士
按
摩
）

１０
巻

４４

高
笑
ひ

安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
序

彡
浦
先
生
（
作
）　
陳
奮
翰
（
撰
）　
東
紫
（
画
）

江
戸

＊
浅
草
　
─	

Ｊ

＊
角
力

１０
巻

４５

夕
涼
新
話
集

安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
刊

参
詩
軒
素
従
（
序
）

大
坂

＊
勤
か
た
気

＊（
け
ん
と
違
ひ
）

１０
巻

４６

譚
嚢

安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
序

馬
場
雲
壺
（
序
・
跋
）　
蘭
徳
斎
春
堂
（
画
）

江
戸

＊
吊
ひ

１１
巻

４７

青
楼
吉
原
咄

安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
序

黒
蝶
亭
可
立
（
序
）

江
戸

＊
角
力
取
　
─	

Ｋ

１７
巻

４８

金
財
布

安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
序

江
戸

＊
角
力
取

１１
巻

４９

鯛
の
味
噌
津

安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
刊

新
場
老
漁
（
大
田
南
畝
、
序
）

江
戸

＊
角
力

１１
巻

５０

寿
々
葉
羅
井

安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
刊

志
丈
（
序
）

江
戸

＊
開
帳
の
上
ケ
物

１１
巻

５１

交
肴

安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
序

浜
川
砂
水
（
撰
）

江
戸

＊
角
力
の
札
　
─	

Ｌ

９
巻

（（）

番
号

噺
本

年
代

作
者
／
編
者
な
ど

出
版
地

小
咄
の
題
名

収
録
巻

１

醒
睡
笑

元
和
九
年
（
一
六
二
三
）
序

安
楽
庵
策
伝
（
作
）

＊［
侍
衆
の
相
撲
］

＊［
相
撲
の
名
乗
］

※［
僧
と
俗
の
相
撲
］

２
巻

２

当
世
口
ま
ね
笑

延
宝
九
年
（
一
六
八
一
）
序

一
笑
軒
（
叙
）

京
都

＊
博
奕
打
と
行
人
身
上
物
語
の
事

５
巻

３

新
竹
斎

貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
刊

京
都

＊
嵐
に
ゆ
が
む
松
尾
の
相
撲

４
巻

４

籠
耳

貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
刊

［
京
都
］

＊（
阿
弥
陀
銭
光
）

４
巻

５

二
休
咄

貞
享
五
年
（
一
六
八
八
）
刊

江
戸
・
京
都

＊（
法
の
人
）

４
巻

６

遊
小
僧

元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
刊

京
都
・
大
坂
・
江
戸

＊（
仕
形
は
な
し
の
事
）

６
巻

７

諸
国
落
首
咄

元
禄
一
一
年
（
一
六
九
八
）
刊

京
都

＊
是
ハ
大
事
の
相
撲
一
番

４
巻

８

露
新
軽
口
は
な
し

元
禄
一
一
年
（
一
六
九
八
）
刊

初
代
露
の
五
郎
兵
衛
（
作
）

［
京
都
］

＊
す
ま
ふ
取
の
無
筆

６
巻

９

初
音
草
噺
大
鑑

元
禄
一
一
年
（
一
六
九
八
）
刊

寓
言
子
（
序
）

京
都

＊（
心
に
う
つ
る
咄
口
）

６
巻

１０

露
五
郎
兵
衛
新
は
な
し

元
禄
一
四
年
（
一
七
〇
一
）
刊

初
代
露
の
五
郎
兵
衛
（
作
）

京
都

＊
す
ま
ひ
取
の
は
な
し
　
─	

Ａ

６
巻

１１

軽
口
御
前
男

元
禄
一
六
年
（
一
七
〇
三
）
刊

初
代
米
沢
彦
八
（
作
）

大
坂

＊
す
ま
ふ
の
名
乗
　
─	

Ｂ

＊
す
ま
ふ
の
評
判

６
巻

１２

軽
口
ひ
や
う
金
房

元
禄
年
間
（
一
六
八
八
～
一
七
〇
四
）
末
期
頃
刊

京
都

＊
く
わ
ん
し
ん
す
ま
ふ
の
事
　
─	

Ｃ

６
巻

１３

軽
口
あ
ら
れ
酒

宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
刊

京
都

＊
す
ま
う
の
な
の
り
　
─	

Ｂ

＊
相
撲
の
関
金
い
か
り

＊
ま
ハ
し
に
二
色
　
─	

Ａ

７
巻

１４

軽
口
星
鉄
炮

正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
刊

［
京
都
］

＊
こ
よ
ミ
か
い

＊
す
ま
ふ
は
な
し
　
─	

Ｄ

＊（
ひ
ん
ぼ
う
神
）

７
巻

１５

軽
口
福
蔵
主

正
徳
六
年
（
一
七
一
六
）
刊

京
都

＊
現
銀
掛
直
な
し
　
─	

Ｃ

＊
肥
満
男

７
巻

１６

軽
口
機
嫌
嚢

享
保
一
三
年
（
一
七
二
八
）
刊

松
泉
（
編
）

京
都

＊
芸
あ
ら
そ
ひ

７
巻

１７

軽
口
も
ら
い
ゑ
く
ぼ

享
保
年
間
（
一
七
一
六
～
一
七
三
六
）
刊

大
坂

＊
子
共
の
相
撲

７
巻

１８

軽
口
初
売
買

元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
刊

其
摘
（
作
・
序
）

京
都
・
大
坂

＊
流
人
の
者
お
そ
る
ゝ
事

＊
手
合
の
す
も
ふ

８
巻

１９

軽
口
福
お
か
し

元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
刊

風
之
（
作
・
序
）

京
都

＊
唐
う
ち
わ

＊
お
も
い
れ

８
巻

２０

軽
口
新
歳
袋

元
文
六
年
（
一
七
四
一
）
刊

風
之
（
作
・
序
）

京
都

＊
す
ま
ふ
　
─	

Ｃ

＊
か
る
わ
さ

８
巻

２１

軽
口
若
夷

寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
刊

梅
岸
（
序
）

江
戸
・
大
坂
・
京
都

＊
福
神
す
も
ふ
　
─	

Ｅ

８
巻

２２

軽
口
瓢
金
苗

延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
刊

如
毫
（
序
）

京
都

＊
軽
口
勝
相
撲

８
巻

２３

軽
口
笑
布
袋

延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
刊

似
嘯
（
序
）

京
都

＊
相
撲
と
り

８
巻

２４

軽
口
腹
太
鼓

宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
刊

矢
木
鰭
輔
（
作
・
序
）

大
坂

＊
薬
り
き
　
─	

Ｄ

８
巻

［
表
１
］
相
撲
の
小
咄
が
収
録
さ
れ
た
噺
本
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２５

軽
口
福
徳
利

宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
刊

故
応
斎
玉
花
（
序
）

江
戸
・
大
坂

＊
子
ゆ
へ
の
や
ミ

８
巻

２６

口
合
恵
宝
袋

宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
刊

春
松
子
（
作
・
序
）

江
戸
・
京
都

＊
仏
の
力
ば
な
し

＊
す
も
ふ
の
飛
入
　
─	

Ｃ

＊
す
も
ふ
の
花
　
─	

Ｄ

８
巻

２７

軽
口
は
る
の
山

明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
刊

小
幡
宗
左
衛
門
（
作
）

京
都

＊
相
撲
ず
き

８
巻

２８

絵
本
軽
口
福
笑

明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
刊

義
笑
（
作
）　
臥
仙
（
序
）

江
戸
・
尾
張
・
京
都

＊［
大
坂
よ
り
京
都
へ
］

１７
巻

２９

鹿
の
子
餅

明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
刊

木
室
卯
雲
（
作
）　
勝
川
春
章
（
画
）

江
戸

＊
角
力
場
　
─	

Ｆ

＊
唐
相
撲
　
─	

Ｇ

９
巻

３０

楽
牽
頭

明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
序

稲
穂
（
序
）

江
戸

＊
御
寵
愛

９
巻

３１

出
頬
題

安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
序

夢
楽
庵
（
序
）　
亀
長
（
画
）

＊
釈
迦
嶽

９
巻

３２

口
拍
子

安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
跋

軽
口
耳
秡
（
著
）　
鈴
木
春
重
（
司
馬
江
漢
、
画
）

江
戸

＊
角
力
取

９
巻

３３

今
歳
咄
（
口
拍
子
二
編
）
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
序

書
苑
武
子
（
編
）

江
戸

＊
立
あ
ひ

９
巻

３４

坐
笑
産

安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
序

稲
穂
（
序
）

江
戸

＊
馬
鹿
　
─	

Ｈ

＊
釈
迦
　
─	

Ｉ

＊
釈
迦

９
巻

３５

近
目
貫
（
三
編
）

安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
序

稲
穂
（
序
）

江
戸

＊
拾
文
銭

９
巻

３６

都
鄙
談
語
（
三
編
）

安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
刊

亀
文
子
（
作
）
常
室
（
画
）

江
戸

＊
相
撲

９
巻

３７

芳
野
山

安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
序

古
喬
子
（
作
）

［
江
戸
］

＊
角
力
場
　
─	

Ｆ

９
巻

３８

仕
形
噺

安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
刊

書
苑
武
子
（
編
）

［
江
戸
］

＊
す
ま
ふ
と
り

＊
口

９
巻

３９

軽
口
五
色
帋

安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
刊

百
尺
亭
竿
頭
（
序
）

江
戸
・
大
坂
・
京
都

＊
蒟
蒻
屋
の
角
力
　
─	

Ｂ

＊
大
男
の
評
判

１０
巻

４０

新
口
花
笑
顔

安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
刊

龍
耳
斎
聞
取
（
序
）　
磯
田
湖
龍
斎
（
画
）

江
戸

＊
福
遊
び
　
─	

Ｅ

１０
巻

４１

今
様
咄

安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
頃
刊

鳥
居
清
経
（
画
）

江
戸

＊［
唐
人
と
日
本
人
の
相
撲
］　
─	

Ｇ

＊［
釈
迦
ケ
嶽
］　
─	

Ｉ

１７
巻

４２

鳥
の
町

安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
序

来
風
山
人
（
序
）

江
戸

＊
講
釈

１０
巻

４３

立
春
噺
大
集

安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
刊

常
笋
亭
君
竹
・
後
素
軒
蘭
庭
（
共
撰
）

大
坂

＊（
力
士
按
摩
）

１０
巻

４４

高
笑
ひ

安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
序

彡
浦
先
生
（
作
）　
陳
奮
翰
（
撰
）　
東
紫
（
画
）

江
戸

＊
浅
草
　
─	

Ｊ

＊
角
力

１０
巻

４５

夕
涼
新
話
集

安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
刊

参
詩
軒
素
従
（
序
）

大
坂

＊
勤
か
た
気

＊（
け
ん
と
違
ひ
）

１０
巻

４６

譚
嚢

安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
序

馬
場
雲
壺
（
序
・
跋
）　
蘭
徳
斎
春
堂
（
画
）

江
戸

＊
吊
ひ

１１
巻

４７

青
楼
吉
原
咄

安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
序

黒
蝶
亭
可
立
（
序
）

江
戸

＊
角
力
取
　
─	

Ｋ

１７
巻

４８

金
財
布

安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
序

江
戸

＊
角
力
取

１１
巻

４９

鯛
の
味
噌
津

安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
刊

新
場
老
漁
（
大
田
南
畝
、
序
）

江
戸

＊
角
力

１１
巻

５０

寿
々
葉
羅
井

安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
刊

志
丈
（
序
）

江
戸

＊
開
帳
の
上
ケ
物

１１
巻

５１

交
肴

安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
序

浜
川
砂
水
（
撰
）

江
戸

＊
角
力
の
札
　
─	

Ｌ

９
巻

（（）

番
号

噺
本

年
代

作
者
／
編
者
な
ど

出
版
地

小
咄
の
題
名

収
録
巻

１

醒
睡
笑

元
和
九
年
（
一
六
二
三
）
序

安
楽
庵
策
伝
（
作
）

＊［
侍
衆
の
相
撲
］

＊［
相
撲
の
名
乗
］

※［
僧
と
俗
の
相
撲
］

２
巻

２

当
世
口
ま
ね
笑

延
宝
九
年
（
一
六
八
一
）
序

一
笑
軒
（
叙
）

京
都

＊
博
奕
打
と
行
人
身
上
物
語
の
事

５
巻

３

新
竹
斎

貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
刊

京
都

＊
嵐
に
ゆ
が
む
松
尾
の
相
撲

４
巻

４

籠
耳

貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
刊

［
京
都
］

＊（
阿
弥
陀
銭
光
）

４
巻

５

二
休
咄

貞
享
五
年
（
一
六
八
八
）
刊

江
戸
・
京
都

＊（
法
の
人
）

４
巻

６

遊
小
僧

元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
刊

京
都
・
大
坂
・
江
戸

＊（
仕
形
は
な
し
の
事
）

６
巻

７

諸
国
落
首
咄

元
禄
一
一
年
（
一
六
九
八
）
刊

京
都

＊
是
ハ
大
事
の
相
撲
一
番

４
巻

８

露
新
軽
口
は
な
し

元
禄
一
一
年
（
一
六
九
八
）
刊

初
代
露
の
五
郎
兵
衛
（
作
）

［
京
都
］

＊
す
ま
ふ
取
の
無
筆

６
巻

９

初
音
草
噺
大
鑑

元
禄
一
一
年
（
一
六
九
八
）
刊

寓
言
子
（
序
）

京
都

＊（
心
に
う
つ
る
咄
口
）

６
巻

１０

露
五
郎
兵
衛
新
は
な
し

元
禄
一
四
年
（
一
七
〇
一
）
刊

初
代
露
の
五
郎
兵
衛
（
作
）

京
都

＊
す
ま
ひ
取
の
は
な
し
　
─	

Ａ

６
巻

１１

軽
口
御
前
男

元
禄
一
六
年
（
一
七
〇
三
）
刊

初
代
米
沢
彦
八
（
作
）

大
坂

＊
す
ま
ふ
の
名
乗
　
─	

Ｂ

＊
す
ま
ふ
の
評
判

６
巻

１２

軽
口
ひ
や
う
金
房

元
禄
年
間
（
一
六
八
八
～
一
七
〇
四
）
末
期
頃
刊

京
都

＊
く
わ
ん
し
ん
す
ま
ふ
の
事
　
─	

Ｃ

６
巻

１３

軽
口
あ
ら
れ
酒

宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
刊

京
都

＊
す
ま
う
の
な
の
り
　
─	

Ｂ

＊
相
撲
の
関
金
い
か
り

＊
ま
ハ
し
に
二
色
　
─	

Ａ

７
巻

１４

軽
口
星
鉄
炮

正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
刊

［
京
都
］

＊
こ
よ
ミ
か
い

＊
す
ま
ふ
は
な
し
　
─	

Ｄ

＊（
ひ
ん
ぼ
う
神
）

７
巻

１５

軽
口
福
蔵
主

正
徳
六
年
（
一
七
一
六
）
刊

京
都

＊
現
銀
掛
直
な
し
　
─	

Ｃ

＊
肥
満
男

７
巻

１６

軽
口
機
嫌
嚢

享
保
一
三
年
（
一
七
二
八
）
刊

松
泉
（
編
）

京
都

＊
芸
あ
ら
そ
ひ

７
巻

１７

軽
口
も
ら
い
ゑ
く
ぼ

享
保
年
間
（
一
七
一
六
～
一
七
三
六
）
刊

大
坂

＊
子
共
の
相
撲

７
巻

１８

軽
口
初
売
買

元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
刊

其
摘
（
作
・
序
）

京
都
・
大
坂

＊
流
人
の
者
お
そ
る
ゝ
事

＊
手
合
の
す
も
ふ

８
巻

１９

軽
口
福
お
か
し

元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
刊

風
之
（
作
・
序
）

京
都

＊
唐
う
ち
わ

＊
お
も
い
れ

８
巻

２０

軽
口
新
歳
袋

元
文
六
年
（
一
七
四
一
）
刊

風
之
（
作
・
序
）

京
都

＊
す
ま
ふ
　
─	

Ｃ

＊
か
る
わ
さ

８
巻

２１

軽
口
若
夷

寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
刊

梅
岸
（
序
）

江
戸
・
大
坂
・
京
都

＊
福
神
す
も
ふ
　
─	

Ｅ

８
巻

２２

軽
口
瓢
金
苗

延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
刊

如
毫
（
序
）

京
都

＊
軽
口
勝
相
撲

８
巻

２３

軽
口
笑
布
袋

延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
刊

似
嘯
（
序
）

京
都

＊
相
撲
と
り

８
巻

２４

軽
口
腹
太
鼓

宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
刊

矢
木
鰭
輔
（
作
・
序
）

大
坂

＊
薬
り
き
　
─	

Ｄ

８
巻

［
表
１
］
相
撲
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収
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本
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７９

新
撰
勧
進
話

享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
刊

百
川
堂
灌
河
（
序
）

京
都

＊
相
撲
取
恋
　
─	
Ｋ

１４
巻

８０

そ
こ
ぬ
け
釜

享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
序

録
山
人
信
普
（
序
・
画
）

＊
富
　
─	

Ｌ

１４
巻

８１

麻
疹
噺

享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
刊

玉
路
堂
左
牛
（
序
）

京
都

＊［
せ
き
が
出
る
］

１４
巻

８２

の
ぞ
き
か
ら
く
り

享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
序

浮
世
絵
摺
安
（
作
）　
曽
釜
田
平
惣
太
（
序
）

＊（
え
ど
見
物
）

１４
巻

８３

種
が
し
ま

文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
頃
刊

初
代
三
笑
亭
可
楽
（
作
）

江
戸

＊
角
力
好
の
亭
主

１４
巻

８４

笑
嘉
登

文
化
一
〇
年
（
一
八
一
三
）
刊

立
川
銀
馬
（
作
）　
喜
多
川
月
麿
（
画
）

江
戸

＊
お
な
じ
く
　
─	

Ｋ

１５
巻

８５

駅
路
馬
士
唄
（
二
編
）

文
化
一
一
年
（
一
八
一
四
）
刊

二
代
恋
川
春
町
（
二
代
喜
多
川
歌
麿
、
作
・
画
）

江
戸

＊
お
か
べ

１５
巻

８６

山
の
笑

文
化
一
一
年
（
一
八
一
四
）
頃
序

［
江
戸
］

＊（
仝
（
幽
霊
））

１５
巻

８７

落
咄
屠
蘇
機
嫌

文
化
一
四
年
（
一
八
一
七
）
刊

十
返
舎
一
九
（
作
）　
歌
川
国
丸
（
画
）

［
江
戸
］

＊（
く
ち
あ
い
つ
く
し
）

１８
巻

８８

落
咄
口
取
肴

文
化
一
五
年
（
一
八
一
八
）
序

十
返
舎
一
九
（
序
）　
愚
舎
一
得
（
画
）

［
江
戸
］

＊（
毒
ま
ん
ぢ
う
）

１５
巻

８９

一
雅
話
三
笑

文
化
年
間
（
一
八
〇
四
～
一
八
一
八
）
頃
刊

曼
亭
鬼
武
（
序
）

江
戸

＊
文
盲

１５
巻

９０

お
と
ぎ
ば
な
し

文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
刊

志
満
山
人
（
作
）　
歌
川
国
信
（
画
）

江
戸

＊
角
力

＊
浅
草
　
─	

Ｊ

１８
巻

９１

百
の
種

文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
刊

初
代
三
笑
亭
可
楽
（
作
）　
歌
川
国
安
（
画
）

江
戸

＊
角
力
好
の
伝
吉

１５
巻

９２

落
噺
顋
懸
鎖

文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
刊

和
来
山
人
（
作
）　
有
楽
斎
長
秀
（
画
）

大
坂
・
江
戸
・
尾
張
・
京
都

＊（
有
の
儘
）

＊
商
売
ハ
商
売
　
─	

Ｃ

１５
巻

９３

笑
話
の
林

天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
刊

初
代
林
家
正
蔵
（
作
）　
二
代
歌
川
豊
国
（
画
）

江
戸

＊（
に
わ
鳥
の
眼
）

１６
巻

９４

延
命
養
談
数

天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
刊

桜
川
慈
悲
成
（
作
）　
初
代
歌
川
国
貞
（
画
）

江
戸

＊
曾
我
物
語

１８
巻

９５

落
噺
笑
富
林

天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
刊

初
代
林
家
正
蔵
（
作
）　
北
尾
重
政
（
画
）

江
戸

＊（
持
余
長
者
）

１６
巻

９６

百
歌
撰

天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
刊

初
代
林
屋
正
蔵
（
作
）　
歌
川
貞
秀
（
画
）

江
戸

＊（
風
雅
な
あ
そ
び
）

１８
巻

９７

一
口
ば
な
し

天
保
一
〇
年
（
一
八
三
九
）
頃
刊

今
井
黍
丸
（
作
）

大
坂

＊［
一
口
噺
　
三
作
］

１９
巻

９８

百
面
相
仕
方
ば
な
し

天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
）
刊

初
代
土
橋
亭
竜
馬
・
土
橋
亭
扇
好
（
作
）　
歌
川
国
芳
（
画
）

江
戸

＊
角
力
ず
き

１９
巻

９９

面
白
艸
紙
噺
図
会

天
保
一
五
年
（
一
八
四
四
）
刊

柳
下
亭
種
員
（
作
）　
歌
川
国
芳
（
画
）

江
戸

＊（
浄
瑠
理
）

１６
巻

１００
［
芝
居
絵
落
噺
貼
込
帳
］
文
政
～
天
保
年
間
（
一
八
一
八
～
一
八
四
四
）

＊
坂
東
三
津
五
郎

１９
巻

１０１

縁
取
ば
な
し

弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
序

鼻
山
人
（
作
）　
歌
川
国
盛
（
画
）

江
戸

＊［
一
口
噺
　
一
作
］

１９
巻

１０２

春
色
三
題
噺
（
初
編
）

元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
刊

春
廼
家
幾
久
（
輯
）　
落
合
芳
幾
（
画
）

［
江
戸
］

＊［
三
題
噺
　
錦
木
・
橋
番
人
・
天
保
銭
］

１６
巻

１０３

一
口
ば
な
し

明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）
序

永
島
福
太
郎
（
著
）　
歌
川
芳
虎
（
画
）

東
京

＊［
一
口
噺
　
一
作
］

１６
巻

１０４

落
語
の
吹
寄

明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
刊

落
語
家
連
中
（
作
）　
歌
川
国
利
（
画
）

東
京

＊
角
觝
の
顔
触

１６
巻

年
代
順
に
記
し
た
。
出
版
地
は
刊
記
順
。
刊
記
の
記
載
が
な
い
場
合
で
推
定
で
き
る
も
の
は
［
　
　
　
］
を
付
し
て
記
し
た
。
小
咄
の
題
名
は
噺
本
内
の
記
載
順
と
し
た
。
題
名
の
表
記
が
な

い
場
合
は
［
　
　
　
］
を
付
し
て
便
宜
的
な
題
名
や
補
足
説
明
を
記
し
た
。
相
撲
の
記
述
が
噺
の
本
筋
で
は
な
い
も
の
は
（
　
　
　
（
を
付
し
て
区
別
し
た
。

再
収
録
さ
れ
た
場
合
や
類
似
す
る
噺
は
、
同
じ
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
付
し
た
。
収
録
巻
は
噺
本
が
収
録
さ
れ
た
『
噺
本
大
系
』
の
巻
数
を
示
す
。

～
武
藤
禎
夫
・
岡
雅
彦
編
『
噺
本
大
系
　
第
２
巻
、
第
４
巻
～
第
８
巻
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
六
年
（、
武
藤
禎
夫
編
『
噺
本
大
系
　
第
９
巻
～
第
19
巻
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
九
年
（

よ
り
作
成
～

（（）

５２

初
登

安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
序

江
戸

＊（
好
嫌
）

＊
角
力
　
─	

Ｍ

１１
巻

５３

万
の
宝

安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
刊

四
方
赤
良
（
大
田
南
畝
、
序
）

［
江
戸
］

＊
関
取
の
無
褌

＊（
仁
王
の
色
男
）

１１
巻

５４

笑
長
者

安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
序

［
江
戸
］

＊
す
ま
う
と
り
　
─	

Ｋ

１１
巻

５５

大
御
世
話

安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
刊

神
真
人
（
序
）

江
戸

＊（
白
狐
）

１１
巻

５６

絵
本
初
春
咄
の
種

安
永
年
間
（
一
七
七
二
～
一
七
八
一
）
頃
刊

＊
大
ご
し

１７
巻

５７

福
茶
釜

天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
序

茶
楽
亭
（
序
）

＊
馬
鹿
　
─	

Ｈ

＊
ほ
と
ゝ
き
す

＊
角
力
取

１２
巻

５８

笑
の
種
蒔

天
明
九
年
（
一
七
八
九
）
序

石
部
琴
好
（
作
・
序
）

［
江
戸
］

＊
角
力

＊（
力
自
慢
）

１２
巻

５９

う
ぐ
ひ
す
笛

天
明
年
間
（
一
七
八
一
～
一
七
八
九
）
頃
刊

改
年
堂
御
慶
（
大
田
南
畝
、
序
）

江
戸

＊
関
取
　
─	

Ｄ

１２
巻

６０

新
作
徳
盛
噺

寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
刊

ホ
コ
長
（
作
）　
勝
川
春
泉
（
画
）

江
戸

＊
角
力

１８
巻

６１

御
慶
三
笑

寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
序

無
銘
（
作
）

江
戸

＊
谷
風

＊
角
力

１９
巻

６２

落
話
花
之
家
抄

寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
序

白
川
与
布
禰
（
序
）　
文
李
（
画
）

［
江
戸
］

＊
す
ま
ふ
　
─	

Ｃ

１２
巻

６３

大
神
楽

寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
序

出
方
題
（
序
）

江
戸

＊
角
力
　
─	

Ｍ

１９
巻

６４

冨
貴
樽

寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
序

曼
鬼
武
（
作
・
序
）

江
戸

＊
角
力
　
─	

Ｎ

１２
巻

６５

落
咄
梅
の
笑

寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
序

瓢
子
（
作
）　
滝
沢
馬
琴
（
序
）

江
戸

＊
角
力
　
─	

Ｎ

１９
巻

６６

笑
府
衿
裂
米

寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
序

滝
沢
馬
琴
（
序
）　
北
尾
政
美
（
画
）

江
戸

＊
角
力

１２
巻

６７

軽
口
四
方
の
春

寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
刊

大
坂
・
京
都

＊
す
も
ふ
の
道
づ
れ

１２
巻

６８

滑
稽
即
興
噺

寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
刊

山
東
京
伝
（
閲
）

江
戸
・
大
坂

＊（
ふ
の
字
づ
く
し
）

１２
巻

６９

喜
美
談
語

寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
刊

美
満
寿
連
（
作
）　
初
代
立
川
焉
馬
（
序
）

江
戸

＊
相
撲
見
物

１３
巻

７０

雅
興
春
の
行
衛

寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
刊

一
雄
（
序
）　
魯
道
ほ
か
（
画
）

大
坂

＊（
地
ご
く
の
献
立
）

１３
巻

７１

庚
申
講

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
刊

慶
山
ほ
か
（
合
作
）

大
坂

＊
鉄
き
せ
る

＊
餅
ハ
餅
屋

１３
巻

７２

臍
が
茶

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
刊

西
口
舎
可
候
（
作
）　
一
睡
庵
（
画
）

大
坂

＊
三
人
二
王

１３
巻

７３

無
事
志
有
意

寛
政
一
〇
年
（
一
七
九
八
）
跋

初
代
立
川
焉
馬
（
撰
）　
勝
川
春
潮
（
画
）

［
江
戸
］

＊（
白
眼
競
）

１３
巻

７４

腮
の
掛
金

寛
政
一
一
年
（
一
七
九
九
）
跋

桜
川
慈
悲
成
（
編
）　
式
亭
三
馬
（
序
）

［
江
戸
］

＊
金
太
郎

１３
巻

７５

新
製
欣
〻
雅
話

寛
政
一
一
年
（
一
七
九
九
）
刊

魯
道
（
序
）

京
都
・
大
坂

＊
宮
角
力

＊
生
く
ら
街
道
　
─	

Ｊ

１３
巻

７６

福
種
蒔

寛
政
一
三
年
（
一
八
〇
一
）
刊

十
返
舎
一
九
（
作
・
画
）

江
戸

＊
す
も
ふ

１８
巻

７７

馬
鹿
大
林

寛
政
一
三
年
（
一
八
〇
一
）
刊

桜
川
慈
悲
成
（
序
）

江
戸

＊
雷
電

＊
し
な
の
者

＊
雨
乞

１３
巻

７８

笑
の
友

享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
刊

京
都

＊（
鸚
鵡
）

１４
巻
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７９

新
撰
勧
進
話

享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
刊

百
川
堂
灌
河
（
序
）

京
都

＊
相
撲
取
恋
　
─	

Ｋ

１４
巻

８０

そ
こ
ぬ
け
釜

享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
序

録
山
人
信
普
（
序
・
画
）

＊
富
　
─	

Ｌ

１４
巻

８１

麻
疹
噺

享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
刊

玉
路
堂
左
牛
（
序
）

京
都

＊［
せ
き
が
出
る
］

１４
巻

８２

の
ぞ
き
か
ら
く
り

享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
序

浮
世
絵
摺
安
（
作
）　
曽
釜
田
平
惣
太
（
序
）

＊（
え
ど
見
物
）

１４
巻

８３

種
が
し
ま

文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
頃
刊

初
代
三
笑
亭
可
楽
（
作
）

江
戸

＊
角
力
好
の
亭
主

１４
巻

８４

笑
嘉
登

文
化
一
〇
年
（
一
八
一
三
）
刊

立
川
銀
馬
（
作
）　
喜
多
川
月
麿
（
画
）

江
戸

＊
お
な
じ
く
　
─	

Ｋ

１５
巻

８５

駅
路
馬
士
唄
（
二
編
）

文
化
一
一
年
（
一
八
一
四
）
刊

二
代
恋
川
春
町
（
二
代
喜
多
川
歌
麿
、
作
・
画
）

江
戸

＊
お
か
べ

１５
巻

８６

山
の
笑

文
化
一
一
年
（
一
八
一
四
）
頃
序

［
江
戸
］

＊（
仝
（
幽
霊
））

１５
巻

８７

落
咄
屠
蘇
機
嫌

文
化
一
四
年
（
一
八
一
七
）
刊

十
返
舎
一
九
（
作
）　
歌
川
国
丸
（
画
）

［
江
戸
］

＊（
く
ち
あ
い
つ
く
し
）

１８
巻

８８

落
咄
口
取
肴

文
化
一
五
年
（
一
八
一
八
）
序

十
返
舎
一
九
（
序
）　
愚
舎
一
得
（
画
）

［
江
戸
］

＊（
毒
ま
ん
ぢ
う
）

１５
巻

８９

一
雅
話
三
笑

文
化
年
間
（
一
八
〇
四
～
一
八
一
八
）
頃
刊

曼
亭
鬼
武
（
序
）

江
戸

＊
文
盲

１５
巻

９０

お
と
ぎ
ば
な
し

文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
刊

志
満
山
人
（
作
）　
歌
川
国
信
（
画
）

江
戸

＊
角
力

＊
浅
草
　
─	

Ｊ

１８
巻

９１

百
の
種

文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
刊

初
代
三
笑
亭
可
楽
（
作
）　
歌
川
国
安
（
画
）

江
戸

＊
角
力
好
の
伝
吉

１５
巻

９２

落
噺
顋
懸
鎖

文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
刊

和
来
山
人
（
作
）　
有
楽
斎
長
秀
（
画
）

大
坂
・
江
戸
・
尾
張
・
京
都

＊（
有
の
儘
）

＊
商
売
ハ
商
売
　
─	

Ｃ

１５
巻

９３

笑
話
の
林

天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
刊

初
代
林
家
正
蔵
（
作
）　
二
代
歌
川
豊
国
（
画
）

江
戸

＊（
に
わ
鳥
の
眼
）

１６
巻

９４

延
命
養
談
数

天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
刊

桜
川
慈
悲
成
（
作
）　
初
代
歌
川
国
貞
（
画
）

江
戸

＊
曾
我
物
語

１８
巻

９５

落
噺
笑
富
林

天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
刊

初
代
林
家
正
蔵
（
作
）　
北
尾
重
政
（
画
）

江
戸

＊（
持
余
長
者
）

１６
巻

９６

百
歌
撰

天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
刊

初
代
林
屋
正
蔵
（
作
）　
歌
川
貞
秀
（
画
）

江
戸

＊（
風
雅
な
あ
そ
び
）

１８
巻

９７

一
口
ば
な
し

天
保
一
〇
年
（
一
八
三
九
）
頃
刊

今
井
黍
丸
（
作
）

大
坂

＊［
一
口
噺
　
三
作
］

１９
巻

９８

百
面
相
仕
方
ば
な
し

天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
）
刊

初
代
土
橋
亭
竜
馬
・
土
橋
亭
扇
好
（
作
）　
歌
川
国
芳
（
画
）

江
戸

＊
角
力
ず
き

１９
巻

９９

面
白
艸
紙
噺
図
会

天
保
一
五
年
（
一
八
四
四
）
刊

柳
下
亭
種
員
（
作
）　
歌
川
国
芳
（
画
）

江
戸

＊（
浄
瑠
理
）

１６
巻

１００
［
芝
居
絵
落
噺
貼
込
帳
］
文
政
～
天
保
年
間
（
一
八
一
八
～
一
八
四
四
）

＊
坂
東
三
津
五
郎

１９
巻

１０１

縁
取
ば
な
し

弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
序

鼻
山
人
（
作
）　
歌
川
国
盛
（
画
）

江
戸

＊［
一
口
噺
　
一
作
］

１９
巻

１０２

春
色
三
題
噺
（
初
編
）

元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
刊

春
廼
家
幾
久
（
輯
）　
落
合
芳
幾
（
画
）

［
江
戸
］

＊［
三
題
噺
　
錦
木
・
橋
番
人
・
天
保
銭
］

１６
巻

１０３

一
口
ば
な
し

明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）
序

永
島
福
太
郎
（
著
）　
歌
川
芳
虎
（
画
）

東
京

＊［
一
口
噺
　
一
作
］

１６
巻

１０４

落
語
の
吹
寄

明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
刊

落
語
家
連
中
（
作
）　
歌
川
国
利
（
画
）

東
京

＊
角
觝
の
顔
触

１６
巻

年
代
順
に
記
し
た
。
出
版
地
は
刊
記
順
。
刊
記
の
記
載
が
な
い
場
合
で
推
定
で
き
る
も
の
は
［
　
　
　
］
を
付
し
て
記
し
た
。
小
咄
の
題
名
は
噺
本
内
の
記
載
順
と
し
た
。
題
名
の
表
記
が
な

い
場
合
は
［
　
　
　
］
を
付
し
て
便
宜
的
な
題
名
や
補
足
説
明
を
記
し
た
。
相
撲
の
記
述
が
噺
の
本
筋
で
は
な
い
も
の
は
（
　
　
　
（
を
付
し
て
区
別
し
た
。

再
収
録
さ
れ
た
場
合
や
類
似
す
る
噺
は
、
同
じ
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
付
し
た
。
収
録
巻
は
噺
本
が
収
録
さ
れ
た
『
噺
本
大
系
』
の
巻
数
を
示
す
。

～
武
藤
禎
夫
・
岡
雅
彦
編
『
噺
本
大
系
　
第
２
巻
、
第
４
巻
～
第
８
巻
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
六
年
（、
武
藤
禎
夫
編
『
噺
本
大
系
　
第
９
巻
～
第
19
巻
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
九
年
（

よ
り
作
成
～

（（）

５２

初
登

安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
序

江
戸

＊（
好
嫌
）

＊
角
力
　
─	

Ｍ

１１
巻

５３

万
の
宝

安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
刊

四
方
赤
良
（
大
田
南
畝
、
序
）

［
江
戸
］

＊
関
取
の
無
褌

＊（
仁
王
の
色
男
）

１１
巻

５４

笑
長
者

安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
序

［
江
戸
］

＊
す
ま
う
と
り
　
─	

Ｋ

１１
巻

５５

大
御
世
話

安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
刊

神
真
人
（
序
）

江
戸

＊（
白
狐
）

１１
巻

５６

絵
本
初
春
咄
の
種

安
永
年
間
（
一
七
七
二
～
一
七
八
一
）
頃
刊

＊
大
ご
し

１７
巻

５７

福
茶
釜

天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
序

茶
楽
亭
（
序
）

＊
馬
鹿
　
─	

Ｈ

＊
ほ
と
ゝ
き
す

＊
角
力
取

１２
巻

５８

笑
の
種
蒔

天
明
九
年
（
一
七
八
九
）
序

石
部
琴
好
（
作
・
序
）

［
江
戸
］

＊
角
力

＊（
力
自
慢
）

１２
巻

５９

う
ぐ
ひ
す
笛

天
明
年
間
（
一
七
八
一
～
一
七
八
九
）
頃
刊

改
年
堂
御
慶
（
大
田
南
畝
、
序
）

江
戸

＊
関
取
　
─	

Ｄ

１２
巻

６０

新
作
徳
盛
噺

寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
刊

ホ
コ
長
（
作
）　
勝
川
春
泉
（
画
）

江
戸

＊
角
力

１８
巻

６１

御
慶
三
笑

寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
序

無
銘
（
作
）

江
戸

＊
谷
風

＊
角
力

１９
巻

６２

落
話
花
之
家
抄

寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
序

白
川
与
布
禰
（
序
）　
文
李
（
画
）

［
江
戸
］

＊
す
ま
ふ
　
─	

Ｃ

１２
巻

６３

大
神
楽

寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
序

出
方
題
（
序
）

江
戸

＊
角
力
　
─	

Ｍ

１９
巻

６４

冨
貴
樽

寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
序

曼
鬼
武
（
作
・
序
）

江
戸

＊
角
力
　
─	

Ｎ

１２
巻

６５

落
咄
梅
の
笑

寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
序

瓢
子
（
作
）　
滝
沢
馬
琴
（
序
）

江
戸

＊
角
力
　
─	

Ｎ

１９
巻

６６

笑
府
衿
裂
米

寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
序

滝
沢
馬
琴
（
序
）　
北
尾
政
美
（
画
）

江
戸

＊
角
力

１２
巻

６７

軽
口
四
方
の
春

寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
刊

大
坂
・
京
都

＊
す
も
ふ
の
道
づ
れ

１２
巻

６８

滑
稽
即
興
噺

寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
刊

山
東
京
伝
（
閲
）

江
戸
・
大
坂

＊（
ふ
の
字
づ
く
し
）

１２
巻

６９

喜
美
談
語

寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
刊

美
満
寿
連
（
作
）　
初
代
立
川
焉
馬
（
序
）

江
戸

＊
相
撲
見
物

１３
巻

７０

雅
興
春
の
行
衛

寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
刊

一
雄
（
序
）　
魯
道
ほ
か
（
画
）

大
坂

＊（
地
ご
く
の
献
立
）

１３
巻

７１

庚
申
講

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
刊

慶
山
ほ
か
（
合
作
）

大
坂

＊
鉄
き
せ
る

＊
餅
ハ
餅
屋

１３
巻

７２

臍
が
茶

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
刊

西
口
舎
可
候
（
作
）　
一
睡
庵
（
画
）

大
坂

＊
三
人
二
王

１３
巻

７３

無
事
志
有
意

寛
政
一
〇
年
（
一
七
九
八
）
跋

初
代
立
川
焉
馬
（
撰
）　
勝
川
春
潮
（
画
）

［
江
戸
］

＊（
白
眼
競
）

１３
巻

７４

腮
の
掛
金

寛
政
一
一
年
（
一
七
九
九
）
跋

桜
川
慈
悲
成
（
編
）　
式
亭
三
馬
（
序
）

［
江
戸
］

＊
金
太
郎

１３
巻

７５

新
製
欣
〻
雅
話

寛
政
一
一
年
（
一
七
九
九
）
刊

魯
道
（
序
）

京
都
・
大
坂

＊
宮
角
力

＊
生
く
ら
街
道
　
─	

Ｊ

１３
巻

７６

福
種
蒔

寛
政
一
三
年
（
一
八
〇
一
）
刊

十
返
舎
一
九
（
作
・
画
）

江
戸

＊
す
も
ふ

１８
巻

７７

馬
鹿
大
林

寛
政
一
三
年
（
一
八
〇
一
）
刊

桜
川
慈
悲
成
（
序
）

江
戸

＊
雷
電

＊
し
な
の
者

＊
雨
乞

１３
巻

７８

笑
の
友

享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
刊

京
都

＊（
鸚
鵡
）

１４
巻
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二
　
小
咄
に
登
場
す
る
相
撲
取

二
章
で
は
相
撲
取
が
登
場
す
る
小
咄
を
紹
介
す
る
。
庶
民
が
抱
い
て
い
た
相
撲
取

の
イ
メ
ー
ジ
を
探
り
た
い
。
史
料
一
は
、
安
永
二
年
（
一
七
七
三
（
跋
の
32
『
口
拍

子
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

［
史
料
一
］

角
力
取

す
も
ふ
と
り
の
所
へ
、
盗
人
が
は
い
つ
た
。
〽
ハ
テ
ナ
、
そ
ふ
し
て
ど
ふ
し
た
　

〽
イ
ヤ
は
や
、
角
力
取
ハ
大
力
じ
や
。
盗
人
が
は
い
つ
た
と
見
る
と
、
む
つ
く

と
お
き
、
庭
へ
出
、
大
キ
な
石
の
手
水
ば
ち
を
、
小
わ
き
に
か
い
こ
ミ
、
餅
を

引
の
ば
す
ご
と
く
引
の
ば
し
、
引
ち
ぎ
つ
て
ハ
な
げ
、
又
引
ち
ぎ
つ
て
ハ
な
げ

相
撲
取
の
と
こ
ろ
に
入
っ
た
盗
人
は
運
が
悪
か
っ
た
。
相
撲
取
が
石
の
手
水
鉢
を

抱
え
て
餅
の
よ
う
に
引
き
ち
ぎ
っ
て
盗
人
に
投
げ
つ
け
た
。
石
を
引
き
ち
ぎ
っ
て
は

投
げ
る
と
い
う
描
写
は
、
古
典
落
語
「
弥
次
郎
」
に
も
登
場
す
る（

6
（

。
こ
の
表
現
は
無

論
噺
の
世
界
だ
が
「
角
力
取
ハ
大
力
じ
や
」
と
あ
る
よ
う
に
、
相
撲
取
は
力
が
強
い

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
、
小
咄
の
な
か
か
ら
も
読
み
取
れ
る
。
同
じ
よ
う
な
噺
が
『
嘉

永
雑
記
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る（

7
（

。
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
（
四
月
一
三
日
夜
の
で
き

ご
と
だ
。

［
史
料
二
］

○
同
夜
四
ツ
過
頃
ニ

本
所
扇
橋 

　
　
　
　
　
　

剣
山
善（
谷
）右
衛
門
　
　
　

右
宅
ニ
而

弟
子
共
勝
手
ニ
而

大
勢
集
り
、
酒
盛
致
し
居
候
処
ニ

、
盗
賊
ニ

候
哉
、

抜
身
ニ
而

三
人
押
込
候
処
ニ

、
相
撲
共
面
白
し
と
お
ど
り
出
、
手
と
り
ニ

せ
ん
と

騒
け
れ
ハ
、
賊
ハ
肝
を
つ
ぶ
し
逃
出
候
処
ニ

、
夫
打
殺
せ
と
大
騒
之
内
逃
行

け
り
、

盗
賊
も
　
と
ん
だ
難
義
に
　
あ
ふ
き
橋
　
剣
の
山
て
　
鬼
の
責
な
り

こ
ち
ら
の
盗
賊
も
運
が
悪
か
っ
た
。
夜
四
つ
時
（
午
後
一
〇
時
（
過
ぎ
、
本
所
扇

橋
に
あ
っ
た
大
関
の
剣
山
谷
右
衛
門
宅
に
弟
子
が
集
ま
り
、
酒
宴
を
開
い
た
。
そ
こ

に
、
三
人
の
盗
賊
が
抜
身
で
押
し
入
る
。
酒
に
酔
っ
た
勢
い
も
あ
っ
た
の
か
、
剣
山

た
ち
は
、
こ
れ
は
面
白
い
と
盗
賊
を
捕
ま
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
騒
ぎ
の
な
か
、
盗

賊
た
ち
は
命
か
ら
が
ら
逃
げ
出
し
て
し
ま
っ
た
。
ま
さ
に
「
盗
賊
も
　
と
ん
だ
難
義

に
　
あ
ふ
き
橋
　
剣
の
山
て
　
鬼
の
責
な
り
」
と
い
う
心
境
だ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
史
料
一
も
史
料
二
の
よ
う
な
で
き
ご
と
を
も
と
に
作

ら
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
石
の
手
水
鉢
を
ち
ぎ
る
と
い
う
描
写
は
噺
の
世
界
だ
が
、

小
咄
の
も
と
と
な
る
で
き
ご
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

実
在
の
相
撲
取
が
登
場
す
る
小
咄
も
数
多
い
。
そ
の
代
表
が
釈
迦
ケ
嶽
雲
右
衛
門

と
谷
風
、
そ
し
て
雷
電
だ
。
釈
迦
ケ
嶽
は
明
和
年
間
（
一
七
六
四
～
一
七
七
二
（
頃

に
活
躍
し
た
大
関
。
大
男
と
し
て
知
ら
れ
る
。
相
撲
取
の
な
か
で
も
並
外
れ
て
大
き

か
っ
た
釈
迦
ケ
嶽
が
江
戸
に
登
場
し
た
の
は
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
（
の
こ
と
。
江

戸
市
中
で
大
変
な
評
判
を
呼
び
、
当
時
の
随
筆
に
も
頻
繁
に
顔
を
出
し
て
い
る
。
身

の
丈
は
史
料
に
よ
り
異
な
り
、
磯
田
湖
柳
斎
が
明
和
七
年
～
安
永
三
年
（
一
七
七
〇

～
一
七
七
四
（
頃
に
描
い
た
柱
絵（

（
（

に
は
六
尺
八
寸
（
二
メ
ー
ト
ル
六
セ
ン
チ
（
と
あ

り
、
深
川
・
富
岡
八
幡
宮
に
現
存
す
る
天
明
七
年
（
一
七
八
七
（
に
建
て
ら
れ
た
等

身
大
の
碑
に
は
七
尺
五
寸
（
二
メ
ー
ト
ル
二
七
セ
ン
チ
（
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
人
々

は
そ
の
大
き
さ
に
驚
嘆
し
て
お
り
、
安
永
二
年
序
の
34
『
坐
笑
産
』
に
も
釈
迦
ケ
嶽

が
何
度
も
登
場
す
る
。

（6）

い
。
文
化
の
東
漸
に
と
も
な
い
、
安
永
年
間
（
一
七
七
二
～
一
七
八
一
（
に
は
、
江

戸
で
爆
発
的
に
多
く
の
噺
本
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
に
は
相
撲
の
小
咄
も
多
く

作
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
後
、
噺
本
全
体
で
は
天
明
年
間
（
一
七
八
一
～

一
七
八
九
（
以
降
に
出
版
数
が
減
少
し
、
改
題
し
た
も
の
や
改
作
を
再
収
録
し
た
も

の
が
多
く
な
り
、
衰
退
に
向
か
う
。
し
か
し
そ
の
な
か
で
、
相
撲
の
小
咄
が
収
録
さ

れ
た
噺
本
に
限
っ
て
は
、
寛
政
年
間
（
一
七
八
九
～
一
八
〇
一
（
に
も
多
く
見
ら
れ

る
。
こ
の
特
徴
は
相
撲
興
行
の
隆
盛
と
無
関
係
で
は
な
い
。

相
撲
興
行
は
延
享
～
寛
延
年
間
（
一
七
四
四
～
一
七
五
一
（
頃
に
江
戸
・
京
都
・

大
坂
の
三
都
を
中
心
と
し
た
体
制
を
整
え
て
い
る
が
、
明
和
二
年
（
一
七
六
五
（
の

錦
絵
誕
生
と
も
相
俟
っ
て
天
明
年
間
頃
か
ら
人
気
が
上
昇
す
る
。
こ
の
頃
、
谷
風
梶

之
助
・
小
野
川
喜
三
郎
ら
が
活
躍
。
両
者
は
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
（
に
横
綱
を
免

許
さ
れ
、
同
三
年
（
一
七
九
一
（
に
は
江
戸
城
吹
上
で
将
軍
・
徳
川
家
斉
の
上
覧
相

撲
が
催
さ
れ
た
。
谷
風
や
小
野
川
に
や
や
遅
れ
て
登
場
し
た
雷
電
為
右
衛
門
の
活
躍

も
あ
り
、
寛
政
年
間
の
江
戸
相
撲
は
、
ま
さ
に
人
気
が
頂
点
に
達
し
て
い
た
。
市
中

の
新
し
い
話
題
を
新
作
の
小
咄
に
取
り
入
れ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
人
気
を

呼
ん
で
い
た
相
撲
も
小
咄
の
題
材
と
し
て
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
だ
。
噺
本
全
体

の
出
版
数
が
減
少
す
る
な
か
、
寛
政
年
間
に
相
撲
の
小
咄
が
多
く
見
ら
れ
る
背
景
に

は
、
こ
の
よ
う
な
興
行
の
隆
盛
が
あ
っ
た
。
谷
風
や
雷
電
な
ど
は
噺
の
な
か
に
実
名

で
登
場
す
る
の
で
、
二
章
で
紹
介
し
た
い
。

作
者
や
編
者
で
指
摘
で
き
る
点
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
噺
家
の
祖
と
呼
ば

れ
る
安
楽
庵
策
伝
に
よ
る
元
和
九
年
（
一
六
二
三
（
序
の
１
『
醒
睡
笑
』
に
、
相
撲

の
小
咄
が
三
作
登
場
す
る
。
中
世
後
期
か
ら
催
さ
れ
た
勧
進
相
撲
は
戦
国
期
に
畿
内

を
中
心
に
盛
ん
に
な
る
が
、
こ
の
頃
に
は
小
咄
の
題
材
に
な
る
ほ
ど
広
範
に
親
し
ま

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。
そ
し
て
上
方
落
語
の
祖
と
さ
れ
て

い
る
初
代
米
沢
彦
八
や
京
都
の
初
代
露
の
五
郎
兵
衛
に
よ
る
元
禄
年
間
（
一
六
八
八

～
一
七
〇
四
（
の
噺
本
に
も
相
撲
が
見
ら
れ
る
。
江
戸
に
目
を
移
す
と
、
落
語
中
興

の
祖
と
呼
ば
れ
る
初
代
立
川
焉
馬
を
は
じ
め
、
初
代
三
笑
亭
可
楽
や
初
代
林
家
正
蔵

の
噺
本
で
も
相
撲
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
噺
本
全
体
で
は
衰
退
し
て
い
く
な
か
、

庶
民
に
親
し
み
や
す
い
相
撲
は
そ
の
題
材
と
し
て
適
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

小
咄
の
題
名
は
、「
角
力
（
相
撲
・
す
ま
ふ
・
す
も
う
（」
が
多
く
、
あ
わ
せ
て

一
五
に
の
ぼ
る
。
次
に
多
い
の
が
「
角
力
取
（
相
撲
取
・
相
撲
と
り
・
す
ま
ふ
と
り
・

す
ま
う
と
り
（」
で
七
で
あ
る
。
元
来
、
小
咄
の
題
名
は
そ
の
内
容
が
わ
か
れ
ば
よ

い
の
で
、「
角
力
」
や
「
角
力
取
」
が
多
い
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
題
名
が

同
じ
で
も
噺
の
内
容
は
異
な
る
場
合
も
多
い
。
表
一
で
は
類
似
す
る
小
咄
に
Ａ
～
Ｎ

を
付
し
た
。
同
じ
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
付
し
た
小
咄
は
、
内
容
が
類
似
す
る
噺
で
あ

る
。
題
名
が
同
じ
で
も
内
容
が
異
な
る
場
合
や
、
題
名
が
違
っ
て
も
内
容
が
類
似
す

る
場
合
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
噺
本
に
は
同
じ
小
咄
を
そ
の
ま
ま
、
あ
る
い
は
少

し
内
容
を
変
え
て
再
収
録
さ
れ
る
こ
と
が
非
常
に
多
い
。
こ
の
傾
向
は
相
撲
に
も
あ

て
は
ま
り
、
同
じ
内
容
の
小
咄
が
後
世
の
噺
本
に
受
け
つ
が
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
れ
ら
は
評
判
が
よ
か
っ
た
た
め
に
再
収
録
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
相

撲
の
小
咄
を
代
表
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

な
お
15
『
軽
口
福
蔵
主
』
に
収
録
さ
れ
た
「
肥
満
男
」
は
、
相
撲
の
小
咄
で
は
な

い
が
、
現
在
で
は
相
撲
取
を
主
役
に
し
て
高
座
に
掛
け
ら
れ
る
「
半
分
垢
」
の
原
話

で
あ
る
。
同
様
に
42
『
鳥
の
町
』
収
録
の
「
講
釈
」
は
、
古
典
落
語
「
千
早
ふ
る
」

の
原
話
。「
講
釈
」
に
つ
い
て
は
二
章
で
述
べ
る
。

二
章
以
降
で
表
一
の
な
か
か
ら
代
表
的
な
小
咄
を
紹
介
す
る
。
断
り
の
な
い
引
用

史
料
は
『
噺
本
大
系
』
に
よ
る（
表
記
は
同
書
に
依
拠
し
た
が
、
ふ
り
が
な
は
省
略
（。

な
か
に
は
内
容
や
落
ち
が
わ
か
り
づ
ら
い
も
の
が
あ
り
、
本
稿
で
も
解
釈
が
難
し
い

小
咄
も
紹
介
し
て
い
る
。
お
気
づ
き
の
点
は
ご
教
示
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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二
　
小
咄
に
登
場
す
る
相
撲
取

二
章
で
は
相
撲
取
が
登
場
す
る
小
咄
を
紹
介
す
る
。
庶
民
が
抱
い
て
い
た
相
撲
取

の
イ
メ
ー
ジ
を
探
り
た
い
。
史
料
一
は
、
安
永
二
年
（
一
七
七
三
（
跋
の
32
『
口
拍

子
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

［
史
料
一
］

角
力
取

す
も
ふ
と
り
の
所
へ
、
盗
人
が
は
い
つ
た
。
〽
ハ
テ
ナ
、
そ
ふ
し
て
ど
ふ
し
た
　

〽
イ
ヤ
は
や
、
角
力
取
ハ
大
力
じ
や
。
盗
人
が
は
い
つ
た
と
見
る
と
、
む
つ
く

と
お
き
、
庭
へ
出
、
大
キ
な
石
の
手
水
ば
ち
を
、
小
わ
き
に
か
い
こ
ミ
、
餅
を

引
の
ば
す
ご
と
く
引
の
ば
し
、
引
ち
ぎ
つ
て
ハ
な
げ
、
又
引
ち
ぎ
つ
て
ハ
な
げ

相
撲
取
の
と
こ
ろ
に
入
っ
た
盗
人
は
運
が
悪
か
っ
た
。
相
撲
取
が
石
の
手
水
鉢
を

抱
え
て
餅
の
よ
う
に
引
き
ち
ぎ
っ
て
盗
人
に
投
げ
つ
け
た
。
石
を
引
き
ち
ぎ
っ
て
は

投
げ
る
と
い
う
描
写
は
、
古
典
落
語
「
弥
次
郎
」
に
も
登
場
す
る（

6
（

。
こ
の
表
現
は
無

論
噺
の
世
界
だ
が
「
角
力
取
ハ
大
力
じ
や
」
と
あ
る
よ
う
に
、
相
撲
取
は
力
が
強
い

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
、
小
咄
の
な
か
か
ら
も
読
み
取
れ
る
。
同
じ
よ
う
な
噺
が
『
嘉

永
雑
記
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る（

7
（

。
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
（
四
月
一
三
日
夜
の
で
き

ご
と
だ
。

［
史
料
二
］

○
同
夜
四
ツ
過
頃
ニ

本
所
扇
橋 

　
　
　
　
　
　

剣
山
善（
谷
）右
衛
門
　
　
　

右
宅
ニ
而

弟
子
共
勝
手
ニ
而

大
勢
集
り
、
酒
盛
致
し
居
候
処
ニ

、
盗
賊
ニ

候
哉
、

抜
身
ニ
而

三
人
押
込
候
処
ニ

、
相
撲
共
面
白
し
と
お
ど
り
出
、
手
と
り
ニ

せ
ん
と

騒
け
れ
ハ
、
賊
ハ
肝
を
つ
ぶ
し
逃
出
候
処
ニ

、
夫
打
殺
せ
と
大
騒
之
内
逃
行

け
り
、

盗
賊
も
　
と
ん
だ
難
義
に
　
あ
ふ
き
橋
　
剣
の
山
て
　
鬼
の
責
な
り

こ
ち
ら
の
盗
賊
も
運
が
悪
か
っ
た
。
夜
四
つ
時
（
午
後
一
〇
時
（
過
ぎ
、
本
所
扇

橋
に
あ
っ
た
大
関
の
剣
山
谷
右
衛
門
宅
に
弟
子
が
集
ま
り
、
酒
宴
を
開
い
た
。
そ
こ

に
、
三
人
の
盗
賊
が
抜
身
で
押
し
入
る
。
酒
に
酔
っ
た
勢
い
も
あ
っ
た
の
か
、
剣
山

た
ち
は
、
こ
れ
は
面
白
い
と
盗
賊
を
捕
ま
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
騒
ぎ
の
な
か
、
盗

賊
た
ち
は
命
か
ら
が
ら
逃
げ
出
し
て
し
ま
っ
た
。
ま
さ
に
「
盗
賊
も
　
と
ん
だ
難
義

に
　
あ
ふ
き
橋
　
剣
の
山
て
　
鬼
の
責
な
り
」
と
い
う
心
境
だ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
史
料
一
も
史
料
二
の
よ
う
な
で
き
ご
と
を
も
と
に
作

ら
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
石
の
手
水
鉢
を
ち
ぎ
る
と
い
う
描
写
は
噺
の
世
界
だ
が
、

小
咄
の
も
と
と
な
る
で
き
ご
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

実
在
の
相
撲
取
が
登
場
す
る
小
咄
も
数
多
い
。
そ
の
代
表
が
釈
迦
ケ
嶽
雲
右
衛
門

と
谷
風
、
そ
し
て
雷
電
だ
。
釈
迦
ケ
嶽
は
明
和
年
間
（
一
七
六
四
～
一
七
七
二
（
頃

に
活
躍
し
た
大
関
。
大
男
と
し
て
知
ら
れ
る
。
相
撲
取
の
な
か
で
も
並
外
れ
て
大
き

か
っ
た
釈
迦
ケ
嶽
が
江
戸
に
登
場
し
た
の
は
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
（
の
こ
と
。
江

戸
市
中
で
大
変
な
評
判
を
呼
び
、
当
時
の
随
筆
に
も
頻
繁
に
顔
を
出
し
て
い
る
。
身

の
丈
は
史
料
に
よ
り
異
な
り
、
磯
田
湖
柳
斎
が
明
和
七
年
～
安
永
三
年
（
一
七
七
〇

～
一
七
七
四
（
頃
に
描
い
た
柱
絵（

（
（

に
は
六
尺
八
寸
（
二
メ
ー
ト
ル
六
セ
ン
チ
（
と
あ

り
、
深
川
・
富
岡
八
幡
宮
に
現
存
す
る
天
明
七
年
（
一
七
八
七
（
に
建
て
ら
れ
た
等

身
大
の
碑
に
は
七
尺
五
寸
（
二
メ
ー
ト
ル
二
七
セ
ン
チ
（
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
人
々

は
そ
の
大
き
さ
に
驚
嘆
し
て
お
り
、
安
永
二
年
序
の
34
『
坐
笑
産
』
に
も
釈
迦
ケ
嶽

が
何
度
も
登
場
す
る
。

（6）

い
。
文
化
の
東
漸
に
と
も
な
い
、
安
永
年
間
（
一
七
七
二
～
一
七
八
一
（
に
は
、
江

戸
で
爆
発
的
に
多
く
の
噺
本
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
に
は
相
撲
の
小
咄
も
多
く

作
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
後
、
噺
本
全
体
で
は
天
明
年
間
（
一
七
八
一
～

一
七
八
九
（
以
降
に
出
版
数
が
減
少
し
、
改
題
し
た
も
の
や
改
作
を
再
収
録
し
た
も

の
が
多
く
な
り
、
衰
退
に
向
か
う
。
し
か
し
そ
の
な
か
で
、
相
撲
の
小
咄
が
収
録
さ

れ
た
噺
本
に
限
っ
て
は
、
寛
政
年
間
（
一
七
八
九
～
一
八
〇
一
（
に
も
多
く
見
ら
れ

る
。
こ
の
特
徴
は
相
撲
興
行
の
隆
盛
と
無
関
係
で
は
な
い
。

相
撲
興
行
は
延
享
～
寛
延
年
間
（
一
七
四
四
～
一
七
五
一
（
頃
に
江
戸
・
京
都
・

大
坂
の
三
都
を
中
心
と
し
た
体
制
を
整
え
て
い
る
が
、
明
和
二
年
（
一
七
六
五
（
の

錦
絵
誕
生
と
も
相
俟
っ
て
天
明
年
間
頃
か
ら
人
気
が
上
昇
す
る
。
こ
の
頃
、
谷
風
梶

之
助
・
小
野
川
喜
三
郎
ら
が
活
躍
。
両
者
は
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
（
に
横
綱
を
免

許
さ
れ
、
同
三
年
（
一
七
九
一
（
に
は
江
戸
城
吹
上
で
将
軍
・
徳
川
家
斉
の
上
覧
相

撲
が
催
さ
れ
た
。
谷
風
や
小
野
川
に
や
や
遅
れ
て
登
場
し
た
雷
電
為
右
衛
門
の
活
躍

も
あ
り
、
寛
政
年
間
の
江
戸
相
撲
は
、
ま
さ
に
人
気
が
頂
点
に
達
し
て
い
た
。
市
中

の
新
し
い
話
題
を
新
作
の
小
咄
に
取
り
入
れ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
人
気
を

呼
ん
で
い
た
相
撲
も
小
咄
の
題
材
と
し
て
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
だ
。
噺
本
全
体

の
出
版
数
が
減
少
す
る
な
か
、
寛
政
年
間
に
相
撲
の
小
咄
が
多
く
見
ら
れ
る
背
景
に

は
、
こ
の
よ
う
な
興
行
の
隆
盛
が
あ
っ
た
。
谷
風
や
雷
電
な
ど
は
噺
の
な
か
に
実
名

で
登
場
す
る
の
で
、
二
章
で
紹
介
し
た
い
。

作
者
や
編
者
で
指
摘
で
き
る
点
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
噺
家
の
祖
と
呼
ば

れ
る
安
楽
庵
策
伝
に
よ
る
元
和
九
年
（
一
六
二
三
（
序
の
１
『
醒
睡
笑
』
に
、
相
撲

の
小
咄
が
三
作
登
場
す
る
。
中
世
後
期
か
ら
催
さ
れ
た
勧
進
相
撲
は
戦
国
期
に
畿
内

を
中
心
に
盛
ん
に
な
る
が
、
こ
の
頃
に
は
小
咄
の
題
材
に
な
る
ほ
ど
広
範
に
親
し
ま

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。
そ
し
て
上
方
落
語
の
祖
と
さ
れ
て

い
る
初
代
米
沢
彦
八
や
京
都
の
初
代
露
の
五
郎
兵
衛
に
よ
る
元
禄
年
間
（
一
六
八
八

～
一
七
〇
四
（
の
噺
本
に
も
相
撲
が
見
ら
れ
る
。
江
戸
に
目
を
移
す
と
、
落
語
中
興

の
祖
と
呼
ば
れ
る
初
代
立
川
焉
馬
を
は
じ
め
、
初
代
三
笑
亭
可
楽
や
初
代
林
家
正
蔵

の
噺
本
で
も
相
撲
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
噺
本
全
体
で
は
衰
退
し
て
い
く
な
か
、

庶
民
に
親
し
み
や
す
い
相
撲
は
そ
の
題
材
と
し
て
適
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

小
咄
の
題
名
は
、「
角
力
（
相
撲
・
す
ま
ふ
・
す
も
う
（」
が
多
く
、
あ
わ
せ
て

一
五
に
の
ぼ
る
。
次
に
多
い
の
が
「
角
力
取
（
相
撲
取
・
相
撲
と
り
・
す
ま
ふ
と
り
・

す
ま
う
と
り
（」
で
七
で
あ
る
。
元
来
、
小
咄
の
題
名
は
そ
の
内
容
が
わ
か
れ
ば
よ

い
の
で
、「
角
力
」
や
「
角
力
取
」
が
多
い
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
題
名
が

同
じ
で
も
噺
の
内
容
は
異
な
る
場
合
も
多
い
。
表
一
で
は
類
似
す
る
小
咄
に
Ａ
～
Ｎ

を
付
し
た
。
同
じ
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
付
し
た
小
咄
は
、
内
容
が
類
似
す
る
噺
で
あ

る
。
題
名
が
同
じ
で
も
内
容
が
異
な
る
場
合
や
、
題
名
が
違
っ
て
も
内
容
が
類
似
す

る
場
合
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
噺
本
に
は
同
じ
小
咄
を
そ
の
ま
ま
、
あ
る
い
は
少

し
内
容
を
変
え
て
再
収
録
さ
れ
る
こ
と
が
非
常
に
多
い
。
こ
の
傾
向
は
相
撲
に
も
あ

て
は
ま
り
、
同
じ
内
容
の
小
咄
が
後
世
の
噺
本
に
受
け
つ
が
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
れ
ら
は
評
判
が
よ
か
っ
た
た
め
に
再
収
録
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
相

撲
の
小
咄
を
代
表
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

な
お
15
『
軽
口
福
蔵
主
』
に
収
録
さ
れ
た
「
肥
満
男
」
は
、
相
撲
の
小
咄
で
は
な

い
が
、
現
在
で
は
相
撲
取
を
主
役
に
し
て
高
座
に
掛
け
ら
れ
る
「
半
分
垢
」
の
原
話

で
あ
る
。
同
様
に
42
『
鳥
の
町
』
収
録
の
「
講
釈
」
は
、
古
典
落
語
「
千
早
ふ
る
」

の
原
話
。「
講
釈
」
に
つ
い
て
は
二
章
で
述
べ
る
。

二
章
以
降
で
表
一
の
な
か
か
ら
代
表
的
な
小
咄
を
紹
介
す
る
。
断
り
の
な
い
引
用

史
料
は
『
噺
本
大
系
』
に
よ
る（
表
記
は
同
書
に
依
拠
し
た
が
、
ふ
り
が
な
は
省
略
（。

な
か
に
は
内
容
や
落
ち
が
わ
か
り
づ
ら
い
も
の
が
あ
り
、
本
稿
で
も
解
釈
が
難
し
い

小
咄
も
紹
介
し
て
い
る
。
お
気
づ
き
の
点
は
ご
教
示
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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［
史
料
四
］

角
力

天
竺
に
て
、
し
や
か
に
よ
ら
ひ
、
又
新
規
に
す
も
ふ
を
は
じ
め
け
れ
は
、
谷
風

も
て
ん
ぢ
く
へ
渡
り
、
角
力
の
司
と
な
ら
ん
と
て
行
、
最
早
土
俵
入
も
し
ま
ひ
、

取
組
と
な
れ
る
と
て
、
こ
ん
な
や
つ
ハ
ひ
と
つ
ま
ミ
と
、
茶
に
し
て
か
ゝ
る
。

行
司
、
軍
配
を
き
る
と
、
な
ん
の
苦
も
な
く
谷
風
を
な
け
る
。
谷
風
も
思
ひ
の

ほ
か
当
が
違
い
、
残
念
に
お
も
ひ
、
名
乗
を
き
け
ば
、
達
磨
そ
ん
し
や

天
竺
で
釈
迦
如
来
が
相
撲
を
は
じ
め
た
。
日
本
の
第
一
人
者
・
谷
風
も
天
竺
に
行

き
、
相
手
を
見
下
し
て
相
撲
を
取
っ
た
が
簡
単
に
投
げ
ら
れ
た
。
相
手
が
達
磨
尊
者

だ
っ
た
と
い
う
の
が
落
ち
。
こ
の
小
咄
は
横
綱
が
免
許
さ
れ
る
直
前
の
も
の
で
、
谷

風
の
人
気
が
頂
点
に
達
し
て
い
た
頃
の
も
の
だ
。
史
料
五
は
横
綱
を
免
許
さ
れ
た
直

後
の
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
（
刊
、
61
『
御
慶
三
笑
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

［
史
料
五
］

○
谷
風

こ
ん
ど
谷
風
が
日
の
下
開
山
に
な
る
そ
う
だ
の
と
い
ふ
傍
に
、
堅
く
な
ゝ
親
父
、

耳
を
す
ま
し
、
〽
谷
風
さ
ま
と
ハ
、
ど
の
お
寺
の
御
開
山
さ
ま
で
ご
ざ
り
ま
す

と
聞
れ
、
〽
は
て
、
谷
風
梶
之
助
の
事
さ
　
〽
ヱ
ヽ
、
何
か
の
加
持
を
な
さ
る

の
か
へ

「
日
の
下
開
山
」
と
は
天
下
に
並
ぶ
も
の
が
な
い
、
天
下
無
双
の
こ
と
で
、
横
綱

の
異
称
で
も
あ
る
。
親
父
は
谷
風
を
僧
侶
と
思
っ
て
お
り
、
梶
之
助
と
い
う
名
か
ら

加
持
を
す
る
と
勘
違
い
し
て
い
る
と
い
う
落
ち
。
江
戸
市
中
で
話
題
に
な
っ
て
い
た

横
綱
が
小
咄
に
も
さ
っ
そ
く
登
場
し
て
い
る
。
小
咄
の
題
材
に
な
る
ほ
ど
横
綱
は
大

変
な
話
題
と
な
っ
て
い
た
の
だ
。
横
綱
の
土
俵
入
り
は
神
社
の
注
連
縄
に
似
た
綱
を

締
め
て
行
わ
れ
た
が
、
は
じ
め
て
見
る
そ
の
姿
に
人
々
は
こ
の
よ
う
な
も
の
は
今
ま

で
見
た
こ
と
が
な
い
と
驚
嘆
し
た
。
小
咄
で
は
僧
侶
と
間
違
え
て
い
る
が
、
注
連
縄

の
よ
う
な
綱
を
締
め
て
の
横
綱
土
俵
入
り
は
、
神
秘
的
に
感
じ
ら
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

当
時
向
か
う
と
こ
ろ
敵
な
し
の
強
さ
を
誇
っ
た
雷
電
は
、
桜
川
慈
悲
成
序
、
寛
政

一
三
年
刊
の
77
『
馬
鹿
大
林
』
に
登
場
す
る
。

［
史
料
六
］雷

　
電

い
な
か
者
、
ら
い
で
ん
を
見
て
、
あ
れ
ハ
仁
王
様
か
と
き
く
。
江
戸
者

ナ
ニ
、
あ

の
大
き
な
男
ハ
、
ら
い
で
ん
と
云
角
力
取
サ
。
い
な
か

あ
ん
に
し
て
も
、
仁
王
様

の
お
子
さ
ま
だ
ん
べ
ヱ
。
ど
う
ぞ
お
ら
が
ざ
い
ご
へ
お
よ
ひ
申
て
、
村
の
女
共

に
も
お
が
ま
せ
て
ヱ
も
ん
だ
ア
。
江
戸
者

そ
ん
な
ら
バ
、
あ
し
た
堀
の
内
へ
関
取

が
い
か
れ
る
か
ら
、
お
れ
が
つ
れ
た
つ
て
、
貴
様
の
所
へ
い
き
ま
せ
う
と
約
束

を
し
て
、
い
な
か
者
を
か
へ
す
。
い
な
か

さ
う
〳
〵
帰
り
、
村
中
を
ま
ね
き
、
あ

し
た
お
ら
が
所
へ
仁
王
様
が
お
出
な
さ
る
か
ら
、
ミ
な
の
衆
、
上
下
で
御
座
れ

と
云
ふ
ら
す
。
さ
て
明
日
に
な
れ
バ
、
村
中
上
下
で
、
か
の
男
の
所
へ
つ
め
て

居
ル
。
昼
比
、
か
の
江
戸
者
、
ら
い
て
ん
を
つ
れ
だ
ち
て
田
舎
へ
き
て
ミ
れ
バ
、

村
中
お
び
た
ゝ
し
く
、
上
下
に
て
ひ
れ
ふ
し
て
居
る
。
江
戸
者

是
ハ
け
し
か
ら
ぬ

こ
と
。
其
や
う
に
上
下
で
つ
め
か
け
て
、
関
取
を
バ
、
マ
ア
ど
こ
へ
を
く
の
で

御
座
る
。
い
な
か

ミ
な
〳
〵
一
ど
に
扇
を
ひ
ろ
げ
て
、
ら
い
で
ん
ハ
是
へ
上
ケ
ら

れ
ま
せ
う
と
、
座
敷
を
あ
け
る

田
舎
者
が
雷
電
を
見
て
仁
王
様
と
思
い
込
ん
で
し
ま
う
。
江
戸
の
者
が
雷
電
と
い

う
相
撲
取
だ
と
説
明
し
て
も
、
仁
王
の
子
ど
も
か
と
い
う
始
末
。
田
舎
者
は
村
の
女

性
た
ち
に
も
仁
王
様
を
見
せ
た
い
と
思
い
、
江
戸
の
者
が
雷
電
を
村
に
連
れ
て
行
く

こ
と
に
な
っ
た
。
田
舎
者
は
村
中
に
裃
で
迎
え
る
よ
う
に
伝
え
る
。
落
ち
は
解
釈
が

（（）

［
史
料
三
］

○
馬
鹿

女
房
、
釈
迦
ケ
嶽
を
見
た
が
り
、
男
に
云
付
、
す
も
ふ
の
仕
廻
を
見
せ
に
遣
る
。

三
助
、
廻
向
院
へ
急
行
ク
。
は
や
角
力
お
わ
り
、
釈
迦
、
向
か
ら
帰
る
。
三
助

か
け
て
戻
り
、
只
今
廻
向
院
を
お
立
で
御
座
り
ま
す

（
中
略
（

○
釈
迦

角
力
取
寄
り
合
、
あ
ミ
だ
の
光
リ
を
し
た
処
が
、
釈
迦
が
嶽
、
つ
か
ひ
の
役
に

あ
た
り
、
ぜ
ひ
な
く
、
く
ら
闇
を
四
ツ
過
キ
に
、
と
う
ふ
を
買
ニ
行
キ
、
力
に

ま
か
せ
て
戸
を
扣
。
亭
主
目
を
さ
ま
し
、
二
階
を
た
ゝ
く
や
つ
ハ
だ
れ
た

　（
中
略
（

○
釈
迦

釈
迦
が
た
け
に
朝
湯
で
逢
ひ
、
ど
ふ
だ
関
取
リ
。
ハ
ヽ
ア
、
夕
部
あ
そ
び
に
行

た
の
。
〽
こ
れ
ハ
き
め
う
。
ど
ふ
し
て
御
そ
ん
し
じ
や
　
〽
ハ
テ
、
は
ら
に
紅

粉
が
付
て
居
る

ま
ず
同
じ
噺
本
に
収
録
さ
れ
た
別
々
の
三
作
の
小
咄
に
登
場
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
釈
迦
ケ
嶽
が
江
戸
市
中
で
大
変
な
評
判
を
呼
ん
で
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

「
馬
鹿
」
で
も
釈
迦
ケ
嶽
の
大
き
さ
が
わ
か
る
が
、
三
助
は
釈
迦
如
来
像
と
勘
違
い

し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
続
く
「
釈
迦
」
は
、
豆
腐
を
買
い
に
行
っ
た
釈
迦
ケ
嶽
が
豆

腐
屋
の
戸
を
叩
い
た
ら
、
そ
れ
が
二
階
だ
っ
た
と
い
う
落
ち
。「
あ
ミ
だ
の
光
リ
」

は
阿
弥
陀
く
じ
の
別
称
で
あ
る
。
最
後
の
「
釈
迦
」
も
、
女
郎
の
紅
粉
が
腹
に
つ
い

て
い
る
と
そ
の
大
き
さ
を
表
し
て
い
る
。
小
咄
に
よ
り
釈
迦
ケ
嶽
の
評
判
は
さ
ら
に

広
ま
っ
て
い
っ
た
の
だ
。
な
お
日
待
に
参
加
し
て
い
た
釈
迦
ケ
嶽
が
豆
腐
を
買
い
に

行
き
、
豆
腐
屋
の
二
階
の
戸
を
叩
く
と
い
う
「
釈
迦
」
と
同
様
の
小
咄
が
、
安
永
四

年
（
一
七
七
五
（
頃
刊
の
41
『
今
様
咄
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

釈
迦
ケ
嶽
以
降
、
一
九
世
紀
に
入
る
と
江
戸
相
撲
に
は
文
政
一
〇
年（
一
八
二
七
（

の
大
空
武
左
衛
門
や
天
保
一
五
年
（
弘
化
元
、
一
八
四
四
（
の
生
月
鯨
太
左
衛
門（

（
（

な

ど
、
た
び
た
び
大
男
が
登
場
し
て
人
々
を
驚
か
せ
た
。
そ
し
て
不
思
議
な
こ
と
に
大

空
や
生
月
の
身
の
丈
は
、
七
尺
五
寸
と
記
さ
れ
た
錦
絵
が
多
い
。
大
男
の
身
の
丈
を

七
尺
五
寸
と
す
る
記
載
は
安
永
三
年
（
一
七
七
四
（
刊
の
39
『
軽
口
五
色
帋
』
収
録

の
「
大
男
の
評
判
」
に
「
此
間
在
所
へ
い
た
時
に
、
大
き
な
男
を
ミ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
背
の
高
さ
が
七
尺
五
寸
あ
る
げ
に
ご
ざ
り
ま
す
が
、
イ
ヤ
モ
、
や
つ
と
見
あ
げ

ね
ば
顔
が
見
へ
ま
せ
ぬ
」
と
あ
る
。
錦
絵
の
記
載
を
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、
大
男
と

い
え
ば
七
尺
五
寸
と
す
る
表
現
が
定
着
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
大
空

や
生
月
の
身
の
丈
は
実
際
に
は
七
尺
五
寸
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
た
い
。

先
述
の
よ
う
に
釈
迦
ケ
嶽
の
身
の
丈
は
史
料
に
よ
り
違
い
が
あ
る
。
磯
田
湖
柳
斎

の
柱
絵
で
は
六
尺
八
寸
だ
が
、
富
岡
八
幡
宮
に
あ
る
等
身
大
の
碑
や
、
弘
化
元
年
～

四
年
（
一
八
四
四
～
一
八
四
七
（
に
歌
川
豊
国
（
三
代
（
が
描
い
た
「
戯
力
競（

11
（

」
に

は
七
尺
五
寸
と
あ
る
。「
戯
力
競
」
は
、
釈
迦
ケ
嶽
が
、
同
じ
く
大
男
の
生
月
と
首

に
紐
を
掛
け
て
力
を
比
べ
る
首
相
撲
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
生
月
の
身
の
丈
も
七

尺
五
寸
と
あ
る
。
両
者
を
対
比
さ
せ
る
た
め
に
身
の
丈
を
同
じ
七
尺
五
寸
と
記
し
た

と
も
考
え
ら
れ
る
。
釈
迦
ケ
嶽
の
没
後
に
身
の
丈
を
実
際
よ
り
も
大
き
く
記
し
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
あ
く
ま
で
推
論
だ
が
、『
軽
口
五
色
帋
』
に
も
あ
る
身
の
丈
七

尺
五
寸
の
表
現
は
、
江
戸
相
撲
に
た
び
た
び
大
男
が
登
場
す
る
一
八
世
紀
末
～
一
九

世
紀
に
か
け
て
定
着
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
江
戸
相
撲
の
大
男
た
ち
の
身
の
丈

に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。

寛
政
元
年
に
小
野
川
と
と
も
に
史
上
は
じ
め
て
横
綱
を
免
許
さ
れ
、
第
一
人
者
と

し
て
活
躍
し
た
谷
風
も
小
咄
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
天
明
六
年
（
一
七
八
六
（
序

の
57
『
福
茶
釜
』
に
収
録
さ
れ
た
「
馬
鹿
」
は
、
史
料
三
の
「
馬
鹿
」
と
同
内
容
で
、

釈
迦
ケ
嶽
が
谷
風
に
替
わ
っ
て
い
る
。
天
明
九
年
（
寛
政
元
、
一
七
八
九
（
序
58
『
笑

の
種
蒔
』
に
収
録
さ
れ
た
の
が
次
の
小
咄
だ
。
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［
史
料
四
］

角
力

天
竺
に
て
、
し
や
か
に
よ
ら
ひ
、
又
新
規
に
す
も
ふ
を
は
じ
め
け
れ
は
、
谷
風

も
て
ん
ぢ
く
へ
渡
り
、
角
力
の
司
と
な
ら
ん
と
て
行
、
最
早
土
俵
入
も
し
ま
ひ
、

取
組
と
な
れ
る
と
て
、
こ
ん
な
や
つ
ハ
ひ
と
つ
ま
ミ
と
、
茶
に
し
て
か
ゝ
る
。

行
司
、
軍
配
を
き
る
と
、
な
ん
の
苦
も
な
く
谷
風
を
な
け
る
。
谷
風
も
思
ひ
の

ほ
か
当
が
違
い
、
残
念
に
お
も
ひ
、
名
乗
を
き
け
ば
、
達
磨
そ
ん
し
や

天
竺
で
釈
迦
如
来
が
相
撲
を
は
じ
め
た
。
日
本
の
第
一
人
者
・
谷
風
も
天
竺
に
行

き
、
相
手
を
見
下
し
て
相
撲
を
取
っ
た
が
簡
単
に
投
げ
ら
れ
た
。
相
手
が
達
磨
尊
者

だ
っ
た
と
い
う
の
が
落
ち
。
こ
の
小
咄
は
横
綱
が
免
許
さ
れ
る
直
前
の
も
の
で
、
谷

風
の
人
気
が
頂
点
に
達
し
て
い
た
頃
の
も
の
だ
。
史
料
五
は
横
綱
を
免
許
さ
れ
た
直

後
の
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
（
刊
、
61
『
御
慶
三
笑
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

［
史
料
五
］

○
谷
風

こ
ん
ど
谷
風
が
日
の
下
開
山
に
な
る
そ
う
だ
の
と
い
ふ
傍
に
、
堅
く
な
ゝ
親
父
、

耳
を
す
ま
し
、
〽
谷
風
さ
ま
と
ハ
、
ど
の
お
寺
の
御
開
山
さ
ま
で
ご
ざ
り
ま
す

と
聞
れ
、
〽
は
て
、
谷
風
梶
之
助
の
事
さ
　
〽
ヱ
ヽ
、
何
か
の
加
持
を
な
さ
る

の
か
へ

「
日
の
下
開
山
」
と
は
天
下
に
並
ぶ
も
の
が
な
い
、
天
下
無
双
の
こ
と
で
、
横
綱

の
異
称
で
も
あ
る
。
親
父
は
谷
風
を
僧
侶
と
思
っ
て
お
り
、
梶
之
助
と
い
う
名
か
ら

加
持
を
す
る
と
勘
違
い
し
て
い
る
と
い
う
落
ち
。
江
戸
市
中
で
話
題
に
な
っ
て
い
た

横
綱
が
小
咄
に
も
さ
っ
そ
く
登
場
し
て
い
る
。
小
咄
の
題
材
に
な
る
ほ
ど
横
綱
は
大

変
な
話
題
と
な
っ
て
い
た
の
だ
。
横
綱
の
土
俵
入
り
は
神
社
の
注
連
縄
に
似
た
綱
を

締
め
て
行
わ
れ
た
が
、
は
じ
め
て
見
る
そ
の
姿
に
人
々
は
こ
の
よ
う
な
も
の
は
今
ま

で
見
た
こ
と
が
な
い
と
驚
嘆
し
た
。
小
咄
で
は
僧
侶
と
間
違
え
て
い
る
が
、
注
連
縄

の
よ
う
な
綱
を
締
め
て
の
横
綱
土
俵
入
り
は
、
神
秘
的
に
感
じ
ら
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

当
時
向
か
う
と
こ
ろ
敵
な
し
の
強
さ
を
誇
っ
た
雷
電
は
、
桜
川
慈
悲
成
序
、
寛
政

一
三
年
刊
の
77
『
馬
鹿
大
林
』
に
登
場
す
る
。

［
史
料
六
］雷

　
電

い
な
か
者
、
ら
い
で
ん
を
見
て
、
あ
れ
ハ
仁
王
様
か
と
き
く
。
江
戸
者

ナ
ニ
、
あ

の
大
き
な
男
ハ
、
ら
い
で
ん
と
云
角
力
取
サ
。
い
な
か

あ
ん
に
し
て
も
、
仁
王
様

の
お
子
さ
ま
だ
ん
べ
ヱ
。
ど
う
ぞ
お
ら
が
ざ
い
ご
へ
お
よ
ひ
申
て
、
村
の
女
共

に
も
お
が
ま
せ
て
ヱ
も
ん
だ
ア
。
江
戸
者

そ
ん
な
ら
バ
、
あ
し
た
堀
の
内
へ
関
取

が
い
か
れ
る
か
ら
、
お
れ
が
つ
れ
た
つ
て
、
貴
様
の
所
へ
い
き
ま
せ
う
と
約
束

を
し
て
、
い
な
か
者
を
か
へ
す
。
い
な
か

さ
う
〳
〵
帰
り
、
村
中
を
ま
ね
き
、
あ

し
た
お
ら
が
所
へ
仁
王
様
が
お
出
な
さ
る
か
ら
、
ミ
な
の
衆
、
上
下
で
御
座
れ

と
云
ふ
ら
す
。
さ
て
明
日
に
な
れ
バ
、
村
中
上
下
で
、
か
の
男
の
所
へ
つ
め
て

居
ル
。
昼
比
、
か
の
江
戸
者
、
ら
い
て
ん
を
つ
れ
だ
ち
て
田
舎
へ
き
て
ミ
れ
バ
、

村
中
お
び
た
ゝ
し
く
、
上
下
に
て
ひ
れ
ふ
し
て
居
る
。
江
戸
者

是
ハ
け
し
か
ら
ぬ

こ
と
。
其
や
う
に
上
下
で
つ
め
か
け
て
、
関
取
を
バ
、
マ
ア
ど
こ
へ
を
く
の
で

御
座
る
。
い
な
か

ミ
な
〳
〵
一
ど
に
扇
を
ひ
ろ
げ
て
、
ら
い
で
ん
ハ
是
へ
上
ケ
ら

れ
ま
せ
う
と
、
座
敷
を
あ
け
る

田
舎
者
が
雷
電
を
見
て
仁
王
様
と
思
い
込
ん
で
し
ま
う
。
江
戸
の
者
が
雷
電
と
い

う
相
撲
取
だ
と
説
明
し
て
も
、
仁
王
の
子
ど
も
か
と
い
う
始
末
。
田
舎
者
は
村
の
女

性
た
ち
に
も
仁
王
様
を
見
せ
た
い
と
思
い
、
江
戸
の
者
が
雷
電
を
村
に
連
れ
て
行
く

こ
と
に
な
っ
た
。
田
舎
者
は
村
中
に
裃
で
迎
え
る
よ
う
に
伝
え
る
。
落
ち
は
解
釈
が

（（）

［
史
料
三
］

○
馬
鹿

女
房
、
釈
迦
ケ
嶽
を
見
た
が
り
、
男
に
云
付
、
す
も
ふ
の
仕
廻
を
見
せ
に
遣
る
。

三
助
、
廻
向
院
へ
急
行
ク
。
は
や
角
力
お
わ
り
、
釈
迦
、
向
か
ら
帰
る
。
三
助

か
け
て
戻
り
、
只
今
廻
向
院
を
お
立
で
御
座
り
ま
す

（
中
略
（

○
釈
迦

角
力
取
寄
り
合
、
あ
ミ
だ
の
光
リ
を
し
た
処
が
、
釈
迦
が
嶽
、
つ
か
ひ
の
役
に

あ
た
り
、
ぜ
ひ
な
く
、
く
ら
闇
を
四
ツ
過
キ
に
、
と
う
ふ
を
買
ニ
行
キ
、
力
に

ま
か
せ
て
戸
を
扣
。
亭
主
目
を
さ
ま
し
、
二
階
を
た
ゝ
く
や
つ
ハ
だ
れ
た

　（
中
略
（

○
釈
迦

釈
迦
が
た
け
に
朝
湯
で
逢
ひ
、
ど
ふ
だ
関
取
リ
。
ハ
ヽ
ア
、
夕
部
あ
そ
び
に
行

た
の
。
〽
こ
れ
ハ
き
め
う
。
ど
ふ
し
て
御
そ
ん
し
じ
や
　
〽
ハ
テ
、
は
ら
に
紅

粉
が
付
て
居
る

ま
ず
同
じ
噺
本
に
収
録
さ
れ
た
別
々
の
三
作
の
小
咄
に
登
場
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
釈
迦
ケ
嶽
が
江
戸
市
中
で
大
変
な
評
判
を
呼
ん
で
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

「
馬
鹿
」
で
も
釈
迦
ケ
嶽
の
大
き
さ
が
わ
か
る
が
、
三
助
は
釈
迦
如
来
像
と
勘
違
い

し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
続
く
「
釈
迦
」
は
、
豆
腐
を
買
い
に
行
っ
た
釈
迦
ケ
嶽
が
豆

腐
屋
の
戸
を
叩
い
た
ら
、
そ
れ
が
二
階
だ
っ
た
と
い
う
落
ち
。「
あ
ミ
だ
の
光
リ
」

は
阿
弥
陀
く
じ
の
別
称
で
あ
る
。
最
後
の
「
釈
迦
」
も
、
女
郎
の
紅
粉
が
腹
に
つ
い

て
い
る
と
そ
の
大
き
さ
を
表
し
て
い
る
。
小
咄
に
よ
り
釈
迦
ケ
嶽
の
評
判
は
さ
ら
に

広
ま
っ
て
い
っ
た
の
だ
。
な
お
日
待
に
参
加
し
て
い
た
釈
迦
ケ
嶽
が
豆
腐
を
買
い
に

行
き
、
豆
腐
屋
の
二
階
の
戸
を
叩
く
と
い
う
「
釈
迦
」
と
同
様
の
小
咄
が
、
安
永
四

年
（
一
七
七
五
（
頃
刊
の
41
『
今
様
咄
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

釈
迦
ケ
嶽
以
降
、
一
九
世
紀
に
入
る
と
江
戸
相
撲
に
は
文
政
一
〇
年（
一
八
二
七
（

の
大
空
武
左
衛
門
や
天
保
一
五
年
（
弘
化
元
、
一
八
四
四
（
の
生
月
鯨
太
左
衛
門（

（
（

な

ど
、
た
び
た
び
大
男
が
登
場
し
て
人
々
を
驚
か
せ
た
。
そ
し
て
不
思
議
な
こ
と
に
大

空
や
生
月
の
身
の
丈
は
、
七
尺
五
寸
と
記
さ
れ
た
錦
絵
が
多
い
。
大
男
の
身
の
丈
を

七
尺
五
寸
と
す
る
記
載
は
安
永
三
年
（
一
七
七
四
（
刊
の
39
『
軽
口
五
色
帋
』
収
録

の
「
大
男
の
評
判
」
に
「
此
間
在
所
へ
い
た
時
に
、
大
き
な
男
を
ミ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
背
の
高
さ
が
七
尺
五
寸
あ
る
げ
に
ご
ざ
り
ま
す
が
、
イ
ヤ
モ
、
や
つ
と
見
あ
げ

ね
ば
顔
が
見
へ
ま
せ
ぬ
」
と
あ
る
。
錦
絵
の
記
載
を
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、
大
男
と

い
え
ば
七
尺
五
寸
と
す
る
表
現
が
定
着
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
大
空

や
生
月
の
身
の
丈
は
実
際
に
は
七
尺
五
寸
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
た
い
。

先
述
の
よ
う
に
釈
迦
ケ
嶽
の
身
の
丈
は
史
料
に
よ
り
違
い
が
あ
る
。
磯
田
湖
柳
斎

の
柱
絵
で
は
六
尺
八
寸
だ
が
、
富
岡
八
幡
宮
に
あ
る
等
身
大
の
碑
や
、
弘
化
元
年
～

四
年
（
一
八
四
四
～
一
八
四
七
（
に
歌
川
豊
国
（
三
代
（
が
描
い
た
「
戯
力
競（

11
（

」
に

は
七
尺
五
寸
と
あ
る
。「
戯
力
競
」
は
、
釈
迦
ケ
嶽
が
、
同
じ
く
大
男
の
生
月
と
首

に
紐
を
掛
け
て
力
を
比
べ
る
首
相
撲
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
生
月
の
身
の
丈
も
七

尺
五
寸
と
あ
る
。
両
者
を
対
比
さ
せ
る
た
め
に
身
の
丈
を
同
じ
七
尺
五
寸
と
記
し
た

と
も
考
え
ら
れ
る
。
釈
迦
ケ
嶽
の
没
後
に
身
の
丈
を
実
際
よ
り
も
大
き
く
記
し
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
あ
く
ま
で
推
論
だ
が
、『
軽
口
五
色
帋
』
に
も
あ
る
身
の
丈
七

尺
五
寸
の
表
現
は
、
江
戸
相
撲
に
た
び
た
び
大
男
が
登
場
す
る
一
八
世
紀
末
～
一
九

世
紀
に
か
け
て
定
着
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
江
戸
相
撲
の
大
男
た
ち
の
身
の
丈

に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。

寛
政
元
年
に
小
野
川
と
と
も
に
史
上
は
じ
め
て
横
綱
を
免
許
さ
れ
、
第
一
人
者
と

し
て
活
躍
し
た
谷
風
も
小
咄
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
天
明
六
年
（
一
七
八
六
（
序

の
57
『
福
茶
釜
』
に
収
録
さ
れ
た
「
馬
鹿
」
は
、
史
料
三
の
「
馬
鹿
」
と
同
内
容
で
、

釈
迦
ケ
嶽
が
谷
風
に
替
わ
っ
て
い
る
。
天
明
九
年
（
寛
政
元
、
一
七
八
九
（
序
58
『
笑

の
種
蒔
』
に
収
録
さ
れ
た
の
が
次
の
小
咄
だ
。
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申
ま
す
。
聞
人

成
ほ
ど
、
水
く
ゞ
る
ま
で
ハ
す
め
ま
し
た
が
、
し
ま
い
の
、
と
は

と
い
ふ
二
字
ハ
な
。
〽
と
は
ゝ
ち
は
や
が
雅
名

史
料
七
と
比
較
し
て
も
大
差
な
く
、
古
典
落
語
「
千
早
ふ
る
」
は
安
永
五
年
頃
に

は
ほ
ぼ
噺
の
形
が
完
成
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
噺
の
な
か
で
女
郎
・
千
早
に
振
ら
れ
て
し
ま
っ
た
相
撲
取
・
竜
田
川
に

つ
い
て
一
考
し
て
み
た
い
。
竜
田
川
の
名
は
相
撲
年
寄
の
名
跡
「
立
田
川
」
と
し
て

今
日
ま
で
受
け
つ
が
れ
て
い
る（

13
（

。
現
在
、
相
撲
年
寄
の
名
跡
は
一
〇
五
だ
が
、
近
世

前
半
か
ら
あ
る
も
の
、
近
代
に
創
設
さ
れ
た
も
の
、
一
度
途
絶
え
て
再
興
さ
れ
た
も

の
な
ど
、
そ
の
歴
史
は
様
々
だ
。
名
跡
の
由
来
は
、
出
羽
海
や
武
蔵
川
な
ど
国
名
が

想
起
さ
れ
る
も
の
、
富
士
山
を
連
想
さ
せ
る
富
士
ケ
根
を
は
じ
め
地
名
に
起
因
す
る

も
の
が
多
く
、
相
撲
取
の
時
の
し
こ
名
を
そ
の
ま
ま
相
撲
年
寄
と
し
て
名
乗
っ
た
例

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
竜
田
川
（
立
田
川
（
も
先
に
述
べ
た
奈
良
県
を
流
れ
る
川
に

由
来
す
る
。

江
戸
相
撲
の
年
寄
・
竜
田
川（

14
（

の
初
代
も
、
も
と
も
と
は
相
撲
取
だ
っ
た
と
思
わ
れ
、

宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
（
夏
に
竜
田
川
清
八
の
名
で
差
添
を
つ
と
め
て
い
る
が（

15
（

、
そ

の
後
消
息
を
絶
っ
て
し
ま
い
、
詳
し
い
経
歴
は
わ
か
ら
な
い
。
そ
し
て
『
鳥
の
町
』

が
出
版
さ
れ
た
安
永
五
年
頃
の
竜
田
川
は
二
代
目
で
、
宝
暦
年
間
（
一
七
五
一
～

一
七
六
四
（
の
相
撲
取
。
同
一
〇
年
（
一
七
六
〇
（
に
現
役
を
退
き
、
そ
の
ま
ま
相

撲
年
寄
と
な
り
、
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
（
頃
ま
で
存
在
が
確
認
で
き
る
。
最
高
位

は
四
段
目
筆
頭
で
あ
っ
た
。
現
在
は
十
枚
目
以
上
の
関
取
が
一
人
前
で
あ
る
が
、
近

世
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
く
、
番
付
表
の
三
段
目
や
四
段
目
で
出
場
し

て
い
た
相
撲
取
で
も
現
役
を
退
い
た
後
に
相
撲
年
寄
と
な
る
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ

た
。
ま
た
京
都
相
撲
に
も
頭
取
・
竜
田
川
が
い
た
。
安
永
五
年
頃
の
竜
田
川
は
明
和

六
年
（
一
七
六
九
（
か
ら
京
都
相
撲
の
番
付
表
に
登
場
。
京
都
相
撲
・
大
坂
相
撲
の

土
俵
に
上
が
り
、
最
高
位
は
京
都
・
大
坂
と
も
前
頭
二
四
枚
目
。
寛
政
元
年
に
京
都

相
撲
の
頭
取
と
な
り
、
同
八
年
（
一
七
九
六
（
頃
没
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る（

16
（

。

史
料
八
が
小
咄
と
し
て
成
立
す
る
た
め
に
は
竜
田
川
が
相
撲
取
の
し
こ
名
と
し
て

広
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
条
件
で
あ
る
。
相
撲
取
は
、
戦
国
時
代
か
ら
し
こ
名
を

名
乗
り
始
め
た
が
、
強
そ
う
な
も
の
や
地
名
に
由
来
す
る
も
の
な
ど
が
あ
り
、
山
や

川
が
つ
く
も
の
も
数
多
い
。『
鳥
の
町
』
が
刊
行
さ
れ
た
近
世
中
期
に
は
、
竜
田
川

と
い
え
ば
相
撲
取
を
連
想
す
る
ほ
ど
し
こ
名
の
イ
メ
ー
ジ
が
庶
民
の
間
で
も
定
着
し

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
小
咄
の
題
材
に
し
て
も
多
く
人
々
が
す
ぐ
に
理
解
で

き
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
の
だ
。

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
実
在
の
相
撲
取
た
ち
は
力
自
慢
の
大
男
と
し
て
は
、
時
に

は
滑
稽
な
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
前
提
に
は
、
相
撲
興
行
の
隆

盛
が
あ
っ
た
。

三
　
描
写
さ
れ
た
相
撲
場

次
に
噺
本
か
ら
相
撲
場
の
様
子
を
一
瞥
し
て
み
た
い
。
ま
ず
噺
本
の
挿
絵
に
注
目

す
る
と
、
土
俵
の
誕
生
を
探
る
手
が
か
り
が
多
く
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
筆
者
は
土

俵
の
誕
生
を
菱
川
師
宣
が
描
い
た
「
相
撲
の
図（

17
（

」
の
作
画
期
か
ら
寛
文
～
延
宝
年
間

（
一
六
六
一
～
一
六
八
一
（頃
と
考
え
て
い
る
。
師
宣
が
描
い
た
土
俵
は
円
形
だ
が
、

意
外
な
こ
と
に
こ
の
頃
の
土
俵
に
つ
い
て
は
形
や
大
き
さ
を
示
す
史
料
が
少
な
く
、

そ
の
実
態
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
円
形
以
外
に
も
四
角
い
土
俵
も
あ
っ
た
。
例
え
ば

寛
文
～
延
宝
年
間
に
は
相
撲
集
団
と
し
て
成
立
し
て
い
た
南
部
相
撲
で
は
、
近
代
に

至
る
ま
で
一
貫
し
て
四
角
い
土
俵
を
用
い
た
。

そ
れ
で
は
噺
本
の
挿
絵
で
は
ど
う
か
。
表
二
は
、『
噺
本
大
系
』
か
ら
挿
絵
に
相

撲
の
取
組
が
描
か
れ
た
噺
本
を
抽
出
し
、
年
代
順
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
番
号

は
表
一
と
対
応
し
、
土
俵
の
種
類
の
欄
に
円
形
の
土
俵
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
は
「
円

（10）

難
し
い
が
、
雷
電
を
空
に
戻
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
小
咄
も
釈
迦

ケ
嶽
同
様
、
雷
電
の
体
の
大
き
さ
に
多
く
の
人
々
が
驚
愕
し
た
か
ら
成
り
立
つ
も
の

で
あ
る
。

釈
迦
ケ
嶽
・
谷
風
・
雷
電
ら
が
小
咄
に
登
場
す
る
の
は
相
撲
取
と
し
て
活
躍
し
た

時
期
で
あ
る
。
相
撲
の
人
気
が
高
ま
れ
ば
高
ま
る
ほ
ど
、
小
咄
の
な
か
に
も
相
撲
取

が
多
く
登
場
し
た
の
だ
。

次
に
現
在
も
高
座
に
掛
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
古
典
落
語
「
千
早
ふ
る
」
の
原
話

を
紹
介
し
た
い
。
こ
の
小
咄
に
も
実
在
の
相
撲
取
の
名
が
見
ら
れ
る
。「
千
早
ふ
る
」

は
、『
小
倉
百
人
一
首
』『
古
今
和
歌
集
』
収
録
さ
れ
て
い
る
「
ち
は
や
ぶ
る
　
神
世

も
聞
か
ず
　
た
つ
た
河
　
か
ら
紅
に
　
水
く
ゝ
る
と
は
」
に
由
来
す
る
噺
。
在
原
業

平
に
よ
る
こ
の
歌
は
、「
神
々
の
み
世
で
も
、
そ
の
事
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
な
い
。

竜
田
川
が
深
い
紅
色
に
水
を
く
く
り
染
め
る
と
は
…
。（
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（

」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
紅

葉
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
る
奈
良
県
生
駒
郡
斑
鳩
町
を
流
れ
る
竜
田
川
の
美
し
い
情

景
を
詠
ん
だ
歌
だ
が
、
落
語
で
は
そ
れ
を
知
ら
な
い
知
っ
た
か
ぶ
り
の
先
生
が
、
竜

田
川
を
相
撲
取
、
ち
は
や
（
千
早
（
を
女
郎
に
し
て
珍
解
釈
が
展
開
さ
れ
る
。
こ
の

落
語
は
別
名
で
「
百
人
一
首
」「
無
学
者
」「
無
学
者
論
」「
竜
田
川
」
と
も
呼
ば
れ
、

噺
の
筋
は
史
料
七
の
通
り
で
あ
る（

12
（

。

［
史
料
七
］

知
っ
た
か
ぶ
り
の
横
町
の
先
生
が
、
金
さ
ん
に
百
人
一
首
の
歌
の
意
味
を
き
か

れ
る
。〝
千
早
振
る
神
代
も
き
か
ず
竜
田
川
か
ら
く
れ
な
い
に
水
く
ぐ
る
と
は
〟

を
き
か
れ
、
竜
田
川
と
い
う
大
関
が
千
早
と
い
う
お
い
ら
ん
に
振
ら
れ
、
妹
女

郎
の
神
代
も
い
う
こ
と
を
き
か
な
い
の
で
、〝
千
早
振
る
神
代
も
き
か
ず
竜
田

川
〟
だ
。
竜
田
川
は
相
撲
を
や
め
て
故
郷
に
帰
り
、
家
業
の
ト
ウ
フ
屋
を
つ
い

だ
。
十
年
後
女
乞
食
に
卯
の
花
を
く
れ
と
い
わ
れ
た
の
で
や
ろ
う
と
す
る
と
、

こ
れ
が
振
ら
れ
た
千
早
な
の
で
竜
田
川
は
お
こ
っ
て
や
ら
な
い
。
千
早
は
井
戸

へ
身
を
投
げ
た
の
で
、〝
か
ら
く
れ
な
い
に
水
く
ぐ
る
と
は
〟
だ
と
説
明
。
金

さ
ん
が
最
後
の
〝
と
は
〟
は
ど
う
い
う
意
味
だ
と
き
く
と
「〝
と
は
〟
は
千
早

の
本
名
だ
っ
た
」

落
語
に
は
知
っ
た
か
ぶ
り
が
失
敗
す
る
噺
が
多
く
、「
千
早
ふ
る
」
も
そ
の
ひ
と

つ
で
あ
る
。
こ
の
小
咄
の
原
話
は
、
安
永
五
年
（
一
七
七
六
（
序
の
42
『
鳥
の
町
』

に
収
録
さ
れ
た
史
料
八
で
あ
る
。

［
史
料
八
］

講
　
釈

百
人
一
首
講
釈
と
か
ん
ば
ん
を
か
け
、
ど
の
や
う
な
事
を
い
ふ
ぞ
と
聞
は
、
講

師
し
か
つ
へ
ら
し
く
、
今
晩
ハ
在
原
業
平
朝
臣
の
詠
哥
の
下
を
申
ま
す
。
こ
の

哥
ハ
、

ち
は
や
ふ
る
神
代
も
き
か
す
龍
田
川

か
ら
く
れ
な
ゐ
に
水
く
ゞ
る
と
は

是
ハ
そ
の
か
ミ
、
た
つ
た
川
と
申
す
ま
ふ
と
り
が
、
千
早
と
い
ふ
女
郎
の
方
へ
、

た
び
〳
〵
か
よ
ひ
ま
し
た
が
、
張
の
つ
よ
い
女
郎
で
ご
ざ
つ
て
、
愛
ら
し
い
事

も
な
か
つ
た
。
さ
れ
と
も
竜
田
川
ハ
こ
と
の
外
執
心
に
て
、
か
む
ろ
の
神
代
と

い
ふ
を
頼
み
ま
し
た
が
、
神
代
も
同
し
く
邪
見
も
の
に
て
執
も
ち
を
致
さ
す
。

さ
る
に
依
て
、
千
早
振
神
代
も
き
か
ず
龍
田
川
と
申
ま
す
。
扨
夫
よ
り
ほ
ど
過

ま
し
て
、
龍
田
川
も
老
年
に
及
び
、
す
ま
ふ
を
や
め
て
豆
腐
し
や
う
は
い
を
し

て
を
り
ま
し
た
が
、
ち
は
や
も
右
の
心
い
れ
が
つ
の
り
ま
し
て
、
乞
食
と
な
り
、

龍
田
川
が
内
と
も
し
ら
ず
、
き
ら
ず
を
も
ら
い
に
来
ま
し
た
を
、
龍
田
川
ハ
見

付
、
あ
れ
こ
そ
わ
れ
に
つ
ら
く
あ
た
り
し
者
ゆ
へ
、
き
ら
ず
を
や
る
な
と
男
ど

も
ニ
云
付
て
や
ら
ぬ
ゆ
へ
ニ
、
千
早
ハ
世
を
あ
じ
き
な
く
思
ひ
、
淵
へ
身
を
沈

め
ま
し
た
。
そ
れ
て
き
ら
ず
を
く
れ
ぬ
と
い
ふ
こ
ゝ
ろ
を
、
か
ら
く
れ
な
ゐ
と
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申
ま
す
。
聞
人

成
ほ
ど
、
水
く
ゞ
る
ま
で
ハ
す
め
ま
し
た
が
、
し
ま
い
の
、
と
は

と
い
ふ
二
字
ハ
な
。
〽
と
は
ゝ
ち
は
や
が
雅
名

史
料
七
と
比
較
し
て
も
大
差
な
く
、
古
典
落
語
「
千
早
ふ
る
」
は
安
永
五
年
頃
に

は
ほ
ぼ
噺
の
形
が
完
成
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
噺
の
な
か
で
女
郎
・
千
早
に
振
ら
れ
て
し
ま
っ
た
相
撲
取
・
竜
田
川
に

つ
い
て
一
考
し
て
み
た
い
。
竜
田
川
の
名
は
相
撲
年
寄
の
名
跡
「
立
田
川
」
と
し
て

今
日
ま
で
受
け
つ
が
れ
て
い
る（
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（

。
現
在
、
相
撲
年
寄
の
名
跡
は
一
〇
五
だ
が
、
近
世

前
半
か
ら
あ
る
も
の
、
近
代
に
創
設
さ
れ
た
も
の
、
一
度
途
絶
え
て
再
興
さ
れ
た
も

の
な
ど
、
そ
の
歴
史
は
様
々
だ
。
名
跡
の
由
来
は
、
出
羽
海
や
武
蔵
川
な
ど
国
名
が

想
起
さ
れ
る
も
の
、
富
士
山
を
連
想
さ
せ
る
富
士
ケ
根
を
は
じ
め
地
名
に
起
因
す
る

も
の
が
多
く
、
相
撲
取
の
時
の
し
こ
名
を
そ
の
ま
ま
相
撲
年
寄
と
し
て
名
乗
っ
た
例

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
竜
田
川
（
立
田
川
（
も
先
に
述
べ
た
奈
良
県
を
流
れ
る
川
に

由
来
す
る
。

江
戸
相
撲
の
年
寄
・
竜
田
川（
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（

の
初
代
も
、
も
と
も
と
は
相
撲
取
だ
っ
た
と
思
わ
れ
、

宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
（
夏
に
竜
田
川
清
八
の
名
で
差
添
を
つ
と
め
て
い
る
が（
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（

、
そ

の
後
消
息
を
絶
っ
て
し
ま
い
、
詳
し
い
経
歴
は
わ
か
ら
な
い
。
そ
し
て
『
鳥
の
町
』

が
出
版
さ
れ
た
安
永
五
年
頃
の
竜
田
川
は
二
代
目
で
、
宝
暦
年
間
（
一
七
五
一
～

一
七
六
四
（
の
相
撲
取
。
同
一
〇
年
（
一
七
六
〇
（
に
現
役
を
退
き
、
そ
の
ま
ま
相

撲
年
寄
と
な
り
、
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
（
頃
ま
で
存
在
が
確
認
で
き
る
。
最
高
位

は
四
段
目
筆
頭
で
あ
っ
た
。
現
在
は
十
枚
目
以
上
の
関
取
が
一
人
前
で
あ
る
が
、
近

世
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
く
、
番
付
表
の
三
段
目
や
四
段
目
で
出
場
し

て
い
た
相
撲
取
で
も
現
役
を
退
い
た
後
に
相
撲
年
寄
と
な
る
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ

た
。
ま
た
京
都
相
撲
に
も
頭
取
・
竜
田
川
が
い
た
。
安
永
五
年
頃
の
竜
田
川
は
明
和

六
年
（
一
七
六
九
（
か
ら
京
都
相
撲
の
番
付
表
に
登
場
。
京
都
相
撲
・
大
坂
相
撲
の

土
俵
に
上
が
り
、
最
高
位
は
京
都
・
大
坂
と
も
前
頭
二
四
枚
目
。
寛
政
元
年
に
京
都

相
撲
の
頭
取
と
な
り
、
同
八
年
（
一
七
九
六
（
頃
没
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る（
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。

史
料
八
が
小
咄
と
し
て
成
立
す
る
た
め
に
は
竜
田
川
が
相
撲
取
の
し
こ
名
と
し
て

広
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
条
件
で
あ
る
。
相
撲
取
は
、
戦
国
時
代
か
ら
し
こ
名
を

名
乗
り
始
め
た
が
、
強
そ
う
な
も
の
や
地
名
に
由
来
す
る
も
の
な
ど
が
あ
り
、
山
や

川
が
つ
く
も
の
も
数
多
い
。『
鳥
の
町
』
が
刊
行
さ
れ
た
近
世
中
期
に
は
、
竜
田
川

と
い
え
ば
相
撲
取
を
連
想
す
る
ほ
ど
し
こ
名
の
イ
メ
ー
ジ
が
庶
民
の
間
で
も
定
着
し

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
小
咄
の
題
材
に
し
て
も
多
く
人
々
が
す
ぐ
に
理
解
で

き
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
の
だ
。

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
実
在
の
相
撲
取
た
ち
は
力
自
慢
の
大
男
と
し
て
は
、
時
に

は
滑
稽
な
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
前
提
に
は
、
相
撲
興
行
の
隆

盛
が
あ
っ
た
。

三
　
描
写
さ
れ
た
相
撲
場

次
に
噺
本
か
ら
相
撲
場
の
様
子
を
一
瞥
し
て
み
た
い
。
ま
ず
噺
本
の
挿
絵
に
注
目

す
る
と
、
土
俵
の
誕
生
を
探
る
手
が
か
り
が
多
く
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
筆
者
は
土

俵
の
誕
生
を
菱
川
師
宣
が
描
い
た
「
相
撲
の
図（

17
（

」
の
作
画
期
か
ら
寛
文
～
延
宝
年
間

（
一
六
六
一
～
一
六
八
一
（頃
と
考
え
て
い
る
。
師
宣
が
描
い
た
土
俵
は
円
形
だ
が
、

意
外
な
こ
と
に
こ
の
頃
の
土
俵
に
つ
い
て
は
形
や
大
き
さ
を
示
す
史
料
が
少
な
く
、

そ
の
実
態
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
円
形
以
外
に
も
四
角
い
土
俵
も
あ
っ
た
。
例
え
ば

寛
文
～
延
宝
年
間
に
は
相
撲
集
団
と
し
て
成
立
し
て
い
た
南
部
相
撲
で
は
、
近
代
に

至
る
ま
で
一
貫
し
て
四
角
い
土
俵
を
用
い
た
。

そ
れ
で
は
噺
本
の
挿
絵
で
は
ど
う
か
。
表
二
は
、『
噺
本
大
系
』
か
ら
挿
絵
に
相

撲
の
取
組
が
描
か
れ
た
噺
本
を
抽
出
し
、
年
代
順
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
番
号

は
表
一
と
対
応
し
、
土
俵
の
種
類
の
欄
に
円
形
の
土
俵
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
は
「
円

（10）

難
し
い
が
、
雷
電
を
空
に
戻
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
小
咄
も
釈
迦

ケ
嶽
同
様
、
雷
電
の
体
の
大
き
さ
に
多
く
の
人
々
が
驚
愕
し
た
か
ら
成
り
立
つ
も
の

で
あ
る
。

釈
迦
ケ
嶽
・
谷
風
・
雷
電
ら
が
小
咄
に
登
場
す
る
の
は
相
撲
取
と
し
て
活
躍
し
た

時
期
で
あ
る
。
相
撲
の
人
気
が
高
ま
れ
ば
高
ま
る
ほ
ど
、
小
咄
の
な
か
に
も
相
撲
取

が
多
く
登
場
し
た
の
だ
。

次
に
現
在
も
高
座
に
掛
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
古
典
落
語
「
千
早
ふ
る
」
の
原
話

を
紹
介
し
た
い
。
こ
の
小
咄
に
も
実
在
の
相
撲
取
の
名
が
見
ら
れ
る
。「
千
早
ふ
る
」

は
、『
小
倉
百
人
一
首
』『
古
今
和
歌
集
』
収
録
さ
れ
て
い
る
「
ち
は
や
ぶ
る
　
神
世

も
聞
か
ず
　
た
つ
た
河
　
か
ら
紅
に
　
水
く
ゝ
る
と
は
」
に
由
来
す
る
噺
。
在
原
業

平
に
よ
る
こ
の
歌
は
、「
神
々
の
み
世
で
も
、
そ
の
事
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
な
い
。

竜
田
川
が
深
い
紅
色
に
水
を
く
く
り
染
め
る
と
は
…
。（
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（

」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
紅

葉
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
る
奈
良
県
生
駒
郡
斑
鳩
町
を
流
れ
る
竜
田
川
の
美
し
い
情

景
を
詠
ん
だ
歌
だ
が
、
落
語
で
は
そ
れ
を
知
ら
な
い
知
っ
た
か
ぶ
り
の
先
生
が
、
竜

田
川
を
相
撲
取
、
ち
は
や
（
千
早
（
を
女
郎
に
し
て
珍
解
釈
が
展
開
さ
れ
る
。
こ
の

落
語
は
別
名
で
「
百
人
一
首
」「
無
学
者
」「
無
学
者
論
」「
竜
田
川
」
と
も
呼
ば
れ
、

噺
の
筋
は
史
料
七
の
通
り
で
あ
る（

12
（

。

［
史
料
七
］

知
っ
た
か
ぶ
り
の
横
町
の
先
生
が
、
金
さ
ん
に
百
人
一
首
の
歌
の
意
味
を
き
か

れ
る
。〝
千
早
振
る
神
代
も
き
か
ず
竜
田
川
か
ら
く
れ
な
い
に
水
く
ぐ
る
と
は
〟

を
き
か
れ
、
竜
田
川
と
い
う
大
関
が
千
早
と
い
う
お
い
ら
ん
に
振
ら
れ
、
妹
女

郎
の
神
代
も
い
う
こ
と
を
き
か
な
い
の
で
、〝
千
早
振
る
神
代
も
き
か
ず
竜
田

川
〟
だ
。
竜
田
川
は
相
撲
を
や
め
て
故
郷
に
帰
り
、
家
業
の
ト
ウ
フ
屋
を
つ
い

だ
。
十
年
後
女
乞
食
に
卯
の
花
を
く
れ
と
い
わ
れ
た
の
で
や
ろ
う
と
す
る
と
、

こ
れ
が
振
ら
れ
た
千
早
な
の
で
竜
田
川
は
お
こ
っ
て
や
ら
な
い
。
千
早
は
井
戸

へ
身
を
投
げ
た
の
で
、〝
か
ら
く
れ
な
い
に
水
く
ぐ
る
と
は
〟
だ
と
説
明
。
金

さ
ん
が
最
後
の
〝
と
は
〟
は
ど
う
い
う
意
味
だ
と
き
く
と
「〝
と
は
〟
は
千
早

の
本
名
だ
っ
た
」

落
語
に
は
知
っ
た
か
ぶ
り
が
失
敗
す
る
噺
が
多
く
、「
千
早
ふ
る
」
も
そ
の
ひ
と

つ
で
あ
る
。
こ
の
小
咄
の
原
話
は
、
安
永
五
年
（
一
七
七
六
（
序
の
42
『
鳥
の
町
』

に
収
録
さ
れ
た
史
料
八
で
あ
る
。

［
史
料
八
］

講
　
釈

百
人
一
首
講
釈
と
か
ん
ば
ん
を
か
け
、
ど
の
や
う
な
事
を
い
ふ
ぞ
と
聞
は
、
講

師
し
か
つ
へ
ら
し
く
、
今
晩
ハ
在
原
業
平
朝
臣
の
詠
哥
の
下
を
申
ま
す
。
こ
の

哥
ハ
、

ち
は
や
ふ
る
神
代
も
き
か
す
龍
田
川

か
ら
く
れ
な
ゐ
に
水
く
ゞ
る
と
は

是
ハ
そ
の
か
ミ
、
た
つ
た
川
と
申
す
ま
ふ
と
り
が
、
千
早
と
い
ふ
女
郎
の
方
へ
、

た
び
〳
〵
か
よ
ひ
ま
し
た
が
、
張
の
つ
よ
い
女
郎
で
ご
ざ
つ
て
、
愛
ら
し
い
事

も
な
か
つ
た
。
さ
れ
と
も
竜
田
川
ハ
こ
と
の
外
執
心
に
て
、
か
む
ろ
の
神
代
と

い
ふ
を
頼
み
ま
し
た
が
、
神
代
も
同
し
く
邪
見
も
の
に
て
執
も
ち
を
致
さ
す
。

さ
る
に
依
て
、
千
早
振
神
代
も
き
か
ず
龍
田
川
と
申
ま
す
。
扨
夫
よ
り
ほ
ど
過

ま
し
て
、
龍
田
川
も
老
年
に
及
び
、
す
ま
ふ
を
や
め
て
豆
腐
し
や
う
は
い
を
し

て
を
り
ま
し
た
が
、
ち
は
や
も
右
の
心
い
れ
が
つ
の
り
ま
し
て
、
乞
食
と
な
り
、

龍
田
川
が
内
と
も
し
ら
ず
、
き
ら
ず
を
も
ら
い
に
来
ま
し
た
を
、
龍
田
川
ハ
見

付
、
あ
れ
こ
そ
わ
れ
に
つ
ら
く
あ
た
り
し
者
ゆ
へ
、
き
ら
ず
を
や
る
な
と
男
ど

も
ニ
云
付
て
や
ら
ぬ
ゆ
へ
ニ
、
千
早
ハ
世
を
あ
じ
き
な
く
思
ひ
、
淵
へ
身
を
沈

め
ま
し
た
。
そ
れ
て
き
ら
ず
を
く
れ
ぬ
と
い
ふ
こ
ゝ
ろ
を
、
か
ら
く
れ
な
ゐ
と
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形
」、
四
角
い
土
俵
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
は
「
四
角
」、
土
俵
が
な
い
も
の
は
「
な

し
」
と
記
し
た
。
取
組
の
挿
絵
で
最
も
年
代
が
早
い
史
料
は
貞
享
四
年（
一
六
八
七
（

に
京
都
で
刊
行
さ
れ
た
３
『
新
竹
斎
』
だ
が
、
そ
こ
に
は
土
俵
は
描
か
れ
て
い
な
い
。

は
じ
め
て
挿
絵
に
土
俵
が
登
場
す
る
の
は
元
禄
一
一
年
（
一
六
九
八
（
に
京
都
で
刊

行
さ
れ
た
７
『
諸
国
落
首
咄
』
で
、
四
角
い
。
元
禄
一
四
年
（
一
七
〇
一
（
の
11
『
露

五
郎
兵
衛
新
は
な
し
』
や
宝
永
二
年
の
13
『
軽
口
あ
ら
れ
酒
』
も
四
角
だ
。
正
徳
四

年
（
一
七
一
四
（
の
14
『
軽
口
星
鉄
炮
』
は
円
形
だ
が
、
そ
の
後
は
土
俵
が
描
か
れ

て
い
な
い
噺
本
が
続
き
、
円
形
が
多
く
な
る
の
は
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
（
の
26
『
口

合
恵
宝
袋
』
以
降
だ
。
あ
く
ま
で
も
挿
絵
な
の
で
、
土
俵
を
描
く
必
要
が
な
い
場
合

も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
表
二
の
な
か
で
年
代
が
早
い
時
期
の
噺
本
に
は
、

四
角
い
土
俵
が
描
か
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
え
る
。
図
一
は
『
露
五
郎
兵
衛
新

は
な
し
』
の
挿
絵
で
、
四
角
い
土
俵
の
例
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
四
角
い
土
俵
が
元

禄
～
宝
永
年
間
（
一
六
八
八
～
一
七
一
一
（の
噺
本
の
挿
絵
に
た
び
た
び
登
場
す
る
。

ま
た
管
見
の
限
り
だ
が
、
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
（
の
菱
川
師
宣
画
『
古
今
役
者

物
語（

18
（

』、
井
原
西
鶴
に
よ
る
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
（
の
『
本
朝
二
十
不
孝（

19
（

』
と
同

五
年
（
元
禄
元
、
一
六
八
八
（
の
『
色
里
三
所
世
帯（

21
（

』
に
も
挿
絵
に
四
角
い
土
俵
が

描
か
れ
て
い
る
。
あ
く
ま
で
も
挿
絵
に
限
っ
て
の
こ
と
で
、
今
後
も
事
例
収
集
が
必

要
で
あ
り
、
た
だ
ち
に
初
期
の
土
俵
は
四
角
が
多
か
っ
た
と
結
論
づ
け
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
誕
生
し
た
頃
の
形
を
考
え
る
手
が
か
り
と
な
り
得
る
こ
と
を
指
摘
し
て

お
き
た
い
。

次
に
噺
本
か
ら
相
撲
興
行
の
様
相
を
見
て
い
く
。
史
料
九
は
、
明
和
九
年
（
安
永

元
、
一
七
七
二
（
刊
29
『
鹿
の
子
餅
』
収
録
の
小
咄
で
あ
る
。

［
史
料
九
］

○
角
力
場

釈
迦
が
嶽
に
仁
王
堂
と
来
て
ハ
近
年
に
な
い
大
入
。
札
を
買
て
も
這
入
ら
れ
ぬ

木
戸
の
込
合
。
仕
か
た
な
け
れ
バ
裏
へ
廻
り
、
囲
を
や
ぶ
り
、
犬
の
や
う
に
這

て
入
り
か
ゝ
つ
た
所
、
内
に
居
る
世
話
や
き
見
つ
け
、
コ
リ
ヤ
〳
〵
、
そ
こ
か

ら
這
入
る
所
じ
や
な
い
と
、
あ
た
ま
を
取
て
お
し
も
ど
さ
れ
、
得
這
入
ら
ず
。

し
ば
ら
く
工
夫
し
て
、
今
度
は
尻
か
ら
這
入
か
ゝ
つ
た
所
、
又
内
の
世
話
や
き

見
付
、
コ
リ
ヤ
、
そ
こ
か
ら
出
る
所
じ
ゃ
な
い
と
、
帯
を
つ
か
ん
で
引
ず
り
こ

ん
だ

先
述
し
た
釈
迦
ケ
嶽
ら
の
活
躍
で
興
行
が
大
入
り
と
な
り
、
入
場
が
で
き
な
い
ほ

ど
で
あ
っ
た
。
裏
に
ま
わ
っ
て
頭
か
ら
入
ろ
う
と
し
た
が
失
敗
。
次
に
智
恵
を
し

ぼ
っ
て
尻
か
ら
入
っ
た
ら
う
ま
く
相
撲
場
に
潜
り
込
む
こ
と
が
で
き
た
。
近
世
の
相

撲
場
は
、
興
行
の
た
び
に
竹
矢
来
・
葭
簀
張
で
仮
設
さ
れ
た
が
、
こ
の
観
客
は
葭
簀

の
間
か
ら
う
ま
く
潜
り
込
ん
だ
わ
け
で
あ
る
。
実
の
と
こ
ろ
近
世
の
相
撲
場
に
つ
い

て
は
、
そ
の
構
造
や
観
客
の
様
相
な
ど
、
不
明
な
点
が
多
い
。
小
咄
で
は
あ
る
も
の

の
、
史
料
九
は
相
撲
場
の
実
態
を
知
る
手
が
か
り
で
あ
る
。
次
の
安
永
二
年
序
37
『
芳

【図１】『露五郎兵衛新はなし』収録
　　　　「すまひ取のはなし」の挿絵
国立国会図書館デジタルコレクション
請求記号：寄別5－5－3－14　　　　　　
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番
号

噺
本

年
代

作
者
／
編
者
な
ど

出
版
地

小
咄
の
題
名

土
俵
の
種
類

収
録
巻

３

新
竹
斎

貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
刊

京
都

嵐
に
ゆ
が
む
松
尾
の
相
撲

な
し

４
巻

７

諸
国
落
首
咄

元
禄
一
一
年
（
一
六
九
八
）
刊

京
都

是
ハ
大
事
の
相
撲
一
番

四
角

４
巻

１０

露
五
郎
兵
衛
新
は
な
し

元
禄
一
四
年
（
一
七
〇
一
）
刊

初
代
露
の
五
郎
兵
衛
（
作
）

京
都

す
ま
ひ
取
の
は
な
し

四
角

６
巻

１３

軽
口
あ
ら
れ
酒

宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
刊

京
都

相
撲
の
関
金
い
か
り

四
角

７
巻

１４

軽
口
星
鉄
炮

正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
刊

［
京
都
］

す
ま
ふ
は
な
し

円
形

７
巻

１５

軽
口
福
蔵
主

正
徳
六
年
（
一
七
一
六
）
刊

京
都

現
銀
掛
直
な
し

な
し

７
巻

１６

軽
口
機
嫌
嚢

享
保
一
三
年
（
一
七
二
八
）
刊

松
泉
（
編
）

京
都

芸
あ
ら
そ
ひ

な
し

７
巻

１７

軽
口
も
ら
い
ゑ
く
ぼ

享
保
年
間
（
一
七
一
六
～
一
七
三
六
）
刊

大
坂

子
共
の
相
撲

な
し

７
巻

１８

軽
口
初
売
買

元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
刊

其
摘
（
作
・
序
）

京
都
・
大
坂

手
合
の
す
も
ふ

な
し

８
巻

２１

軽
口
若
夷

寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
刊

梅
岸
（
序
）

江
戸
・
大
坂
・
京
都

福
神
す
も
ふ

な
し

８
巻

２５

軽
口
福
徳
利

宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
刊

故
応
斎
玉
花
（
序
）

江
戸
・
大
坂

子
ゆ
へ
の
や
ミ

四
角

８
巻

２６

口
合
恵
宝
袋

宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
刊

春
松
子
（
作
・
序
）

江
戸
・
京
都

す
も
ふ
の
飛
入

円
形

８
巻

４１

今
様
咄

安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
頃
刊

鳥
居
清
経
（
画
）

江
戸

［
唐
人
と
日
本
人
の
相
撲
］

円
形

１７
巻

６６

笑
府
衿
裂
米

寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
序

滝
沢
馬
琴
（
序
）
北
尾
政
美
（
画
）

江
戸

角
力

円
形

１２
巻

７６

福
種
蒔

寛
政
一
三
年
（
一
八
〇
一
）
刊

十
返
舎
一
九
（
作
・
画
）

江
戸

す
も
ふ

な
し

１８
巻

９０

お
と
ぎ
ば
な
し

文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
刊

志
満
山
人
（
作
）　
歌
川
国
信
（
画
）

江
戸

角
力

な
し

１８
巻

９２

落
噺
顋
懸
鎖

文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
刊

和
来
山
人
（
作
）　
有
楽
斎
長
秀
（
画
）

大
坂
・
江
戸
・
尾
張
・
京
都

商
売
ハ
商
売

円
形

１５
巻

１０１

縁
取
ば
な
し

弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
序

鼻
山
人
（
作
）　
歌
川
国
盛
（
画
）

江
戸

［
一
口
噺
　
一
作
］

円
形

１９
巻

―

落
噺
千
里
藪
　
※
１

弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
刊

花
枝
房
円
馬
（
作
）　
月
亭
生
瀬
（
校
）

大
坂

噺
の
は
な
し

円
形

１６
巻

［
表
２
］
噺
本
の
挿
絵
に
描
か
れ
た
土
俵

番
号
は
表
１
に
対
応
す
る
。
凡
例
も
表
１
に
同
じ
。
※
１
相
撲
に
ま
つ
わ
る
小
咄
は
な
い
が
、
挿
絵
に
土
俵
が
描
か
れ
て
い
る
。
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形
」、
四
角
い
土
俵
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
は
「
四
角
」、
土
俵
が
な
い
も
の
は
「
な

し
」
と
記
し
た
。
取
組
の
挿
絵
で
最
も
年
代
が
早
い
史
料
は
貞
享
四
年（
一
六
八
七
（

に
京
都
で
刊
行
さ
れ
た
３
『
新
竹
斎
』
だ
が
、
そ
こ
に
は
土
俵
は
描
か
れ
て
い
な
い
。

は
じ
め
て
挿
絵
に
土
俵
が
登
場
す
る
の
は
元
禄
一
一
年
（
一
六
九
八
（
に
京
都
で
刊

行
さ
れ
た
７
『
諸
国
落
首
咄
』
で
、
四
角
い
。
元
禄
一
四
年
（
一
七
〇
一
（
の
11
『
露

五
郎
兵
衛
新
は
な
し
』
や
宝
永
二
年
の
13
『
軽
口
あ
ら
れ
酒
』
も
四
角
だ
。
正
徳
四

年
（
一
七
一
四
（
の
14
『
軽
口
星
鉄
炮
』
は
円
形
だ
が
、
そ
の
後
は
土
俵
が
描
か
れ

て
い
な
い
噺
本
が
続
き
、
円
形
が
多
く
な
る
の
は
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
（
の
26
『
口

合
恵
宝
袋
』
以
降
だ
。
あ
く
ま
で
も
挿
絵
な
の
で
、
土
俵
を
描
く
必
要
が
な
い
場
合

も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
表
二
の
な
か
で
年
代
が
早
い
時
期
の
噺
本
に
は
、

四
角
い
土
俵
が
描
か
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
え
る
。
図
一
は
『
露
五
郎
兵
衛
新

は
な
し
』
の
挿
絵
で
、
四
角
い
土
俵
の
例
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
四
角
い
土
俵
が
元

禄
～
宝
永
年
間
（
一
六
八
八
～
一
七
一
一
（の
噺
本
の
挿
絵
に
た
び
た
び
登
場
す
る
。

ま
た
管
見
の
限
り
だ
が
、
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
（
の
菱
川
師
宣
画
『
古
今
役
者

物
語（

18
（

』、
井
原
西
鶴
に
よ
る
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
（
の
『
本
朝
二
十
不
孝（

19
（

』
と
同

五
年
（
元
禄
元
、
一
六
八
八
（
の
『
色
里
三
所
世
帯（

21
（

』
に
も
挿
絵
に
四
角
い
土
俵
が

描
か
れ
て
い
る
。
あ
く
ま
で
も
挿
絵
に
限
っ
て
の
こ
と
で
、
今
後
も
事
例
収
集
が
必

要
で
あ
り
、
た
だ
ち
に
初
期
の
土
俵
は
四
角
が
多
か
っ
た
と
結
論
づ
け
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
誕
生
し
た
頃
の
形
を
考
え
る
手
が
か
り
と
な
り
得
る
こ
と
を
指
摘
し
て

お
き
た
い
。

次
に
噺
本
か
ら
相
撲
興
行
の
様
相
を
見
て
い
く
。
史
料
九
は
、
明
和
九
年
（
安
永

元
、
一
七
七
二
（
刊
29
『
鹿
の
子
餅
』
収
録
の
小
咄
で
あ
る
。

［
史
料
九
］

○
角
力
場

釈
迦
が
嶽
に
仁
王
堂
と
来
て
ハ
近
年
に
な
い
大
入
。
札
を
買
て
も
這
入
ら
れ
ぬ

木
戸
の
込
合
。
仕
か
た
な
け
れ
バ
裏
へ
廻
り
、
囲
を
や
ぶ
り
、
犬
の
や
う
に
這

て
入
り
か
ゝ
つ
た
所
、
内
に
居
る
世
話
や
き
見
つ
け
、
コ
リ
ヤ
〳
〵
、
そ
こ
か

ら
這
入
る
所
じ
や
な
い
と
、
あ
た
ま
を
取
て
お
し
も
ど
さ
れ
、
得
這
入
ら
ず
。

し
ば
ら
く
工
夫
し
て
、
今
度
は
尻
か
ら
這
入
か
ゝ
つ
た
所
、
又
内
の
世
話
や
き

見
付
、
コ
リ
ヤ
、
そ
こ
か
ら
出
る
所
じ
ゃ
な
い
と
、
帯
を
つ
か
ん
で
引
ず
り
こ

ん
だ

先
述
し
た
釈
迦
ケ
嶽
ら
の
活
躍
で
興
行
が
大
入
り
と
な
り
、
入
場
が
で
き
な
い
ほ

ど
で
あ
っ
た
。
裏
に
ま
わ
っ
て
頭
か
ら
入
ろ
う
と
し
た
が
失
敗
。
次
に
智
恵
を
し

ぼ
っ
て
尻
か
ら
入
っ
た
ら
う
ま
く
相
撲
場
に
潜
り
込
む
こ
と
が
で
き
た
。
近
世
の
相

撲
場
は
、
興
行
の
た
び
に
竹
矢
来
・
葭
簀
張
で
仮
設
さ
れ
た
が
、
こ
の
観
客
は
葭
簀

の
間
か
ら
う
ま
く
潜
り
込
ん
だ
わ
け
で
あ
る
。
実
の
と
こ
ろ
近
世
の
相
撲
場
に
つ
い

て
は
、
そ
の
構
造
や
観
客
の
様
相
な
ど
、
不
明
な
点
が
多
い
。
小
咄
で
は
あ
る
も
の

の
、
史
料
九
は
相
撲
場
の
実
態
を
知
る
手
が
か
り
で
あ
る
。
次
の
安
永
二
年
序
37
『
芳

【図１】『露五郎兵衛新はなし』収録
　　　　「すまひ取のはなし」の挿絵
国立国会図書館デジタルコレクション
請求記号：寄別5－5－3－14　　　　　　

（1（）

番
号

噺
本

年
代

作
者
／
編
者
な
ど

出
版
地

小
咄
の
題
名

土
俵
の
種
類

収
録
巻

３

新
竹
斎

貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
刊

京
都

嵐
に
ゆ
が
む
松
尾
の
相
撲

な
し

４
巻

７

諸
国
落
首
咄

元
禄
一
一
年
（
一
六
九
八
）
刊

京
都

是
ハ
大
事
の
相
撲
一
番

四
角

４
巻

１０

露
五
郎
兵
衛
新
は
な
し

元
禄
一
四
年
（
一
七
〇
一
）
刊

初
代
露
の
五
郎
兵
衛
（
作
）

京
都

す
ま
ひ
取
の
は
な
し

四
角

６
巻

１３

軽
口
あ
ら
れ
酒

宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
刊

京
都

相
撲
の
関
金
い
か
り

四
角

７
巻

１４

軽
口
星
鉄
炮

正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
刊

［
京
都
］

す
ま
ふ
は
な
し

円
形

７
巻

１５

軽
口
福
蔵
主

正
徳
六
年
（
一
七
一
六
）
刊

京
都

現
銀
掛
直
な
し

な
し

７
巻

１６

軽
口
機
嫌
嚢

享
保
一
三
年
（
一
七
二
八
）
刊

松
泉
（
編
）

京
都

芸
あ
ら
そ
ひ

な
し

７
巻

１７

軽
口
も
ら
い
ゑ
く
ぼ

享
保
年
間
（
一
七
一
六
～
一
七
三
六
）
刊

大
坂

子
共
の
相
撲

な
し

７
巻

１８

軽
口
初
売
買

元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
刊

其
摘
（
作
・
序
）

京
都
・
大
坂

手
合
の
す
も
ふ

な
し

８
巻

２１

軽
口
若
夷

寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
刊

梅
岸
（
序
）

江
戸
・
大
坂
・
京
都

福
神
す
も
ふ

な
し

８
巻

２５

軽
口
福
徳
利

宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
刊

故
応
斎
玉
花
（
序
）

江
戸
・
大
坂

子
ゆ
へ
の
や
ミ

四
角

８
巻

２６

口
合
恵
宝
袋

宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
刊

春
松
子
（
作
・
序
）

江
戸
・
京
都

す
も
ふ
の
飛
入

円
形

８
巻

４１

今
様
咄

安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
頃
刊

鳥
居
清
経
（
画
）

江
戸

［
唐
人
と
日
本
人
の
相
撲
］

円
形

１７
巻

６６

笑
府
衿
裂
米

寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
序

滝
沢
馬
琴
（
序
）
北
尾
政
美
（
画
）

江
戸

角
力

円
形

１２
巻

７６

福
種
蒔

寛
政
一
三
年
（
一
八
〇
一
）
刊

十
返
舎
一
九
（
作
・
画
）

江
戸

す
も
ふ

な
し

１８
巻

９０

お
と
ぎ
ば
な
し

文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
刊

志
満
山
人
（
作
）　
歌
川
国
信
（
画
）

江
戸

角
力

な
し

１８
巻

９２

落
噺
顋
懸
鎖

文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
刊

和
来
山
人
（
作
）　
有
楽
斎
長
秀
（
画
）

大
坂
・
江
戸
・
尾
張
・
京
都

商
売
ハ
商
売

円
形

１５
巻

１０１

縁
取
ば
な
し

弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
序

鼻
山
人
（
作
）　
歌
川
国
盛
（
画
）

江
戸

［
一
口
噺
　
一
作
］

円
形

１９
巻

―

落
噺
千
里
藪
　
※
１

弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
刊

花
枝
房
円
馬
（
作
）　
月
亭
生
瀬
（
校
）

大
坂

噺
の
は
な
し

円
形

１６
巻

［
表
２
］
噺
本
の
挿
絵
に
描
か
れ
た
土
俵

番
号
は
表
１
に
対
応
す
る
。
凡
例
も
表
１
に
同
じ
。
※
１
相
撲
に
ま
つ
わ
る
小
咄
は
な
い
が
、
挿
絵
に
土
俵
が
描
か
れ
て
い
る
。
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七
年
（
一
六
九
四
（
刊
の
俳
諧
集
『
炭
俵
』
に
収
録
さ
れ
た
高
弟
・
服
部
嵐
雪
に
よ

る
「
相
撲
取
　
な
ら
ぶ
や
秋
の
　
か
ら
に
し
き（

21
（

」
の
こ
と
。
土
俵
上
の
化
粧
廻
し
が

秋
の
唐
錦
の
よ
う
に
美
し
い
と
詠
ん
だ
も
の
だ
。

後
半
で
は
番
頭
が
飛
び
入
り
で
取
組
に
登
場
す
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
相
撲

好
き
の
番
頭
は
一
生
の
思
い
出
に
す
る
た
め
に
土
俵
に
上
が
り
、
見
事
に
吉
野
山
を

投
げ
飛
ば
し
た
。
近
世
後
期
、
相
撲
を
生
業
と
す
る
集
団
が
興
行
す
る
場
合
、
そ
こ

に
素
人
の
相
撲
を
交
え
る
こ
と
は
幕
府
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
実
際
に

は
上
位
に
相
撲
を
生
業
と
す
る
者
、
下
位
に
そ
の
地
域
の
素
人
を
据
え
て
興
行
を
催

し
た
巡
業
の
番
付
表
が
数
多
く
現
存
す
る
。
幕
府
は
禁
止
し
て
い
た
も
の
の
、
実
態

と
し
て
は
素
人
が
相
撲
興
行
に
登
場
す
る
こ
と
は
珍
し
く
な
か
っ
た（

22
（

。
史
料
一
一
の

よ
う
に
飛
び
入
り
で
土
俵
に
上
が
る
素
人
も
少
な
く
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
小
咄
で
は

あ
る
も
の
の
、
相
撲
興
行
の
様
子
を
豊
か
に
伝
え
て
く
れ
て
い
る
。

安
永
九
年
（
一
七
八
〇
（
序
52
『
初
登
』
に
は
観
客
の
熱
狂
ぶ
り
を
描
写
し
た
小

咄
が
あ
る
。

［
史
料
一
二
］○

角
　
力

深
川
八
幡
の
角
力
、
近
年
の
大
は
や
り
。
ヤ
レ
、
贔
屓
の
伊
達
が
と
る
ハ
と
、

気
に
な
つ
て
、
ど
つ
こ
い
こ
り
や
〳
〵
と
虚
空
に
り
き
ん
で
居
る
あ
た
ま
の
上

へ
吸
殻
を
落
さ
れ
、
ア
ヽ
熱
い
と
云
な
か
ら
、
角
力
の
皮
切
だ
。
こ
ら
へ
て
見

よ
ふ

安
永
年
間
は
、
深
川
八
幡
で
相
撲
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
大
流
行

で
場
内
が
混
み
合
っ
て
い
た
。
観
客
の
頭
の
上
に
煙
草
の
吸
殻
が
落
ち
て
き
た
が
、

贔
屓
の
相
撲
取
が
出
て
き
た
の
で
文
句
を
言
わ
ず
に
こ
ら
え
て
取
組
を
見
て
い
る
。

少
々
誇
張
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
場
内
の
熱
気
を
伝
え
る
小
咄
で
あ
る
。

天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
（
刊
の
98
『
百
面
相
仕
方
ば
な
し
』
に
も
、
取
組
に
熱

狂
す
る
観
客
が
登
場
す
る
。

［
史
料
一
三
］角

力
ず
き

○
角
力
と
り
な
ら
ぶ
や
秋
の
か
ら
に
し
き
、
と
ハ
、
嵐
雪
の
名
吟
だ
が
、
な
る

ほ
ど
、
ど
ひ
や
う
の
上
へ
あ
げ
た
ば
か
り
で
た
く
さ
ん
だ
。
り
つ
ぱ
な
も
の
だ

ぜ
。
イ
ヤ
、
お
ら
が
せ
き
と
り
、
た
の
ミ
ま
す
。
ア
レ
見
な
せ
へ
。
い
ゝ
か
ら

だ
だ
。
だ
い
ば
ん
じ
や
く
だ
ア
。
つ
よ
い
す
ま
ふ
ヨ
。
イ
ヤ
、
せ
か
ず
に
〳
〵
。

ぎ
や
う
じ
の
大
人
た
の
ミ
ま
す
。
ま
つ
た
〳
〵
。
ば
ん
ま
で
か
ゝ
つ
て
と
つ
て

も
い
ゝ
ぞ
。
見
る
の
ハ
此
角
力
ば
か
り
だ
。
イ
ヤ
、
そ
ら
た
つ
た
。
ど
つ
こ
い
、

ど
ふ
し
て
。
イ
ヤ
、
そ
れ
四
ツ
に
な
つ
た
。
ア
レ
、
上
手
な
も
の
だ
。
こ
し
を

ふ
つ
て
、
三
ツ
へ
手
を
か
け
さ
せ
ね
へ
。
イ
ヤ
、
ど
つ
こ
い
。
お
し
き
れ
〳
〵
。

そ
う
ハ
い
か
ね
へ
。
お
れ
が
つ
い
て
る
。
ソ
リ
ヤ
あ
と
が
ね
へ
。
ソ
レ
そ
う
だ
。

の
こ
つ
た
。
ウ
ム
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
、
お
し
き
れ
〳
〵
。
ナ
ニ
な
ん
だ
、
だ
ま
つ
て
見

ろ
と
。
べ
ら
ぼ
う
め
、
お
れ
が
く
ち
で
、
お
れ
が
き
く
の
だ
。
お
い
て
く
れ
。

な
ん
だ
、
つ
ば
き
が
は
ね
る
。
は
ね
ね
へ
で
ヨ
。
こ
の
角
力
ハ
せ
き
と
せ
き
だ

も
の
を

落
ち
は
、
黙
っ
て
見
ろ
、
つ
ば
き
が
は
ね
る
と
ほ
か
の
観
客
と
も
め
る
が
、
関
と

関
の
相
撲
だ
か
ら
つ
ば
き
は
は
ね
な
い
と
、
関
と
咳
を
か
け
た
も
の
だ
。
贔
屓
に
す

る
関
取
の
取
組
に
熱
狂
す
る
観
客
の
姿
が
目
に
浮
か
ん
で
く
る
。「
ば
ん
ま
で
か
ゝ

つ
て
と
つ
て
も
い
ゝ
ぞ
。
見
る
の
ハ
此
角
力
ば
か
り
だ
」
と
あ
り
、
晩
ま
で
ず
っ
と

相
撲
を
取
っ
て
い
て
も
よ
い
と
、
贔
屓
に
す
る
相
撲
取
へ
の
観
客
の
思
い
入
れ
が
う

か
が
え
る
。
現
在
の
大
相
撲
は
仕
切
り
に
制
限
時
間
が
設
け
ら
れ
て
い
る（

23
（

。
し
か
し

近
世
は
制
限
時
間
が
な
か
っ
た
た
め
、
お
互
い
の
呼
吸
が
合
う
ま
で
仕
切
り
を
繰
り

（1（）

野
山
』
で
は
史
料
九
の
小
咄
が
更
に
進
化
し
て
い
る
。

［
史
料
一
〇
］角

力
場

角
力
場
へ
行
キ
、
よ
し
づ
ゟ
覗
て
見
る
。
う
し
ろ
か
ら
、
〽
こ
れ
〳
〵
、
そ
こ

か
ら
の
ぞ
く
ま
い
と
、
引
の
け
る
。
〽
か
の
お
と
こ
、
思
案
し
て
、
こ
れ
ハ
鹿

子
餅
の
は
な
し
の
伝
が
能
イ
と
、
よ
し
ず
の
間
か
ら
、
尻
を
す
つ
と
出
し
て
居

る
内
に
、
喜
せ
る
を
ぬ
か
れ
た

相
撲
場
に
無
銭
で
入
り
込
も
う
と
し
た
者
が
、
具
体
的
に
史
料
九
と
同
じ
方
法
を

試
し
た
が
、
今
度
は
煙
管
を
盗
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
史
料
一
〇
の
相
撲
場
も
か
な
り

混
み
合
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
尻
か
ら
入
ろ
う
と
し
た
点
は
噺
の
世
界
で
あ
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
混
雑
し
た
相
撲
場
で
は
煙
管
を
盗
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
。
ま
た
葭
簀
の
隙
間
か
ら
覗
く
様
子
も
描
か
れ
て
い
る
。
史
料
九
・
一
〇
か
ら
は
、

竹
矢
来
・
葭
簀
張
で
組
ま
れ
た
相
撲
場
の
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

相
撲
場
の
情
景
や
取
組
開
始
ま
で
の
様
子
が
細
か
く
描
写
さ
れ
て
い
る
の
が
、
文

政
九
年
（
一
八
二
六
（
刊
の
92
『
落
噺
顋
懸
鎖
』
に
収
録
さ
れ
た
史
料
一
一
だ
。

［
史
料
一
一
］

商
売
ハ
商
売

こ
と
し
大
角
力
あ
り
と
て
、
二
条
の
川
原
に
て
小
屋
を
か
け
、
諸
国
よ
り
　
　

力
者
あ
つ
ま
り
け
る
が
、
勿
論
晴
天
十
日
の
興
行
、
来
る
二
日
吉
日
に
し
て
、

東
西
に
部
屋
を
わ
か
ち
、
行
司
木
村
何
が
し
軍
配
を
と
り
て
、
う
や
〳
〵
し
く

土
俵
の
上
に
た
ち
出
、
四
本
柱
天
ま
く
等
の
い
わ
れ
を
の
べ
、
な
ら
び
に
す
ま

ひ
の
古
実
等
を
も
の
が
た
り
、
左
り
の
方
に
よ
り
て
ひ
か
へ
け
る
に
、
呼
出
し

の
奴
、
扇
を
ひ
ろ
げ
て
東
西
よ
り
よ
び
入
れ
ば
、
げ
に
や
、
ば
せ
を
の
句
の
ご

と
く
、
秋
の
か
ら
に
し
き
の
ご
と
く
に
、
各
お
も
ひ
〳
〵
の
ま
わ
し
を
〆
て
、

土
俵
入
の
は
で
や
か
な
る
こ
と
、
も
の
に
た
と
へ
て
い
ふ
べ
く
も
あ
ら
ず
。
こ
ゝ

に
京
三
条
の
ほ
と
り
に
、
ご
ふ
く
現
銀
見
世
を
あ
づ
か
り
し
番
頭
、
元
来
す
も

ふ
ず
き
に
て
、
尤
力
も
人
に
こ
え
た
り
け
れ
ば
、
一
生
の
思
ひ
出
に
か
ゝ
る
大

ず
ま
ふ
の
中
へ
と
び
こ
ミ
、
た
と
へ
な
げ
こ
ろ
さ
る
と
て
も
一
番
取
て
見
た
し

と
、
兼
て
お
も
ひ
ゐ
た
り
し
が
、
此
日
も
早
天
よ
り
見
物
に
き
た
り
し
に
、
初

く
ち
中
入
大
ぜ
き
等
す
ミ
て
の
ゝ
ち
、
し
か
る
べ
き
角
力
と
り
の
出
た
る
を
見

て
、
ひ
そ
か
に
仕
た
く
な
し
て
待
か
け
、
呼
出
し
扇
を
上
げ
、
西
は
よ
し
の
山

〳
〵
と
い
ふ
よ
り
は
や
く
、
土
俵
へ
か
け
上
り
、
飛
出
な
り
と
て
、
よ
し
の
山

と
組
合
た
り
、
吉
野
山
ハ
こ
が
ら
な
れ
ど
す
ま
ふ
と
り
也
。
こ
な
た
ハ
大
男
な

れ
ど
も
素
人
な
り
。
組
合
た
ち
合
の
も
や
う
、
見
る
か
げ
な
け
れ
バ
、
見
物
ハ

ミ
な
〳
〵
声
た
て
ゝ
、
〽
お
け
や
い
〳
〵
と
声
か
く
れ
ど
も
、
さ
ら
に
聞
入
ず
。

暫
し
も
み
合
い
た
り
し
が
、
吉
野
山
は
か
の
男
の
左
り
を
さ
し
、
ヱ
イ
〳
〵
と

こ
え
を
出
し
、
土
俵
ぎ
ハ
ま
で
お
し
て
ゆ
き
、
手
が
る
に
つ
き
出
さ
ん
と
す
る

と
き
に
、
か
の
男
ハ
、
ア
ツ
ト
一
声
さ
け
び
な
が
ら
、
身
を
ひ
ね
れ
ば
、
よ
し

の
山
は
お
の
が
ち
か
ら
に
は
づ
ミ
を
う
ち
、
土
俵
よ
り
一
間
バ
か
り
む
か
ふ
へ

ど
ふ
ど
こ
ろ
ぶ
。
見
物
ハ
お
も
ハ
ず
し
ら
ず
、
い
ち
ど
に
ど
つ
と
声
を
あ
げ
、

ヤ
ン
ヤ
〳
〵
と
ほ
め
け
れ
バ
、
行
司
ハ
う
ち
ハ
を
上
た
れ
ど
も
、
か
の
男
が
名

の
り
な
け
れ
バ
、
か
ち
ず
ま
ふ
現
銀
か
け
直
な
し
ト
い
へ
ば
、
見
物

ど
ふ
り
で
ま

け
お
ら
な
ん
だ

同
じ
落
ち
の
小
咄
は
12
『
軽
口
ひ
や
う
金
房
』
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
。
詳
し
く
は

四
章
で
述
べ
る
が
、
こ
の
落
ち
が
用
い
ら
れ
た
小
咄
は
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。

史
料
一
一
は
、
相
撲
場
の
情
景
を
語
る
場
面
が
聴
き
所
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
近
世
の

相
撲
の
取
組
を
伝
え
て
く
れ
る
史
料
は
決
し
て
多
く
は
な
い
。
史
料
一
一
に
は
土
俵

上
の
行
司
や
呼
出
し
の
所
作
が
活
写
さ
れ
て
い
る
。
芭
蕉
の
句
と
あ
る
の
は
、
元
禄
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七
年
（
一
六
九
四
（
刊
の
俳
諧
集
『
炭
俵
』
に
収
録
さ
れ
た
高
弟
・
服
部
嵐
雪
に
よ

る
「
相
撲
取
　
な
ら
ぶ
や
秋
の
　
か
ら
に
し
き（

21
（

」
の
こ
と
。
土
俵
上
の
化
粧
廻
し
が

秋
の
唐
錦
の
よ
う
に
美
し
い
と
詠
ん
だ
も
の
だ
。

後
半
で
は
番
頭
が
飛
び
入
り
で
取
組
に
登
場
す
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
相
撲

好
き
の
番
頭
は
一
生
の
思
い
出
に
す
る
た
め
に
土
俵
に
上
が
り
、
見
事
に
吉
野
山
を

投
げ
飛
ば
し
た
。
近
世
後
期
、
相
撲
を
生
業
と
す
る
集
団
が
興
行
す
る
場
合
、
そ
こ

に
素
人
の
相
撲
を
交
え
る
こ
と
は
幕
府
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
実
際
に

は
上
位
に
相
撲
を
生
業
と
す
る
者
、
下
位
に
そ
の
地
域
の
素
人
を
据
え
て
興
行
を
催

し
た
巡
業
の
番
付
表
が
数
多
く
現
存
す
る
。
幕
府
は
禁
止
し
て
い
た
も
の
の
、
実
態

と
し
て
は
素
人
が
相
撲
興
行
に
登
場
す
る
こ
と
は
珍
し
く
な
か
っ
た（

22
（

。
史
料
一
一
の

よ
う
に
飛
び
入
り
で
土
俵
に
上
が
る
素
人
も
少
な
く
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
小
咄
で
は

あ
る
も
の
の
、
相
撲
興
行
の
様
子
を
豊
か
に
伝
え
て
く
れ
て
い
る
。

安
永
九
年
（
一
七
八
〇
（
序
52
『
初
登
』
に
は
観
客
の
熱
狂
ぶ
り
を
描
写
し
た
小

咄
が
あ
る
。

［
史
料
一
二
］○

角
　
力

深
川
八
幡
の
角
力
、
近
年
の
大
は
や
り
。
ヤ
レ
、
贔
屓
の
伊
達
が
と
る
ハ
と
、

気
に
な
つ
て
、
ど
つ
こ
い
こ
り
や
〳
〵
と
虚
空
に
り
き
ん
で
居
る
あ
た
ま
の
上

へ
吸
殻
を
落
さ
れ
、
ア
ヽ
熱
い
と
云
な
か
ら
、
角
力
の
皮
切
だ
。
こ
ら
へ
て
見

よ
ふ

安
永
年
間
は
、
深
川
八
幡
で
相
撲
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
大
流
行

で
場
内
が
混
み
合
っ
て
い
た
。
観
客
の
頭
の
上
に
煙
草
の
吸
殻
が
落
ち
て
き
た
が
、

贔
屓
の
相
撲
取
が
出
て
き
た
の
で
文
句
を
言
わ
ず
に
こ
ら
え
て
取
組
を
見
て
い
る
。

少
々
誇
張
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
場
内
の
熱
気
を
伝
え
る
小
咄
で
あ
る
。

天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
（
刊
の
98
『
百
面
相
仕
方
ば
な
し
』
に
も
、
取
組
に
熱

狂
す
る
観
客
が
登
場
す
る
。

［
史
料
一
三
］角

力
ず
き

○
角
力
と
り
な
ら
ぶ
や
秋
の
か
ら
に
し
き
、
と
ハ
、
嵐
雪
の
名
吟
だ
が
、
な
る

ほ
ど
、
ど
ひ
や
う
の
上
へ
あ
げ
た
ば
か
り
で
た
く
さ
ん
だ
。
り
つ
ぱ
な
も
の
だ

ぜ
。
イ
ヤ
、
お
ら
が
せ
き
と
り
、
た
の
ミ
ま
す
。
ア
レ
見
な
せ
へ
。
い
ゝ
か
ら

だ
だ
。
だ
い
ば
ん
じ
や
く
だ
ア
。
つ
よ
い
す
ま
ふ
ヨ
。
イ
ヤ
、
せ
か
ず
に
〳
〵
。

ぎ
や
う
じ
の
大
人
た
の
ミ
ま
す
。
ま
つ
た
〳
〵
。
ば
ん
ま
で
か
ゝ
つ
て
と
つ
て

も
い
ゝ
ぞ
。
見
る
の
ハ
此
角
力
ば
か
り
だ
。
イ
ヤ
、
そ
ら
た
つ
た
。
ど
つ
こ
い
、

ど
ふ
し
て
。
イ
ヤ
、
そ
れ
四
ツ
に
な
つ
た
。
ア
レ
、
上
手
な
も
の
だ
。
こ
し
を

ふ
つ
て
、
三
ツ
へ
手
を
か
け
さ
せ
ね
へ
。
イ
ヤ
、
ど
つ
こ
い
。
お
し
き
れ
〳
〵
。

そ
う
ハ
い
か
ね
へ
。
お
れ
が
つ
い
て
る
。
ソ
リ
ヤ
あ
と
が
ね
へ
。
ソ
レ
そ
う
だ
。

の
こ
つ
た
。
ウ
ム
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
、
お
し
き
れ
〳
〵
。
ナ
ニ
な
ん
だ
、
だ
ま
つ
て
見

ろ
と
。
べ
ら
ぼ
う
め
、
お
れ
が
く
ち
で
、
お
れ
が
き
く
の
だ
。
お
い
て
く
れ
。

な
ん
だ
、
つ
ば
き
が
は
ね
る
。
は
ね
ね
へ
で
ヨ
。
こ
の
角
力
ハ
せ
き
と
せ
き
だ

も
の
を

落
ち
は
、
黙
っ
て
見
ろ
、
つ
ば
き
が
は
ね
る
と
ほ
か
の
観
客
と
も
め
る
が
、
関
と

関
の
相
撲
だ
か
ら
つ
ば
き
は
は
ね
な
い
と
、
関
と
咳
を
か
け
た
も
の
だ
。
贔
屓
に
す

る
関
取
の
取
組
に
熱
狂
す
る
観
客
の
姿
が
目
に
浮
か
ん
で
く
る
。「
ば
ん
ま
で
か
ゝ

つ
て
と
つ
て
も
い
ゝ
ぞ
。
見
る
の
ハ
此
角
力
ば
か
り
だ
」
と
あ
り
、
晩
ま
で
ず
っ
と

相
撲
を
取
っ
て
い
て
も
よ
い
と
、
贔
屓
に
す
る
相
撲
取
へ
の
観
客
の
思
い
入
れ
が
う

か
が
え
る
。
現
在
の
大
相
撲
は
仕
切
り
に
制
限
時
間
が
設
け
ら
れ
て
い
る（
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。
し
か
し

近
世
は
制
限
時
間
が
な
か
っ
た
た
め
、
お
互
い
の
呼
吸
が
合
う
ま
で
仕
切
り
を
繰
り

（1（）

野
山
』
で
は
史
料
九
の
小
咄
が
更
に
進
化
し
て
い
る
。

［
史
料
一
〇
］角

力
場

角
力
場
へ
行
キ
、
よ
し
づ
ゟ
覗
て
見
る
。
う
し
ろ
か
ら
、
〽
こ
れ
〳
〵
、
そ
こ

か
ら
の
ぞ
く
ま
い
と
、
引
の
け
る
。
〽
か
の
お
と
こ
、
思
案
し
て
、
こ
れ
ハ
鹿

子
餅
の
は
な
し
の
伝
が
能
イ
と
、
よ
し
ず
の
間
か
ら
、
尻
を
す
つ
と
出
し
て
居

る
内
に
、
喜
せ
る
を
ぬ
か
れ
た

相
撲
場
に
無
銭
で
入
り
込
も
う
と
し
た
者
が
、
具
体
的
に
史
料
九
と
同
じ
方
法
を

試
し
た
が
、
今
度
は
煙
管
を
盗
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
史
料
一
〇
の
相
撲
場
も
か
な
り

混
み
合
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
尻
か
ら
入
ろ
う
と
し
た
点
は
噺
の
世
界
で
あ
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
混
雑
し
た
相
撲
場
で
は
煙
管
を
盗
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
。
ま
た
葭
簀
の
隙
間
か
ら
覗
く
様
子
も
描
か
れ
て
い
る
。
史
料
九
・
一
〇
か
ら
は
、

竹
矢
来
・
葭
簀
張
で
組
ま
れ
た
相
撲
場
の
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

相
撲
場
の
情
景
や
取
組
開
始
ま
で
の
様
子
が
細
か
く
描
写
さ
れ
て
い
る
の
が
、
文

政
九
年
（
一
八
二
六
（
刊
の
92
『
落
噺
顋
懸
鎖
』
に
収
録
さ
れ
た
史
料
一
一
だ
。

［
史
料
一
一
］

商
売
ハ
商
売

こ
と
し
大
角
力
あ
り
と
て
、
二
条
の
川
原
に
て
小
屋
を
か
け
、
諸
国
よ
り
　
　

力
者
あ
つ
ま
り
け
る
が
、
勿
論
晴
天
十
日
の
興
行
、
来
る
二
日
吉
日
に
し
て
、

東
西
に
部
屋
を
わ
か
ち
、
行
司
木
村
何
が
し
軍
配
を
と
り
て
、
う
や
〳
〵
し
く

土
俵
の
上
に
た
ち
出
、
四
本
柱
天
ま
く
等
の
い
わ
れ
を
の
べ
、
な
ら
び
に
す
ま

ひ
の
古
実
等
を
も
の
が
た
り
、
左
り
の
方
に
よ
り
て
ひ
か
へ
け
る
に
、
呼
出
し

の
奴
、
扇
を
ひ
ろ
げ
て
東
西
よ
り
よ
び
入
れ
ば
、
げ
に
や
、
ば
せ
を
の
句
の
ご

と
く
、
秋
の
か
ら
に
し
き
の
ご
と
く
に
、
各
お
も
ひ
〳
〵
の
ま
わ
し
を
〆
て
、

土
俵
入
の
は
で
や
か
な
る
こ
と
、
も
の
に
た
と
へ
て
い
ふ
べ
く
も
あ
ら
ず
。
こ
ゝ

に
京
三
条
の
ほ
と
り
に
、
ご
ふ
く
現
銀
見
世
を
あ
づ
か
り
し
番
頭
、
元
来
す
も

ふ
ず
き
に
て
、
尤
力
も
人
に
こ
え
た
り
け
れ
ば
、
一
生
の
思
ひ
出
に
か
ゝ
る
大

ず
ま
ふ
の
中
へ
と
び
こ
ミ
、
た
と
へ
な
げ
こ
ろ
さ
る
と
て
も
一
番
取
て
見
た
し

と
、
兼
て
お
も
ひ
ゐ
た
り
し
が
、
此
日
も
早
天
よ
り
見
物
に
き
た
り
し
に
、
初

く
ち
中
入
大
ぜ
き
等
す
ミ
て
の
ゝ
ち
、
し
か
る
べ
き
角
力
と
り
の
出
た
る
を
見

て
、
ひ
そ
か
に
仕
た
く
な
し
て
待
か
け
、
呼
出
し
扇
を
上
げ
、
西
は
よ
し
の
山

〳
〵
と
い
ふ
よ
り
は
や
く
、
土
俵
へ
か
け
上
り
、
飛
出
な
り
と
て
、
よ
し
の
山

と
組
合
た
り
、
吉
野
山
ハ
こ
が
ら
な
れ
ど
す
ま
ふ
と
り
也
。
こ
な
た
ハ
大
男
な

れ
ど
も
素
人
な
り
。
組
合
た
ち
合
の
も
や
う
、
見
る
か
げ
な
け
れ
バ
、
見
物
ハ

ミ
な
〳
〵
声
た
て
ゝ
、
〽
お
け
や
い
〳
〵
と
声
か
く
れ
ど
も
、
さ
ら
に
聞
入
ず
。

暫
し
も
み
合
い
た
り
し
が
、
吉
野
山
は
か
の
男
の
左
り
を
さ
し
、
ヱ
イ
〳
〵
と

こ
え
を
出
し
、
土
俵
ぎ
ハ
ま
で
お
し
て
ゆ
き
、
手
が
る
に
つ
き
出
さ
ん
と
す
る

と
き
に
、
か
の
男
ハ
、
ア
ツ
ト
一
声
さ
け
び
な
が
ら
、
身
を
ひ
ね
れ
ば
、
よ
し

の
山
は
お
の
が
ち
か
ら
に
は
づ
ミ
を
う
ち
、
土
俵
よ
り
一
間
バ
か
り
む
か
ふ
へ

ど
ふ
ど
こ
ろ
ぶ
。
見
物
ハ
お
も
ハ
ず
し
ら
ず
、
い
ち
ど
に
ど
つ
と
声
を
あ
げ
、

ヤ
ン
ヤ
〳
〵
と
ほ
め
け
れ
バ
、
行
司
ハ
う
ち
ハ
を
上
た
れ
ど
も
、
か
の
男
が
名

の
り
な
け
れ
バ
、
か
ち
ず
ま
ふ
現
銀
か
け
直
な
し
ト
い
へ
ば
、
見
物

ど
ふ
り
で
ま

け
お
ら
な
ん
だ

同
じ
落
ち
の
小
咄
は
12
『
軽
口
ひ
や
う
金
房
』
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
。
詳
し
く
は

四
章
で
述
べ
る
が
、
こ
の
落
ち
が
用
い
ら
れ
た
小
咄
は
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。

史
料
一
一
は
、
相
撲
場
の
情
景
を
語
る
場
面
が
聴
き
所
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
近
世
の

相
撲
の
取
組
を
伝
え
て
く
れ
る
史
料
は
決
し
て
多
く
は
な
い
。
史
料
一
一
に
は
土
俵

上
の
行
司
や
呼
出
し
の
所
作
が
活
写
さ
れ
て
い
る
。
芭
蕉
の
句
と
あ
る
の
は
、
元
禄
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取
の
黒
雲
・
稲
妻
・
雷
が
迫
る
。
蚊
帳
を
つ
っ
て
隠
れ
、
臍
を
取
ら
れ
る
の
を
防
ご

う
と
し
て
い
る
。
ま
ず
指
摘
で
き
る
の
は
、
昼
過
ぎ
に
家
に
戻
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

亭
主
は
朝
か
ら
相
撲
場
で
見
物
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
点
で
あ
る
。
史
料
一
五

の
よ
う
に
相
撲
好
き
が
高
じ
て
連
日
朝
か
ら
相
撲
場
に
詰
め
か
け
た
人
々
も
少
な
く

な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
次
に
指
摘
で
き
る
の
は
、
興
奮
し
た
観
客
が
物
を
投
げ
て
い
る

点
で
あ
る
。
こ
の
点
は
次
の
史
料
一
六
も
あ
わ
せ
て
紹
介
し
た
い
。

観
客
の
熱
狂
ぶ
り
が
頂
点
に
達
し
て
い
る
の
が
寛
政
八
年
刊
の
69
『
喜
美
談
語
』

に
収
録
さ
れ
た
史
料
一
六
だ
。『
喜
美
談
語
』
に
は
江
戸
落
語
中
興
の
祖
・
初
代

立
川
焉
馬
が
序
文
を
寄
せ
て
お
り
、
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
（
の
咄
の
会
に
寄
せ

ら
れ
た
五
八
〇
余
話
か
ら
秀
作
を
選
ん
で
収
録
さ
れ
て
い
る
。
咄
の
会
は
、
焉
馬

や
十
返
舎
一
九
ら
の
主
催
に
よ
り
天
明
六
年
に
第
一
回
が
開
催
さ
れ
、
寛
政
四
年

（
一
七
九
二
（か
ら
は
月
例
で
行
わ
れ
る
な
ど
、
盛
況
を
極
め
て
い
た
。『
喜
美
談
語
』

は
咄
の
会
か
ら
秀
作
を
選
ん
で
刊
行
し
た
初
期
の
代
表
的
な
作
品
で
あ
る
。

［
史
料
一
六
］○

相
撲
見
物

〽
角
力
見
物
に
ゆ
き
、
だ
ん
〳
〵
中
入
前
に
成
て
、
手
前
の
ひ
い
き
の
角
力
が

取
組
に
な
る
と
、
立
合
か
ら
息
せ
い
は
つ
て
、
か
た
づ
を
呑
、
負
る
な
〳
〵
。

そ
ふ
だ
〳
〵
と
り
き
ミ
か
へ
つ
て
い
る
内
、
思
ふ
様
に
片
透
に
土
俵
の
真
中
へ

相
手
を
投
出
す
。
見
物
大
勢
ど
つ
と
い
ふ
声
。
嬉
し
さ
こ
ら
へ
ら
れ
ず
、
羽
織

を
投
出
し
、
ま
だ
な
ん
ぞ
や
り
た
い
か
ら
、
帯
を
解
て
着
物
を
ぬ
き
に
懸
り
、

何
か
気
が
付
て
べ
つ
た
り
す
わ
り
な
か
ら
、
友
だ
ち
に
、
コ
レ
、
下
帯
を
か
し

て
く
れ

贔
屓
の
相
撲
取
が
勝
っ
て
興
奮
す
る
観
客
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
観
客

は
羽
織
や
帯
を
脱
い
で
い
る
が
、
こ
れ
は
投
げ
纏
頭
と
呼
ば
れ
る
行
為
だ
。
自
分
が

贔
屓
に
す
る
相
撲
取
が
勝
っ
た
場
合
、
観
客
が
土
俵
に
向
か
っ
て
羽
織
や
持
ち
物
を

投
げ
る
。
こ
れ
ら
に
は
持
ち
主
の
名
が
書
い
て
あ
り
、
相
撲
取
や
付
け
人
ら
が
後
で

届
け
る
と
祝
儀
が
渡
さ
れ
た
。
こ
の
観
客
は
熱
狂
す
る
あ
ま
り
、
自
分
の
下
帯
ま
で

投
げ
て
し
ま
っ
た
。
宝
暦
五
年
刊
の
26
『
口
合
恵
宝
袋
』
に
も
投
げ
纏
頭
の
記
述
あ

る
。

［
史
料
一
七
］す

も
ふ
の
花

大
坂
に
て
勧
進
ず
も
ふ
あ
り
。
東
の
関
と
西
の
小
結
と
取
合
、
い
か
ゞ
し
け
ん
、

東
の
関
ま
け
た
り
。
見
物
の
中
よ
り
、
東
の
関
へ
と
花
を
や
り
た
り
。
ま
け
た

方
へ
は
な
を
つ
か
ハ
す
ハ
心
得
ず
と
、
皆
〳
〵
ふ
し
ん
に
思
ひ
、
よ
く
〳
〵
ミ

れ
バ
、
敗
毒
散
で
あ
つ
た
。
せ
き
を
や
め
い
と
い
ふ
こ
と
か
。

負
け
た
相
手
に
祝
儀
の
花
を
贈
っ
た
と
思
っ
た
ら
、
実
は
化
膿
を
防
ぎ
、
初
期
の

風
邪
に
も
用
い
ら
れ
た
敗
毒
散
で
あ
っ
た
。「
東
の
関
」
と
は
東
の
大
関
の
こ
と
で
、

西
の
小
結
に
負
け
た
の
な
ら
も
う
関
（
咳
（
を
や
め
て
し
ま
え
、
と
い
う
落
ち
。

寺
門
静
軒
は
投
げ
纏
頭
に
つ
い
て
、
天
保
三
年
（
一
八
三
二
（
か
ら
刊
行
さ
れ
た

『
江
戸
繁
昌
記
』
で
「
各
々
物
を
抛
ち
て
纏
頭
と
為
す
。
自
家
の
衣
着
、
浄
々
投
げ

尽
し
て
甚
だ
し
。
或
い
は
傍
人
の
短
掛
を
褫
ふ
に
至
る（

24
（

」
と
活
写
し
て
い
る
。
投
げ

纏
頭
は
幕
末
に
来
日
し
た
外
国
人
の
目
に
も
と
ま
っ
た
。
プ
ロ
イ
セ
ン
の
オ
イ
レ
ン

ブ
ル
ク
に
随
行
し
て
来
日
し
た
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
や
イ
タ
リ
ア
使
節
の
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・

ア
ル
ミ
ニ
ヨ
ン
も
そ
の
様
子
を
記
録
し
て
い
る（

25
（

。
安
政
三
年
（
一
八
五
六
（
に
は
歌

川
国
郷
も
「
江
戸
両
国
回
向
院
大
相
撲
之
図（

26
（

」
の
一
場
面
と
し
て
描
い
た
。
ま
た
安

永
八
年
（
一
七
七
九
（
の
「
ち
い
つ
さ
な
　
羽
折
を
貰
ふ
　
勝
角
力
」、
文
化
四
年

（
一
八
〇
七
（
の
「
勝
角
力
　
衣
類
い
ぎ
や
う
の
　
花
が
降
リ
」
な
ど
、
投
げ
纏
頭

を
扱
っ
た
川
柳
も
枚
挙
に
暇
が
な
い（

27
（

。
史
料
一
六
・
一
七
か
ら
は
、
投
げ
纏
頭
の
状

（16）

返
し
て
い
た
。
さ
す
が
に
晩
ま
で
か
か
る
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
が
、
現
在
よ
り

も
ゆ
っ
く
り
と
長
時
間
を
か
け
て
取
組
を
楽
し
ん
で
い
た
観
客
の
様
子
が
わ
か
る
。

ま
た
取
組
に
つ
い
て
も
「
そ
れ
四
ツ
に
な
つ
た
」「
こ
し
を
ふ
つ
て
、
三
ツ
へ
手
を

か
け
さ
せ
ね
へ
」
な
ど
と
描
か
れ
て
い
る
。
組
み
合
っ
て
い
る
様
子
や
、
腰
を
振
っ

て
褌
に
手
を
か
け
さ
せ
ま
い
、
す
な
わ
ち
ま
わ
し
を
取
ら
せ
な
い
よ
う
に
す
る
姿
が

目
に
浮
か
ぶ
。

次
の
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
（
刊
24
『
軽
口
腹
太
鼓
』
収
録
の
史
料
一
四
か
ら
も

取
組
の
様
子
が
う
か
が
え
る
。

［
史
料
一
四
］薬

り
き

或
人
す
ま
ふ
を
見
に
行
し
に
、
何
と
か
や
い
ふ
す
ま
ふ
と
り
が
ま
け
て
、
腰
の

あ
た
り
を
四
本
ば
し
ら
で
し
た
ゝ
か
に
う
ち
、
目
を
ま
ハ
し
た
り
。
す
ま
ふ
取

ど
も
引
お
こ
し
、
い
ろ
〳
〵
と
す
れ
ど
、
ぐ
に
や
り
〳
〵
と
し
て
た
わ
い
な
し
。

見
物
の
中
に
た
し
な
ミ
の
よ
い
人
、
丸
や
く
一
包
取
出
し
や
れ
バ
、
や
が
て
是

を
の
ま
す
と
、
俄
に
五
躰
ぬ
く
も
り
、
次
第
〳
〵
に
火
の
ご
と
く
、
す
つ
く
と

立
て
し
や
ち
ば
り
た
り
。
こ
り
や
気
が
付
た
か
。
ど
ふ
じ
や
〳
〵
と
い
へ
ど
、

も
の
も
い
わ
ず
、
た
ゞ
し
や
ち
こ
ば
る
ば
か
り
な
り
。
大
ぜ
い
よ
つ
て
が
く
や

へ
つ
れ
ゆ
き
、
と
や
か
く
し
て
本
性
つ
き
け
り
。
か
の
丸
薬
や
つ
た
人
、
扨
も

希
有
希
烈
な
丸
じ
か
な
。
さ
い
ぜ
ん
や
り
し
ハ
慥
に
あ
さ
ま
の
万
金
丹
じ
や
が

と
、
紙
入
取
出
し
見
れ
バ
、
万
金
丹
ハ
や
は
り
有
。
め
ま
い
に
や
つ
た
は
、
の

ふ
お
そ
ろ
し
や
、
ひ
が
し
口
の
長
命
丸
じ
や
。

こ
の
小
咄
で
は
相
撲
取
が
四
本
柱
に
腰
の
あ
た
り
を
ぶ
つ
け
て
目
を
ま
わ
し
て
し

ま
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
笑
い
の
題
材
で
あ
る
が
、
実
際
の
取
組
で
も
四
本
柱
に
体

を
ぶ
つ
け
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
。
ま
た
現
在
の
支
度
部
屋
に
あ
た
る

部
屋
を
、
芝
居
な
ど
と
同
様
に
「
が
く
や
」
と
表
し
て
い
る
。『
軽
口
腹
太
鼓
』
が

刊
行
さ
れ
た
宝
暦
二
年
の
段
階
で
は
、
ま
だ
支
度
部
屋
と
は
呼
ば
れ
て
い
な
か
っ
た

と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

な
お
「
あ
さ
ま
の
万
金
丹
」
は
伊
勢
参
り
の
お
土
産
で
、
伊
勢
国
・
朝
熊
山
の
野

間
屋
で
作
ら
れ
た
胃
腸
薬
の
こ
と
。
解
毒
や
気
付
け
な
ど
に
も
効
果
が
あ
っ
た
と
い

う
。
万
金
丹
と
間
違
え
て
相
撲
取
に
与
え
た
「
ひ
が
し
口
の
長
命
丸
」
は
、
強
精
の

塗
布
剤
の
こ
と
。
江
戸
で
は
両
国
の
四
目
屋
、
大
坂
で
は
新
町
西
口
で
販
売
さ
れ
て

い
た
も
の
が
著
名
だ
っ
た
。「
ひ
が
し
口
」
と
あ
る
の
は
、
実
際
に
は
西
口
の
こ
と

で
あ
ろ
う
か
。
強
精
の
薬
の
方
が
よ
く
効
い
た
と
い
う
落
ち
で
あ
る
。

文
化
八
年
（
一
八
一
一
（
頃
に
刊
行
さ
れ
た
83
『
種
が
し
ま
』
の
観
客
は
、
熱
狂

す
る
あ
ま
り
騒
動
に
巻
き
込
ま
れ
る
。

［
史
料
一
五
］○

角
力
好
の
亭
主

す
ま
ふ
見
物
に
ゆ
き
し
が
、
ひ
る
す
ぎ
に
青
く
な
つ
て
う
ち
へ
か
へ
り
、
か
ゝ

ア
ど
ん
。
マ
ア
水
を
一
ツ
ぱ
い
の
ま
せ
て
下
せ
へ
。   

女
房   

お
め
へ
、
マ
ア
ど
う

し
な
さ
つ
た
　  

亭
主   

き
い
て
下
せ
へ
。
け
ふ
お
れ
が
ひ
い
き
の
す
ま
ふ
が
ま

け
た
か
ら
、
お
も
わ
ず
そ
ば
に
あ
る
と
つ
く
り
を
な
げ
た
ら
、
大
ぜ
い
す
ま
ふ

と
り
が
跡
か
ら
お
つ
か
け
て
来
る
に
よ
つ
て
、
よ
ふ
〳
〵
う
ち
へ
に
げ
こ
ん
だ
。

子
ぞ
う
や
。
お
も
て
を
見
て
く
れ
。
よ
も
や
モ
ウ
来
や
ア
し
め
へ
　  

子
ぞ
う  

だ
ん
な
。
〽
ま
い
り
ま
す
〳
〵
。
し
か
も
く
ろ
く
も
と
い
な
づ
ま
と
い
か
づ
ち
か

ま
い
り
ま
す
ト
い
へ
バ
、    

て
い
し
ゆ   

そ
い
つ
ア
た
ま
ら
ね
へ
。
か
ゝ
ア
ど
ん
、

は
や
く
〽
蚊
屋
を
つ
つ
て
下
せ
へ

贔
屓
の
相
撲
が
負
け
て
し
ま
い
、
亭
主
が
徳
利
を
土
俵
に
向
か
っ
て
投
げ
て
し
ま
っ

た
ら
、
怒
っ
た
大
勢
の
相
撲
取
が
追
い
か
け
て
き
た
。
家
に
逃
げ
込
ん
だ
が
、
相
撲
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取
の
黒
雲
・
稲
妻
・
雷
が
迫
る
。
蚊
帳
を
つ
っ
て
隠
れ
、
臍
を
取
ら
れ
る
の
を
防
ご

う
と
し
て
い
る
。
ま
ず
指
摘
で
き
る
の
は
、
昼
過
ぎ
に
家
に
戻
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

亭
主
は
朝
か
ら
相
撲
場
で
見
物
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
点
で
あ
る
。
史
料
一
五

の
よ
う
に
相
撲
好
き
が
高
じ
て
連
日
朝
か
ら
相
撲
場
に
詰
め
か
け
た
人
々
も
少
な
く

な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
次
に
指
摘
で
き
る
の
は
、
興
奮
し
た
観
客
が
物
を
投
げ
て
い
る

点
で
あ
る
。
こ
の
点
は
次
の
史
料
一
六
も
あ
わ
せ
て
紹
介
し
た
い
。

観
客
の
熱
狂
ぶ
り
が
頂
点
に
達
し
て
い
る
の
が
寛
政
八
年
刊
の
69
『
喜
美
談
語
』

に
収
録
さ
れ
た
史
料
一
六
だ
。『
喜
美
談
語
』
に
は
江
戸
落
語
中
興
の
祖
・
初
代

立
川
焉
馬
が
序
文
を
寄
せ
て
お
り
、
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
（
の
咄
の
会
に
寄
せ

ら
れ
た
五
八
〇
余
話
か
ら
秀
作
を
選
ん
で
収
録
さ
れ
て
い
る
。
咄
の
会
は
、
焉
馬

や
十
返
舎
一
九
ら
の
主
催
に
よ
り
天
明
六
年
に
第
一
回
が
開
催
さ
れ
、
寛
政
四
年

（
一
七
九
二
（か
ら
は
月
例
で
行
わ
れ
る
な
ど
、
盛
況
を
極
め
て
い
た
。『
喜
美
談
語
』

は
咄
の
会
か
ら
秀
作
を
選
ん
で
刊
行
し
た
初
期
の
代
表
的
な
作
品
で
あ
る
。

［
史
料
一
六
］○

相
撲
見
物

〽
角
力
見
物
に
ゆ
き
、
だ
ん
〳
〵
中
入
前
に
成
て
、
手
前
の
ひ
い
き
の
角
力
が

取
組
に
な
る
と
、
立
合
か
ら
息
せ
い
は
つ
て
、
か
た
づ
を
呑
、
負
る
な
〳
〵
。

そ
ふ
だ
〳
〵
と
り
き
ミ
か
へ
つ
て
い
る
内
、
思
ふ
様
に
片
透
に
土
俵
の
真
中
へ

相
手
を
投
出
す
。
見
物
大
勢
ど
つ
と
い
ふ
声
。
嬉
し
さ
こ
ら
へ
ら
れ
ず
、
羽
織

を
投
出
し
、
ま
だ
な
ん
ぞ
や
り
た
い
か
ら
、
帯
を
解
て
着
物
を
ぬ
き
に
懸
り
、

何
か
気
が
付
て
べ
つ
た
り
す
わ
り
な
か
ら
、
友
だ
ち
に
、
コ
レ
、
下
帯
を
か
し

て
く
れ

贔
屓
の
相
撲
取
が
勝
っ
て
興
奮
す
る
観
客
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
観
客

は
羽
織
や
帯
を
脱
い
で
い
る
が
、
こ
れ
は
投
げ
纏
頭
と
呼
ば
れ
る
行
為
だ
。
自
分
が

贔
屓
に
す
る
相
撲
取
が
勝
っ
た
場
合
、
観
客
が
土
俵
に
向
か
っ
て
羽
織
や
持
ち
物
を

投
げ
る
。
こ
れ
ら
に
は
持
ち
主
の
名
が
書
い
て
あ
り
、
相
撲
取
や
付
け
人
ら
が
後
で

届
け
る
と
祝
儀
が
渡
さ
れ
た
。
こ
の
観
客
は
熱
狂
す
る
あ
ま
り
、
自
分
の
下
帯
ま
で

投
げ
て
し
ま
っ
た
。
宝
暦
五
年
刊
の
26
『
口
合
恵
宝
袋
』
に
も
投
げ
纏
頭
の
記
述
あ

る
。

［
史
料
一
七
］す

も
ふ
の
花

大
坂
に
て
勧
進
ず
も
ふ
あ
り
。
東
の
関
と
西
の
小
結
と
取
合
、
い
か
ゞ
し
け
ん
、

東
の
関
ま
け
た
り
。
見
物
の
中
よ
り
、
東
の
関
へ
と
花
を
や
り
た
り
。
ま
け
た

方
へ
は
な
を
つ
か
ハ
す
ハ
心
得
ず
と
、
皆
〳
〵
ふ
し
ん
に
思
ひ
、
よ
く
〳
〵
ミ

れ
バ
、
敗
毒
散
で
あ
つ
た
。
せ
き
を
や
め
い
と
い
ふ
こ
と
か
。

負
け
た
相
手
に
祝
儀
の
花
を
贈
っ
た
と
思
っ
た
ら
、
実
は
化
膿
を
防
ぎ
、
初
期
の

風
邪
に
も
用
い
ら
れ
た
敗
毒
散
で
あ
っ
た
。「
東
の
関
」
と
は
東
の
大
関
の
こ
と
で
、

西
の
小
結
に
負
け
た
の
な
ら
も
う
関
（
咳
（
を
や
め
て
し
ま
え
、
と
い
う
落
ち
。

寺
門
静
軒
は
投
げ
纏
頭
に
つ
い
て
、
天
保
三
年
（
一
八
三
二
（
か
ら
刊
行
さ
れ
た

『
江
戸
繁
昌
記
』
で
「
各
々
物
を
抛
ち
て
纏
頭
と
為
す
。
自
家
の
衣
着
、
浄
々
投
げ

尽
し
て
甚
だ
し
。
或
い
は
傍
人
の
短
掛
を
褫
ふ
に
至
る（

24
（

」
と
活
写
し
て
い
る
。
投
げ

纏
頭
は
幕
末
に
来
日
し
た
外
国
人
の
目
に
も
と
ま
っ
た
。
プ
ロ
イ
セ
ン
の
オ
イ
レ
ン

ブ
ル
ク
に
随
行
し
て
来
日
し
た
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
や
イ
タ
リ
ア
使
節
の
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・

ア
ル
ミ
ニ
ヨ
ン
も
そ
の
様
子
を
記
録
し
て
い
る（

25
（

。
安
政
三
年
（
一
八
五
六
（
に
は
歌

川
国
郷
も
「
江
戸
両
国
回
向
院
大
相
撲
之
図（

26
（

」
の
一
場
面
と
し
て
描
い
た
。
ま
た
安

永
八
年
（
一
七
七
九
（
の
「
ち
い
つ
さ
な
　
羽
折
を
貰
ふ
　
勝
角
力
」、
文
化
四
年

（
一
八
〇
七
（
の
「
勝
角
力
　
衣
類
い
ぎ
や
う
の
　
花
が
降
リ
」
な
ど
、
投
げ
纏
頭

を
扱
っ
た
川
柳
も
枚
挙
に
暇
が
な
い（

27
（

。
史
料
一
六
・
一
七
か
ら
は
、
投
げ
纏
頭
の
状

（16）

返
し
て
い
た
。
さ
す
が
に
晩
ま
で
か
か
る
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
が
、
現
在
よ
り

も
ゆ
っ
く
り
と
長
時
間
を
か
け
て
取
組
を
楽
し
ん
で
い
た
観
客
の
様
子
が
わ
か
る
。

ま
た
取
組
に
つ
い
て
も
「
そ
れ
四
ツ
に
な
つ
た
」「
こ
し
を
ふ
つ
て
、
三
ツ
へ
手
を

か
け
さ
せ
ね
へ
」
な
ど
と
描
か
れ
て
い
る
。
組
み
合
っ
て
い
る
様
子
や
、
腰
を
振
っ

て
褌
に
手
を
か
け
さ
せ
ま
い
、
す
な
わ
ち
ま
わ
し
を
取
ら
せ
な
い
よ
う
に
す
る
姿
が

目
に
浮
か
ぶ
。

次
の
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
（
刊
24
『
軽
口
腹
太
鼓
』
収
録
の
史
料
一
四
か
ら
も

取
組
の
様
子
が
う
か
が
え
る
。

［
史
料
一
四
］薬

り
き

或
人
す
ま
ふ
を
見
に
行
し
に
、
何
と
か
や
い
ふ
す
ま
ふ
と
り
が
ま
け
て
、
腰
の

あ
た
り
を
四
本
ば
し
ら
で
し
た
ゝ
か
に
う
ち
、
目
を
ま
ハ
し
た
り
。
す
ま
ふ
取

ど
も
引
お
こ
し
、
い
ろ
〳
〵
と
す
れ
ど
、
ぐ
に
や
り
〳
〵
と
し
て
た
わ
い
な
し
。

見
物
の
中
に
た
し
な
ミ
の
よ
い
人
、
丸
や
く
一
包
取
出
し
や
れ
バ
、
や
が
て
是

を
の
ま
す
と
、
俄
に
五
躰
ぬ
く
も
り
、
次
第
〳
〵
に
火
の
ご
と
く
、
す
つ
く
と

立
て
し
や
ち
ば
り
た
り
。
こ
り
や
気
が
付
た
か
。
ど
ふ
じ
や
〳
〵
と
い
へ
ど
、

も
の
も
い
わ
ず
、
た
ゞ
し
や
ち
こ
ば
る
ば
か
り
な
り
。
大
ぜ
い
よ
つ
て
が
く
や

へ
つ
れ
ゆ
き
、
と
や
か
く
し
て
本
性
つ
き
け
り
。
か
の
丸
薬
や
つ
た
人
、
扨
も

希
有
希
烈
な
丸
じ
か
な
。
さ
い
ぜ
ん
や
り
し
ハ
慥
に
あ
さ
ま
の
万
金
丹
じ
や
が

と
、
紙
入
取
出
し
見
れ
バ
、
万
金
丹
ハ
や
は
り
有
。
め
ま
い
に
や
つ
た
は
、
の

ふ
お
そ
ろ
し
や
、
ひ
が
し
口
の
長
命
丸
じ
や
。

こ
の
小
咄
で
は
相
撲
取
が
四
本
柱
に
腰
の
あ
た
り
を
ぶ
つ
け
て
目
を
ま
わ
し
て
し

ま
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
笑
い
の
題
材
で
あ
る
が
、
実
際
の
取
組
で
も
四
本
柱
に
体

を
ぶ
つ
け
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
。
ま
た
現
在
の
支
度
部
屋
に
あ
た
る

部
屋
を
、
芝
居
な
ど
と
同
様
に
「
が
く
や
」
と
表
し
て
い
る
。『
軽
口
腹
太
鼓
』
が

刊
行
さ
れ
た
宝
暦
二
年
の
段
階
で
は
、
ま
だ
支
度
部
屋
と
は
呼
ば
れ
て
い
な
か
っ
た

と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

な
お
「
あ
さ
ま
の
万
金
丹
」
は
伊
勢
参
り
の
お
土
産
で
、
伊
勢
国
・
朝
熊
山
の
野

間
屋
で
作
ら
れ
た
胃
腸
薬
の
こ
と
。
解
毒
や
気
付
け
な
ど
に
も
効
果
が
あ
っ
た
と
い

う
。
万
金
丹
と
間
違
え
て
相
撲
取
に
与
え
た
「
ひ
が
し
口
の
長
命
丸
」
は
、
強
精
の

塗
布
剤
の
こ
と
。
江
戸
で
は
両
国
の
四
目
屋
、
大
坂
で
は
新
町
西
口
で
販
売
さ
れ
て

い
た
も
の
が
著
名
だ
っ
た
。「
ひ
が
し
口
」
と
あ
る
の
は
、
実
際
に
は
西
口
の
こ
と

で
あ
ろ
う
か
。
強
精
の
薬
の
方
が
よ
く
効
い
た
と
い
う
落
ち
で
あ
る
。

文
化
八
年
（
一
八
一
一
（
頃
に
刊
行
さ
れ
た
83
『
種
が
し
ま
』
の
観
客
は
、
熱
狂

す
る
あ
ま
り
騒
動
に
巻
き
込
ま
れ
る
。

［
史
料
一
五
］○

角
力
好
の
亭
主

す
ま
ふ
見
物
に
ゆ
き
し
が
、
ひ
る
す
ぎ
に
青
く
な
つ
て
う
ち
へ
か
へ
り
、
か
ゝ

ア
ど
ん
。
マ
ア
水
を
一
ツ
ぱ
い
の
ま
せ
て
下
せ
へ
。   

女
房   

お
め
へ
、
マ
ア
ど
う

し
な
さ
つ
た
　  

亭
主   

き
い
て
下
せ
へ
。
け
ふ
お
れ
が
ひ
い
き
の
す
ま
ふ
が
ま

け
た
か
ら
、
お
も
わ
ず
そ
ば
に
あ
る
と
つ
く
り
を
な
げ
た
ら
、
大
ぜ
い
す
ま
ふ

と
り
が
跡
か
ら
お
つ
か
け
て
来
る
に
よ
つ
て
、
よ
ふ
〳
〵
う
ち
へ
に
げ
こ
ん
だ
。

子
ぞ
う
や
。
お
も
て
を
見
て
く
れ
。
よ
も
や
モ
ウ
来
や
ア
し
め
へ
　  

子
ぞ
う  

だ
ん
な
。
〽
ま
い
り
ま
す
〳
〵
。
し
か
も
く
ろ
く
も
と
い
な
づ
ま
と
い
か
づ
ち
か

ま
い
り
ま
す
ト
い
へ
バ
、    

て
い
し
ゆ   

そ
い
つ
ア
た
ま
ら
ね
へ
。
か
ゝ
ア
ど
ん
、

は
や
く
〽
蚊
屋
を
つ
つ
て
下
せ
へ

贔
屓
の
相
撲
が
負
け
て
し
ま
い
、
亭
主
が
徳
利
を
土
俵
に
向
か
っ
て
投
げ
て
し
ま
っ

た
ら
、
怒
っ
た
大
勢
の
相
撲
取
が
追
い
か
け
て
き
た
。
家
に
逃
げ
込
ん
だ
が
、
相
撲
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め
と
、
門
を
い
ふ
て
あ
る
き
ま
す
」
と
あ
る
の
は
市
中
に
取
組
を
触
れ
歩
く
触
太
鼓

の
こ
と
だ
。
麻
疹
の
流
行
で
社
会
は
沈
ん
で
い
た
こ
と
だ
ろ
う
が
、
相
撲
の
小
咄
で

笑
い
を
誘
っ
た
の
だ
。

本
章
で
は
三
井
越
後
屋
の
新
商
法
・
現
金
掛
け
値
な
し
、
麻
疹
の
流
行
に
際
し
て

作
ら
れ
た
小
咄
を
紹
介
し
た
。
笑
い
を
誘
う
た
め
に
世
相
を
織
り
込
み
、
そ
こ
に
庶

民
に
親
し
ま
れ
て
い
た
相
撲
を
交
え
て
ひ
と
つ
の
小
咄
と
し
て
創
作
さ
れ
た
の
で
あ
っ

た
。お

わ
り
に

本
稿
で
は
『
噺
本
大
系
』
に
収
録
さ
れ
た
噺
本
を
素
材
に
、
描
か
れ
た
相
撲
の
様

相
を
紹
介
し
た
。
明
ら
か
に
で
き
た
の
は
以
下
の
点
で
あ
る
。

『
噺
本
大
系
』
に
収
録
さ
れ
た
噺
本
三
三
九
の
内
、
一
〇
四
に
相
撲
の
記
述
が
あ
っ

た
。
全
体
の
約
三
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
の
ぼ
り
、
相
撲
は
庶
民
の
笑
い
の
世
界
で
も

親
し
み
や
す
い
題
材
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
も
ち
ろ
ん
相
撲
興
行
が
流
行
し
て

い
た
た
め
に
小
咄
に
も
頻
繁
に
登
場
し
た
の
だ
。

噺
本
に
登
場
す
る
相
撲
取
は
、
大
男
で
大
力
・
怪
力
の
イ
メ
ー
ジ
で
描
か
れ
て
い

る
。
そ
し
て
釈
迦
ケ
嶽
や
谷
風
な
ど
評
判
を
呼
ん
だ
相
撲
取
は
、
小
咄
の
主
役
と
し

て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
釈
迦
ケ
嶽
や
谷
風
が
活
躍
し
た
の
は
、
相
撲
が
定
期
的
に
催

さ
れ
、
評
判
を
呼
ん
で
い
た
時
期
、
そ
し
て
安
永
年
間
に
お
け
る
江
戸
で
の
噺
本
の

流
行
期
と
重
な
る
。
噺
本
の
流
行
に
相
撲
も
一
役
買
っ
て
い
た
と
も
い
え
る
。
そ
し

て
噺
本
全
体
の
出
版
数
が
減
る
寛
政
年
間
以
降
に
も
、
相
撲
は
小
咄
の
題
材
と
し
て

用
い
ら
れ
続
け
た
。
相
撲
は
噺
本
に
よ
っ
て
さ
ら
に
庶
民
の
間
に
浸
透
し
て
い
っ
た

の
だ
。

相
撲
場
を
描
写
し
た
小
咄
か
ら
指
摘
で
き
る
の
は
、
ま
ず
四
角
い
土
俵
の
存
在
で

あ
る
。
三
章
で
述
べ
た
よ
う
に
噺
本
の
挿
絵
に
は
四
角
い
土
俵
を
描
い
た
も
の
が
あ

る
。
土
俵
の
誕
生
は
寛
文
～
延
宝
年
間
頃
と
考
え
ら
れ
る
が
、
噺
本
の
挿
絵
に
は
、

直
後
の
元
禄
～
宝
永
年
間
に
四
角
い
土
俵
が
描
か
れ
た
も
の
が
多
い
。
誕
生
後
、
比

較
的
早
い
時
期
に
四
角
い
土
俵
が
描
か
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
頃
に
は
あ

る
程
度
四
角
い
土
俵
も
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

小
咄
に
は
観
客
の
様
子
も
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
る
。
観
客
た
ち
は
相
撲
場
に

無
銭
で
何
と
か
入
り
込
も
う
と
し
、
取
組
に
熱
狂
し
、
祝
儀
の
投
げ
纏
頭
を
贈
っ
て

い
る
。
小
咄
で
は
滑
稽
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
現
実
の
世
界
で
も
観
客
は
相
撲
場
で

見
物
し
た
い
と
願
い
、
取
組
に
も
熱
狂
し
た
。
小
咄
の
相
撲
場
は
、
現
実
と
か
け
離

れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
世
相
を
反
映
し
た
三
井
越
後
屋
の

新
商
法
・
現
金
掛
け
値
な
し
や
享
和
三
年
に
大
流
行
し
た
麻
疹
の
小
咄
に
も
相
撲
が

取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

近
世
を
通
じ
て
相
撲
に
よ
っ
て
新
た
な
小
咄
が
創
作
さ
れ
続
け
た
。
戯
作
文
学
と

芸
能
興
行
が
相
互
に
作
用
し
な
が
ら
庶
民
文
化
の
一
端
を
形
成
し
て
い
た
の
だ
。

本
稿
で
は
小
咄
の
世
界
か
ら
近
世
に
お
け
る
相
撲
の
様
相
を
探
っ
た
。
噺
の
世
界

で
あ
る
点
は
差
し
引
い
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
相
撲
取
や
興
行
の
一
端
を

う
か
が
う
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
相
撲
を
見
る
側
の
視
点
か
ら
相
撲
興
行
の
様
相

に
迫
っ
て
い
き
た
い
。

註
（
１
（
武
藤
禎
夫
編
『
江
戸
小
咄
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
六
五
年
（
に
よ
る
と
、
笑
話

を
小
咄
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
明
治
中
期
頃
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
四
頁
（。
こ

の
頃
、
分
量
が
多
い
一
編
の
落
語
が
長
噺
と
称
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し
て
断
片
的
な
短
い

笑
話
が
小
咄
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
稿
で
の
小
咄
も
短
い
笑
話
を
意
味
す
る
。

（1（）

況
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
近
世
中
期
に
は
、
小
咄
の
題
材
に
な
る
ほ
ど
投
げ

纏
頭
そ
し
て
相
撲
興
行
が
庶
民
の
間
で
も
定
着
し
、
人
気
を
博
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

四
　
世
相
と
の
か
か
わ
り

相
撲
の
小
咄
の
な
か
に
は
、
世
相
を
反
映
し
た
も
の
も
あ
る
。
元
禄
年
間
末
期
に

刊
行
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
12
『
軽
口
ひ
や
う
金
房
』
に
収
録
さ
れ
た
史
料

一
八
は
、
そ
の
代
表
だ
。

［
史
料
一
八
］く

わ
ん
し
ん
す
ま
ふ
の
事

京
に
ハ
く
わ
ん
し
ん
す
ま
ふ
は
や
る
と
て
、
国
〻
よ
り
い
ろ
〳
〵
の
者
と
も
の

ほ
り
、
相
引
の
大
山
の
御
用
木
の
両
国
と
て
、
つ
よ
き
者
あ
り
け
る
か
、
又
此

中
、
江
戸
よ
り
上
り
た
る
と
て
出
て
と
り
け
る
者
、
壱
番
に
て
も
ま
け
る
事
な

し
。
あ
ま
り
つ
よ
け
れ
ハ
、
御
名
乗
ハ
何
と
い
ふ
と
と
い
け
れ
と
も
、
な
の
ら

ざ
り
け
れ
ハ
、
見
物
座
中
の
こ
ら
す
、
名
の
り
〳
〵
と
尋
け
れ
ハ
、
ま
け
ぬ
こ

そ
道
理
な
れ
、
江
戸
本
町
に
お
い
て
、
現
金
か
け
ね
な
し
し
や
と
名
の
つ
た
。

冒
頭
に
京
都
で
勧
進
相
撲
が
流
行
し
て
い
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。『
軽
口
ひ
や

う
金
房
』
は
、
京
都
で
刊
行
さ
れ
た
が
、
禁
止
さ
れ
て
い
た
勧
進
相
撲
が
同
地
で
再

開
さ
れ
た
の
は
元
禄
一
二
年
（
一
六
九
九
（
の
こ
と
で
あ
る
。
相
引
・
大
山
・
御
用

木
・
両
国
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
当
時
活
躍
し
た
相
撲
取
だ
。
こ
の
小
咄
で
は
江
戸
か

ら
来
た
相
撲
取
の
名
乗
が
「
現
金
か
け
ね
な
し
」
だ
っ
た
（
だ
か
ら
負
け
な
い
（
と

い
う
の
が
落
ち
。
元
禄
年
間
に
江
戸
の
呉
服
店
・
三
井
越
後
屋
が
は
じ
め
た
と
い
う
、

掛
け
売
り
を
せ
ず
に
現
金
取
引
で
行
う
新
商
法
・
現
金
掛
け
値
な
し
を
小
咄
に
取
り

入
れ
た
の
だ
。
当
時
話
題
の
勧
進
相
撲
と
新
商
法
に
着
想
を
得
て
作
ら
れ
た
小
咄
で

あ
る
。

同
じ
落
ち
の
小
咄
は
『
軽
口
ひ
や
う
金
房
』
以
後
の
噺
本
に
も
見
ら
れ
る
。
正
徳

六
年
（
享
保
元
、
一
七
一
六
（
刊
の
15
『
軽
口
福
蔵
主
』
に
は
「
現
銀
掛
直
な
し
」

と
い
う
題
名
で
収
録
さ
れ
た
。
大
名
の
前
で
色
が
白
い
弱
そ
う
な
男
が
殿
様
の
抱
え

相
撲
を
こ
と
ご
と
く
破
り
、
最
後
に
名
乗
り
が
現
金
掛
け
値
な
し
で
あ
る
こ
と
が
明

か
さ
れ
る
。
場
面
設
定
は
多
少
異
な
る
も
の
の
、
落
ち
で
名
乗
り
が
現
金
掛
け
値
な

し
で
あ
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
小
咄
は
そ
の
後
の
噺
本
に
も
受
け
つ
が
れ
た
。
表
一

の
Ｃ
は
同
内
容
の
小
咄
だ
が
、『
軽
口
ひ
や
う
金
房
』『
軽
口
福
蔵
主
』
以
降
も
、
元

文
六
年
（
寛
保
元
、
一
七
四
一
（
刊
の
21
『
軽
口
新
歳
袋
』
に
は
「
す
ま
ふ
」、
26
『
口

合
恵
宝
袋
』
宝
暦
五
年
刊
に
は
「
す
も
ふ
の
飛
入
」、
寛
政
二
年
正
月
序
の
62
『
落

話
花
之
家
抄
』
に
は
「
す
ま
ふ
」、
三
章
で
紹
介
し
た
文
政
九
年
刊
の
92
『
落
噺
顋

懸
鎖
』
に
は
「
商
売
ハ
商
売
」
と
い
う
題
名
で
同
内
容
の
小
咄
が
再
収
録
さ
れ
た
。

再
収
録
は
噺
本
全
体
に
見
ら
れ
る
特
徴
だ
が
、
落
ち
で
名
乗
り
が
現
金
掛
け
値
な
し

と
明
か
さ
れ
る
噺
は
、
相
撲
の
小
咄
の
代
表
作
と
な
っ
た
。

享
和
三
年
（
一
八
〇
三
（
夏
に
刊
行
さ
れ
た
81
『
麻
疹
噺
』
は
同
年
三
月
下
旬
か

ら
五
月
ま
で
大
流
行
し
た
麻
疹
に
ち
な
ん
で
作
ら
れ
た
噺
本
で
あ
る
。

［
史
料
一
九
］

○
喜
助
ど
の
。
ど
つ
ち
へ
お
出
し
や
。
さ
だ
め
て
角
力
見
に
御
出
か
。
与
兵
衛

殿
。
何
を
言
れ
る
や
ら
。
此
は
し
か
の
は
や
る
最
中
に
、
な
ん
の
角
力
が
出
来

る
も
の
ぞ
。
イ
ヤ
、
で
き
る
げ
な
。
け
ふ
が
四
日
め
五
日
め
と
、
門
を
い
ふ
て

あ
る
き
ま
す
。
そ
れ
は
は
し
か
の
事
で
ご
ざ
る
。
イ
エ
〳
〵
、
そ
れ
で
も
き
の

ふ
か
ら
、
せ
き
が
出
る
と
申
ま
し
た

麻
疹
と
相
撲
見
物
の
小
咄
で
、
落
ち
は
咳
と
関
を
か
け
て
い
る
。「
四
日
め
五
日
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め
と
、
門
を
い
ふ
て
あ
る
き
ま
す
」
と
あ
る
の
は
市
中
に
取
組
を
触
れ
歩
く
触
太
鼓

の
こ
と
だ
。
麻
疹
の
流
行
で
社
会
は
沈
ん
で
い
た
こ
と
だ
ろ
う
が
、
相
撲
の
小
咄
で

笑
い
を
誘
っ
た
の
だ
。

本
章
で
は
三
井
越
後
屋
の
新
商
法
・
現
金
掛
け
値
な
し
、
麻
疹
の
流
行
に
際
し
て

作
ら
れ
た
小
咄
を
紹
介
し
た
。
笑
い
を
誘
う
た
め
に
世
相
を
織
り
込
み
、
そ
こ
に
庶

民
に
親
し
ま
れ
て
い
た
相
撲
を
交
え
て
ひ
と
つ
の
小
咄
と
し
て
創
作
さ
れ
た
の
で
あ
っ

た
。お

わ
り
に

本
稿
で
は
『
噺
本
大
系
』
に
収
録
さ
れ
た
噺
本
を
素
材
に
、
描
か
れ
た
相
撲
の
様

相
を
紹
介
し
た
。
明
ら
か
に
で
き
た
の
は
以
下
の
点
で
あ
る
。

『
噺
本
大
系
』
に
収
録
さ
れ
た
噺
本
三
三
九
の
内
、
一
〇
四
に
相
撲
の
記
述
が
あ
っ

た
。
全
体
の
約
三
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
の
ぼ
り
、
相
撲
は
庶
民
の
笑
い
の
世
界
で
も

親
し
み
や
す
い
題
材
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
も
ち
ろ
ん
相
撲
興
行
が
流
行
し
て

い
た
た
め
に
小
咄
に
も
頻
繁
に
登
場
し
た
の
だ
。

噺
本
に
登
場
す
る
相
撲
取
は
、
大
男
で
大
力
・
怪
力
の
イ
メ
ー
ジ
で
描
か
れ
て
い

る
。
そ
し
て
釈
迦
ケ
嶽
や
谷
風
な
ど
評
判
を
呼
ん
だ
相
撲
取
は
、
小
咄
の
主
役
と
し

て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
釈
迦
ケ
嶽
や
谷
風
が
活
躍
し
た
の
は
、
相
撲
が
定
期
的
に
催

さ
れ
、
評
判
を
呼
ん
で
い
た
時
期
、
そ
し
て
安
永
年
間
に
お
け
る
江
戸
で
の
噺
本
の

流
行
期
と
重
な
る
。
噺
本
の
流
行
に
相
撲
も
一
役
買
っ
て
い
た
と
も
い
え
る
。
そ
し

て
噺
本
全
体
の
出
版
数
が
減
る
寛
政
年
間
以
降
に
も
、
相
撲
は
小
咄
の
題
材
と
し
て

用
い
ら
れ
続
け
た
。
相
撲
は
噺
本
に
よ
っ
て
さ
ら
に
庶
民
の
間
に
浸
透
し
て
い
っ
た

の
だ
。

相
撲
場
を
描
写
し
た
小
咄
か
ら
指
摘
で
き
る
の
は
、
ま
ず
四
角
い
土
俵
の
存
在
で

あ
る
。
三
章
で
述
べ
た
よ
う
に
噺
本
の
挿
絵
に
は
四
角
い
土
俵
を
描
い
た
も
の
が
あ

る
。
土
俵
の
誕
生
は
寛
文
～
延
宝
年
間
頃
と
考
え
ら
れ
る
が
、
噺
本
の
挿
絵
に
は
、

直
後
の
元
禄
～
宝
永
年
間
に
四
角
い
土
俵
が
描
か
れ
た
も
の
が
多
い
。
誕
生
後
、
比

較
的
早
い
時
期
に
四
角
い
土
俵
が
描
か
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
頃
に
は
あ

る
程
度
四
角
い
土
俵
も
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

小
咄
に
は
観
客
の
様
子
も
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
る
。
観
客
た
ち
は
相
撲
場
に

無
銭
で
何
と
か
入
り
込
も
う
と
し
、
取
組
に
熱
狂
し
、
祝
儀
の
投
げ
纏
頭
を
贈
っ
て

い
る
。
小
咄
で
は
滑
稽
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
現
実
の
世
界
で
も
観
客
は
相
撲
場
で

見
物
し
た
い
と
願
い
、
取
組
に
も
熱
狂
し
た
。
小
咄
の
相
撲
場
は
、
現
実
と
か
け
離

れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
世
相
を
反
映
し
た
三
井
越
後
屋
の

新
商
法
・
現
金
掛
け
値
な
し
や
享
和
三
年
に
大
流
行
し
た
麻
疹
の
小
咄
に
も
相
撲
が

取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

近
世
を
通
じ
て
相
撲
に
よ
っ
て
新
た
な
小
咄
が
創
作
さ
れ
続
け
た
。
戯
作
文
学
と

芸
能
興
行
が
相
互
に
作
用
し
な
が
ら
庶
民
文
化
の
一
端
を
形
成
し
て
い
た
の
だ
。

本
稿
で
は
小
咄
の
世
界
か
ら
近
世
に
お
け
る
相
撲
の
様
相
を
探
っ
た
。
噺
の
世
界

で
あ
る
点
は
差
し
引
い
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
相
撲
取
や
興
行
の
一
端
を

う
か
が
う
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
相
撲
を
見
る
側
の
視
点
か
ら
相
撲
興
行
の
様
相

に
迫
っ
て
い
き
た
い
。

註
（
１
（
武
藤
禎
夫
編
『
江
戸
小
咄
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
六
五
年
（
に
よ
る
と
、
笑
話

を
小
咄
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
明
治
中
期
頃
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
四
頁
（。
こ

の
頃
、
分
量
が
多
い
一
編
の
落
語
が
長
噺
と
称
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し
て
断
片
的
な
短
い

笑
話
が
小
咄
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
稿
で
の
小
咄
も
短
い
笑
話
を
意
味
す
る
。

（1（）

況
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
近
世
中
期
に
は
、
小
咄
の
題
材
に
な
る
ほ
ど
投
げ

纏
頭
そ
し
て
相
撲
興
行
が
庶
民
の
間
で
も
定
着
し
、
人
気
を
博
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

四
　
世
相
と
の
か
か
わ
り

相
撲
の
小
咄
の
な
か
に
は
、
世
相
を
反
映
し
た
も
の
も
あ
る
。
元
禄
年
間
末
期
に

刊
行
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
12
『
軽
口
ひ
や
う
金
房
』
に
収
録
さ
れ
た
史
料

一
八
は
、
そ
の
代
表
だ
。

［
史
料
一
八
］く

わ
ん
し
ん
す
ま
ふ
の
事

京
に
ハ
く
わ
ん
し
ん
す
ま
ふ
は
や
る
と
て
、
国
〻
よ
り
い
ろ
〳
〵
の
者
と
も
の

ほ
り
、
相
引
の
大
山
の
御
用
木
の
両
国
と
て
、
つ
よ
き
者
あ
り
け
る
か
、
又
此

中
、
江
戸
よ
り
上
り
た
る
と
て
出
て
と
り
け
る
者
、
壱
番
に
て
も
ま
け
る
事
な

し
。
あ
ま
り
つ
よ
け
れ
ハ
、
御
名
乗
ハ
何
と
い
ふ
と
と
い
け
れ
と
も
、
な
の
ら

ざ
り
け
れ
ハ
、
見
物
座
中
の
こ
ら
す
、
名
の
り
〳
〵
と
尋
け
れ
ハ
、
ま
け
ぬ
こ

そ
道
理
な
れ
、
江
戸
本
町
に
お
い
て
、
現
金
か
け
ね
な
し
し
や
と
名
の
つ
た
。

冒
頭
に
京
都
で
勧
進
相
撲
が
流
行
し
て
い
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。『
軽
口
ひ
や

う
金
房
』
は
、
京
都
で
刊
行
さ
れ
た
が
、
禁
止
さ
れ
て
い
た
勧
進
相
撲
が
同
地
で
再

開
さ
れ
た
の
は
元
禄
一
二
年
（
一
六
九
九
（
の
こ
と
で
あ
る
。
相
引
・
大
山
・
御
用

木
・
両
国
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
当
時
活
躍
し
た
相
撲
取
だ
。
こ
の
小
咄
で
は
江
戸
か

ら
来
た
相
撲
取
の
名
乗
が
「
現
金
か
け
ね
な
し
」
だ
っ
た
（
だ
か
ら
負
け
な
い
（
と

い
う
の
が
落
ち
。
元
禄
年
間
に
江
戸
の
呉
服
店
・
三
井
越
後
屋
が
は
じ
め
た
と
い
う
、

掛
け
売
り
を
せ
ず
に
現
金
取
引
で
行
う
新
商
法
・
現
金
掛
け
値
な
し
を
小
咄
に
取
り

入
れ
た
の
だ
。
当
時
話
題
の
勧
進
相
撲
と
新
商
法
に
着
想
を
得
て
作
ら
れ
た
小
咄
で

あ
る
。

同
じ
落
ち
の
小
咄
は
『
軽
口
ひ
や
う
金
房
』
以
後
の
噺
本
に
も
見
ら
れ
る
。
正
徳

六
年
（
享
保
元
、
一
七
一
六
（
刊
の
15
『
軽
口
福
蔵
主
』
に
は
「
現
銀
掛
直
な
し
」

と
い
う
題
名
で
収
録
さ
れ
た
。
大
名
の
前
で
色
が
白
い
弱
そ
う
な
男
が
殿
様
の
抱
え

相
撲
を
こ
と
ご
と
く
破
り
、
最
後
に
名
乗
り
が
現
金
掛
け
値
な
し
で
あ
る
こ
と
が
明

か
さ
れ
る
。
場
面
設
定
は
多
少
異
な
る
も
の
の
、
落
ち
で
名
乗
り
が
現
金
掛
け
値
な

し
で
あ
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
小
咄
は
そ
の
後
の
噺
本
に
も
受
け
つ
が
れ
た
。
表
一

の
Ｃ
は
同
内
容
の
小
咄
だ
が
、『
軽
口
ひ
や
う
金
房
』『
軽
口
福
蔵
主
』
以
降
も
、
元

文
六
年
（
寛
保
元
、
一
七
四
一
（
刊
の
21
『
軽
口
新
歳
袋
』
に
は
「
す
ま
ふ
」、
26
『
口

合
恵
宝
袋
』
宝
暦
五
年
刊
に
は
「
す
も
ふ
の
飛
入
」、
寛
政
二
年
正
月
序
の
62
『
落

話
花
之
家
抄
』
に
は
「
す
ま
ふ
」、
三
章
で
紹
介
し
た
文
政
九
年
刊
の
92
『
落
噺
顋

懸
鎖
』
に
は
「
商
売
ハ
商
売
」
と
い
う
題
名
で
同
内
容
の
小
咄
が
再
収
録
さ
れ
た
。

再
収
録
は
噺
本
全
体
に
見
ら
れ
る
特
徴
だ
が
、
落
ち
で
名
乗
り
が
現
金
掛
け
値
な
し

と
明
か
さ
れ
る
噺
は
、
相
撲
の
小
咄
の
代
表
作
と
な
っ
た
。

享
和
三
年
（
一
八
〇
三
（
夏
に
刊
行
さ
れ
た
81
『
麻
疹
噺
』
は
同
年
三
月
下
旬
か

ら
五
月
ま
で
大
流
行
し
た
麻
疹
に
ち
な
ん
で
作
ら
れ
た
噺
本
で
あ
る
。

［
史
料
一
九
］

○
喜
助
ど
の
。
ど
つ
ち
へ
お
出
し
や
。
さ
だ
め
て
角
力
見
に
御
出
か
。
与
兵
衛

殿
。
何
を
言
れ
る
や
ら
。
此
は
し
か
の
は
や
る
最
中
に
、
な
ん
の
角
力
が
出
来

る
も
の
ぞ
。
イ
ヤ
、
で
き
る
げ
な
。
け
ふ
が
四
日
め
五
日
め
と
、
門
を
い
ふ
て

あ
る
き
ま
す
。
そ
れ
は
は
し
か
の
事
で
ご
ざ
る
。
イ
エ
〳
〵
、
そ
れ
で
も
き
の

ふ
か
ら
、
せ
き
が
出
る
と
申
ま
し
た

麻
疹
と
相
撲
見
物
の
小
咄
で
、
落
ち
は
咳
と
関
を
か
け
て
い
る
。「
四
日
め
五
日
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（
２
（
武
藤
禎
夫
編
『
江
戸
小
咄
類
話
事
典
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
六
年
（
一
頁
。

（
３
（
①
拙
稿
「
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
来
日
し
た
外
国
人
が
見
た
相
撲
」（『
相
撲
博
物
館

紀
要
』
第
一
四
号
、
二
〇
一
六
年
（、
②
拙
稿
「『
誹
風
柳
多
留
』
と
江
戸
の
相
撲
」（『
相

撲
博
物
館
紀
要
』
第
一
六
号
、
二
〇
一
八
年
（。

（
４
（
武
藤
禎
夫
・
岡
雅
彦
編
『
噺
本
大
系
　
一
巻
～
二
〇
巻
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
五

年
～
一
九
七
九
年
（。
九
巻
～
二
〇
巻
は
武
藤
禎
夫
編
。

（
５
（
表
一
の
作
成
に
あ
た
り
国
文
学
研
究
資
料
館
の
噺
本
大
系
本
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

http://base1.nijl.ac.jp/~hanashibon

を
活
用
し
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

（
６
（
東
大
落
語
会
編
『
増
補
落
語
事
典
　
改
訂
新
版
』（
青
蛙
房
、
一
九
九
四
年
（
四
三
六

～
四
三
七
頁
。
別
名
で
「
う
そ
つ
き
弥
次
郎
」「
革
衣
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

（
７
（『
内
閣
文
庫
所
蔵
史
籍
叢
刊
　
第
三
五
巻
　
弘
化
雑
記
　
嘉
永
雑
記
』（
汲
古
書
院
、

一
九
八
三
年
（
六
二
六
頁
。

（
８
（
相
撲
博
物
館
蔵
　
資
料
番
号
美
〇
三
六
二
八
。

（
９
（
生
月
鯨
太
左
衛
門
登
場
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
弘
化
期
に
お
け
る
江
戸
相
撲

の
動
向
」（『
相
撲
博
物
館
紀
要
』
第
八
号
、
二
〇
〇
九
年
（
で
検
討
し
た
。

（
11
（
相
撲
博
物
館
蔵
　
資
料
番
号
美
〇
一
四
二
五
。

（
11
（
小
島
憲
之
・
新
井
栄
蔵
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
五
　
古
今
和
歌
集
』（
岩
波
書

店
、
一
九
八
九
年
（
九
九
頁
。

（
12
（
註
（
６
（
前
掲
書
、
二
九
四
頁
。

（
13
（
近
世
の
相
撲
取
・
相
撲
年
寄
を
指
す
場
合
、
史
料
の
引
用
部
分
を
除
き
、
竜
田
川
と

表
記
し
た
。

（
14
（
小
池
謙
一
「
年
寄
名
跡
の
代
々
㊵
　
立
田
川
代
々
の
巻
」（『
相
撲
』
四
一
巻
一
二
号
、

通
巻
五
五
八
号
、
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル･

マ
ガ
ジ
ン
社
、
一
九
九
二
年
（。
江
戸
の
相
撲
年
寄
・

竜
田
川
の
経
歴
は
同
書
に
よ
る
。

（
15
（『
内
閣
文
庫
所
蔵
史
籍
叢
刊
　
第
一
三
巻
　
祠
部
職
掌
類
聚
』（
汲
古
書
院
、

一
九
八
二
年
（
三
七
四
頁
。

（
16
（
竹
森
章
『
京
都
・
滋
賀
の
相
撲 

― 

ま
つ
り
と
力
士
の
墓 

― 

』（
一
九
九
六
年
（
五
二
頁
。

（
17
（
相
撲
博
物
館
蔵
　
資
料
番
号
美
〇
三
六
二
三
。

（
18
（『
菱
川
師
宣
絵
　
役
者
物
語
』（
珍
書
刊
行
会
、
一
九
一
五
年
（。

（
19
（
横
山
重
・
小
野
晋
校
訂
『
岩
波
文
庫
　
本
朝
二
十
不
孝
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
三
年
（

一
六
八
～
一
六
九
頁
。

（
21
（
潁
原
退
蔵
・
暉
峻
康
隆
・
野
間
光
辰
編
『
定
本
西
鶴
全
集
　
第
六
巻
』（
中
央
公
論
社
、

一
九
五
九
年
（
一
七
四
～
一
七
五
頁
。

（
21
（
白
石
悌
三
・
上
野
洋
三
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
七
〇
　
芭
蕉
七
部
集
』（
岩
波

書
店
、
一
九
九
〇
年
（
四
二
二
頁
。

（
22
（
拙
稿
「
近
世
後
期
江
戸
周
辺
地
域
に
お
け
る
相
撲
興
行 

― 

武
蔵
国
多
摩
郡
を
中
心

に 

― 

」（
関
東
近
世
史
研
究
会
編
『
関
東
近
世
史
研
究
論
集
二
　
宗
教
・
芸
能
・
医
療
』

岩
田
書
院
、
二
〇
一
二
年
（。

（
23
（
大
相
撲
の
仕
切
り
に
制
限
時
間
が
設
け
ら
れ
た
の
は
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
（
の
こ
と
。

当
時
は
幕
内
一
〇
分
、
十
枚
目
七
分
、
幕
下
以
下
五
分
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
徐
々
に

短
く
な
り
、
昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
（
か
ら
現
行
の
幕
内
四
分
、
十
枚
目
三
分
、
幕

下
以
下
二
分
と
な
っ
た
。

（
24
（
日
野
龍
夫
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
一
〇
〇
　
江
戸
繁
昌
記
　
柳
橋
新
誌
』（
岩

波
書
店
、
一
九
八
九
年
（
六
頁
。

（
25
（
註
（
３
（
前
掲
拙
稿
①
。

（
26
（
相
撲
博
物
館
蔵
　
資
料
番
号
美
〇
二
七
五
五
。

（
27
（
註
（
３
（
前
掲
拙
稿
②
。

［
付
記
］

本
稿
に
は
今
日
に
は
不
適
切
と
思
わ
れ
る
用
語
も
含
ま
れ
る
が
、
江
戸
時
代
の
文

化
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
た
め
そ
の
ま
ま
表
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
差
別
を
助
長
す

る
意
図
は
な
い
。


